


























俺、「城」を育てる




～可愛いあの子は無敵の要塞になりたいようです～２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　城を大だい空くう洞どうに転移させてから、それなりの日数が経過していた。

　城のある大空洞からのびる洞どう窟くつには、出口がいくつかある。その一つを通り、俺たちはダークエルフの集落へとやってきていた。魔物も出ないから移動は簡単だな。集落には俺かイェタがいれば出入り自由と言われていて……

　ここには、アイテムの素材となる聖せい樹じゆさまの落ち葉を拾いにきていた。

「おっきーねー」

　城の精霊であるイェタが聖樹さまを見上げ、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

　聖樹さまの葉の間からは光が差し込み、俺たちの立っている場所をスポットライトのように照らす。

（まるで祝福されているみたいだな）

　そんなことを思う俺の横では、ドワーフの少女、ジュナンもいた。彼女も笑みを浮かべ嬉しそうだ。

「ふはは、スゴい！　これだけの聖樹さまの葉っぱがあれば、大爆発するアイテムを作れるぞ！　勝った！　私は勝ったーっ！」

　何に勝ったのかはよくわからないが、ぶっそうである……

　もうここに来るのは二度目なのだが、ジュナンのテンションは変わらない。

「しかし、やっぱり聖樹さまの皮とかも欲しいんだけど、どうにか剝はがせないか」

　そんなことも言っていたが。

「剝がしちゃダメだよ!?」

　あわててジュナンを止める。

　声は出せないらしいが、意志がある木だ。さらに、ダークエルフの信仰みたいなのを集めている。せっかく、この集落への出入りを許可されているのに、そんなことをしてしまったら出入りを禁止されてしまう。下手したら戦争だ。

　こんな会話をしていたので、後ろからかけられた声にビクリとしてしまったよ……

「おっ、トーマ君、ここにいたか！」

「……エルナーザさんですか。お邪魔しています」

　親しくしてもらっているダークエルフの彼女に、ぺこりと頭を下げる。

「俺に、何か用ですか？」

「ああ。実は今、客人が来ていてな。君を探していたのだ」

　へー。客人が来ているのか。

「それで、その客人なんだがな。どうも君に会いに来たようでな」

　ダークエルフじゃなくて俺……？

「これを渡してくれと言われたのだが」

　封筒か。これは冒険者ギルドが発行するものだな。

　紙も上質で、魔術で紋様も入れられている。貴族か何かに使うような高価なものだ。

　開くと、こんな文書が出てきた。




　トーマへ

　そのベルフォードと名乗る青年は、評判の良い人物だ。

　信頼できるはずだが、目的がわからん。そこらへんは自分の感覚を信じてくれ。


ガルーダ






　お世話になっていた冒険者ギルドの長、ガルーダさんからの手紙だな。紹介状だ。人物の紹介は、あんまりしてないが……。少し注意は促されているものの、評判は良い人物だと書かれている。

「面倒なら、こちらで断るが」

「……ここまで来てもらって帰すのもなんですしね。お会いしましょう」

　うなずいた俺を見て、彼女はほほえんだ。

「では、今から案内しよう。──でも、聖樹さまの皮は剝がないでくれよ！」

　……ジュナンとの先ほどのやり取りを聞かれていたようだな。

「もちろんです……」

　ここに残しておくと聖樹さまの皮を剝ぎに行きそうなので、ジュナンも持っていくことに……。イェタを一人で残すわけにも行かないので、彼女も一緒に連れて行くことにした。

　聖樹さまにペコリと一礼をすると、それに応えるように風が吹き、ザワリと聖樹さまの枝が揺れる。……偶然かな？　まるで枝が手を振っているかのようだ。

　こうして俺たちは、エルナーザさんとともに、客人のところへと向かったんだ。

「ここだな。客人を迎えるための家だ」

　多分、宿泊所をかねているんだと思う。中に入ると、青年が俺たちを出迎えた。

「はじめまして、君がトーマ君か」

　イスから立ち上がった彼が、ベルフォードさんか。

「そうです、トーマです」

「それで、そっちの子が……」

「イェタだよ！　はじめまして！」

　元気よく挨あい拶さつした彼女が俺を見る。そして言うのだ──

「トーマ！　この人から神じん器ぎの精霊の気配がする！」

　……どういうこと？

　とまどう俺に、笑みを深くした青年が言う。

「僕は『聖せい剣けんの英雄王』と『聖剣の精霊』の子孫だからね」

　おう……。聖剣の英雄王というのは、うちの国を作った初代国王だ。その子孫ってことは、つまり王族とか、その近くの人間か。

「うちの貴族……ユモン・スカルシアが迷惑をかけたみたいだね。謝りに来たんだよ」

　ユモンはイェタの城を攻めて奪おうとした人物だ。謝罪にしては、ずいぶんと偉えらい人が来てしまった……
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「トーマさんの国の王族か。聖せい剣けんの英雄王の神じん器ぎに、イェタちゃんみたいな剣の精霊がいたってのは聞いていたが……」

　ジュナンのつぶやき。その情報は、前にダークエルフから聞いたことがあった。今の王族が聖剣の精霊の子どもでもあるというのは初耳だったが。

「僕のご先祖様も、そこのイェタ君も、神……黒こく神しんサク様が作った神造精霊といった存在だね」

　黒神サク……はるか昔、伝説の時代に異世界から来たという『人間』で、この世界で何かの試練を達成して神々の一人となったと言われている。

　様々な知識を異世界からもたらしたが、それらは人類が滅びかけたという『大崩壊』の時代に、ほとんどが失われたとされていた。

「イェタちゃんを取り上げられないか不安だな……」

　そんな言葉をこぼすジュナンに、彼は苦笑して首を振る。

「多分だけど、それは無理かな……」

「わたしはトーマと、ずっと一緒だよ！」

「……ということなんでね」

　そう彼が言う。

「そんなわけで、僕は、トーマ君のほうをもらおうと思うわけさ！」

　俺……？　と考えていると、ガシッと、イェタにしがみつかれる。

「トーマ……いっちゃうの？」

　うるんだ瞳ひとみで、見上げられたんだが。

「いや、どこにも行かないよ」

　彼女の頭をなでてから、目の前の青年に問いかける。

「『俺』というより、『俺とイェタ』をセットで欲しいということですよね？」

「うん、そうなんだよ。それで、場所はどこか決まっていないけれど、領地を君たちに任せたいと思っている」

「……唐とう突とつですね。領地運営のやり方なんて知りませんけど」

「それは大丈夫だよ。『城』の力もあるだろうし、部下もつける。最初は小さくて、管理も簡単なところから始めて、じょじょに力なんかを証明してくれれば」

　そう言った彼が、首をかしげて聞く。

「聖剣の精霊と同じなら、そこのイェタちゃんも、本能で、いろいろな能力を得ることを望んでいると思うんだけど」

「たしかに、彼女は、城を大きくすることを望んでいますね」

　うなずく、俺。

「そのために、魔物の死し骸がいを集める必要があると思うんだけど……、森の奥だと、それも大変だと思うんだよね」

　実は、彼の言うとおりだった。魔物を狩ろうにも、ここら辺はやっかいな魔物が多い。

　人の気配を察知して近くの魔物をけしかけてくる敵はまだ良いほう。毒を使う敵や、獲物を地面に引き込んで窒ちつ息そく死しさせるような敵などは、防御力をあげる『城主』の能力、『戦いくさの角つの笛ぶえ』もあまり効果がなかった。

「そうですね……。ダークエルフたちは、聖せい樹じゆさまのための死骸を集めるので手いっぱいみたいですし」

　一部はシルバーサフと交換してもらう予定なのだが、だいたいは呪じゆ気きの処理をするための儀式に使われてしまう。

　エルナーザさんには、慣れれば俺たちでも狩りができるはずだと言われていたが、その前に死者が出る恐れもあった。

「領地を運営してくれるなら、兵隊をあげるよ。彼らを使えば、ここにいるよりも簡単に魔物の死骸を集められるようになる。君たちにも利益はあると思うんだけど」

　この誘いは、魅力的だな。

　一応、城転移のための施設を作ったときに、大量の魔物の死骸をダークエルフたちからもらってポイントにしている。

　そのためポイント自体はあまっているのだが、それもいつかは使い切ってしまうだろうと考えていた。ただ……

「ユモンの使っていた魔術師が、『城』が転移したって言っていたから、移動もできるんだろ？」

　問題は、これなんだよな。城の転移ができないんだ。『城転移』の再使用には四年待つ必要がある。しかし、それ以外の方法があった。

「同じような『城』を増やすことができますから、あずかった領地に、新しい『城』を作ることができます」

　こっちに来て、城のレベルアップをしたときに得た、新しい能力だ。

　今まで、いくらポイントを貯めても『城レベルアップ』ができず、不ふ思し議ぎに思っていた。どうやら、ポイント以外にも、いくつかの前提条件をクリアしないと、次の『城レベルアップ』ができないことがあるらしい。

　今回は、『布革工房』という施設を設置したと同時に、『城レベルアップ』もできるようになっている。工房などの施設を、一定数作成する必要があったみたいだ。

「おおっ、そうなのかい！」

　うなずく、ベルフォード。

「もし『転移』とか、そういうのができないなら、それでも良かったんだが。そうか、新しい『城』を増やせるのか」

　嬉うれしそうではあったが──

「『転移』とか、できなくても良かったんですか？」

　疑問に思ったので聞いてみる。

「イェタの、不思議な能力が必要なんですよね？」

「手に入るなら欲しいね。でも、個人的に一番欲しいのは、君たちの子どもなんだよね！」

　……は？

「聖剣の精霊の子孫である僕たち王族には、弱点があってね。その弱点が、次のサク様の精霊では直っている可能性があったんだよ！」

　イェタを指して言う、彼。

　王族か……。税が安かったり、大災害への対処が的確だったりで一般庶民には評判が良い者たちだ。

「あまり知られていないようだが、歴代の王族たちは、古い貴族を優ゆう遇ぐうしてしまう性質があったな……。それが君のいう弱点か？　私が聞いて良いのかわからないのだが」

　エルナーザさんの問いに、彼が「それだよ」と答える。

「どうも、聖剣の精霊の力と一緒に、彼女の感情なんかもいくつか受け継いだみたいでね……。聖剣の英雄王の庶しよ子し……彼らが興おこした貴族家が、すごく大事な愛いとしいものに思えるんだ。今の王は、その傾向が強く、ユモンの暴走を止めるのに時間がかかった。そのせいでトーマ君にも迷惑をかけてしまったよ……」

　イェタの城を狙ねらったユモン・スカルシアは、そういう英雄王の庶子が興した貴族家の当主だった。そのせいで問題が大きくなったようだ。

「……でも、何で、それが直っているかもしれないって思ったんですかね？」

「うん。この弱点は、サク様も予想していなかったみたいでね。聖剣の英雄王に、聖剣の精霊を通して、謝りの言葉を残したと伝承にあるんだよ」

　へー。

「問題が発覚する前に、サク様から聖剣の英雄王に、事前に伝えたんだね！　そのとき対話した『聖剣の英雄王』に、『次の精霊のときは善処できるようにがんばる』って言ってたらしいんだ！」

　……『善処する』じゃなくて『善処できるようにがんばる』なのか。

　本当に直ってんのかなとは思ったが、神の言葉なら信じられるのだろう。

「イェタちゃんの子と、王族の誰かが結婚すれば、その弱点が、少し薄まった子どもが生まれる可能性がある！　それを試したいんだよ」

　なるほど。ただ、イェタが誰と結婚するにしても、それは彼女が育ってからの話になる。ずいぶんと気の長い話だ。

　そんなことを考えていたら、ジュナンから思ってもみなかった質問が。

「……イェタちゃんって精霊だろ？　このまま見た目変わんないんじゃないか？」

　彼が、うなずく。

「半精霊の僕らと違って、彼女たちは、そうみたいだね。大人になる能力は、剣のレベルがマックスになれば解放される予定だったって話だよ」

　そうなのか。

「聖剣の精霊は、別のやり方で、その能力を手に入れたみたいだけど」

　おお。

「なんでも『聖剣の精霊』が痺しびれを切らして、自分の主を襲ったら、子どもができたと同時に大人になれる能力が解放されたって話だから」

　えっ。

「おー」

　そんな風に、イェタが感心していたが……

「イェタちゃん、意味わかってんのか？」

　ジュナンが、俺と同じ疑問を持ったようだ。

「よく、わかんない！　でも、コウノトリさんが運んでくる、トーマの子どもは可愛かわいい気がする！」

　……そんなやり取りをしていたので、意味はわかっていなさそうだった。

　聖剣の精霊と、うちのイェタの性格も、ずいぶん違いそうだな……

「とりあえず、城のレベルを最大にすることを、当面の目的にしようか」

　そうすれば、彼女の見た目年齢を変える力が解放されるかもしれないから。

　俺の言葉に、イェタが「うん！」と、元気良くうなずいたんだ。

　そしてベルフォードと名乗った青年……王子だそうだから、ベルフォード王子と呼んだほうが良いのかな？　用件を伝えた彼は帰っていった。

「良い返事を期待しているよ」

　そんな言葉を残して。




　ベルフォード王子は一人で森を突っ切って帰るようだ。聖剣の精霊の子孫ということだから、その力をある程度受け継いでいるのだろう。

「それで、トーマ君はどうするつもりなんだ？」

　彼を見送った外で、エルナーザさんに聞かれる。

「……とりあえず、あのベルフォード王子やユモン・スカルシアの関係について調べたいです。冒険者ギルドの長、ガルーダさんは貴族に知り合いがいたみたいなので、聞いてみようかと」

　彼は貴族にパープルサフを贈おくり、便べん宜ぎを図ってもらっていたことがあった。何かわかるかもしれない。

　情報屋に伝つ手てがあるようなら、そこから情報を得られるかもしれないし……

　ただ、どのぐらい正しい情報が得られるかはわからないが。

「そうか。ならば、鳥の従じゆう魔まを貸そう。手紙をくくりつけて飛ばせば良い」

　鳥の魔物を飼いならし、自由に使えるようにしているようだ。

「すみません」

　そう彼女に頭を下げると、別の方向からも声をかけられた。

「トーマさま」

　そちらを見ると、巫み女こさまか。

　聖樹さまの感情なんかを感じ、仲間のダークエルフに伝える役目を持つ女性だ。

「聖樹さまが、トーマさまが外に行く可能性があると気にしておられるようでしたので様子を見に来たのですが……」

　聖樹さまは神様が作った神器。ちょっと前まで状態が良くなかったようだが、今はずいぶんと元気を取り戻したと聞いていた。そのぐらいのことはできるのだろう。

「ええ。ベルフォード王子に手を貸す可能性がありまして──」

　そう言って彼との話し合いの内容を伝える。

「そうですか。聖樹さまによると、トーマさまと会った時点で、ベルフォード王子は警戒心を解いたみたいです。彼は味方である可能性が高いと感じているようですが……」

　考えている、彼女。

「少し不安ですね。もしベルフォード王子に協力するようならば、早めに私にも知らせてください。私たちもトーマさまの力になれるよう微力ですが動いておきましょう」

「それは、ありがたいです」

「私も王子については、人の世界に詳しいエルフの知り合いがいるから聞いておこう。捕まるかわからんが」

　エルナーザさんも動いてくれるようだ。自分で行くか、鳥の従魔を飛ばすかするのだろう。

「個人的に不安なのはゲルグのほうだな」

『魔術狂い』を自称する、ダークエルフの裏切り者か。この集落を混乱に落とし、ついでにうちの国を薬草不足の状態に落とした。あれで命を落とした人も知っている。

「ゲルグは魔導フリークですから、神器である『城』にも興味を持つかもしれません」

　巫女さまの言葉。

「あいつは呪気を使った洗脳魔法を使ったこともあるから、せめてその対策のためのアイテムぐらいは渡したい」

　そう言ったエルナーザさんは、「まあ、この土地自体に備わった能力、ここに生える特殊な薬草なども応用した魔法だから、トーマ君があの魔法に困ることになるとは思えないが」ともつぶやいていたけれど。

「あとで、これと同じ、聖樹さまの枝から作成したペンダントを渡しましょう。魅了など精神支配系の魔法が使われているとわかるアイテムです。神器は、そういう魔法を防ぐ能力を持つことが多いようですが……」

「できるみたいーっ！」

　巫女さまに、イェタが答える。

「ちゃんと魔法が使われていることに気がついて、聖樹さまの力も借りることができれば、失われた最強の魅了魔法でも正面から戦えるって書いてあるよ！　あの国の距離ぐらいなら、そのペンダントを通して、逆に聖樹さまに力を貸すこともできるみたいっ！」

　彼女だけに見える文書──『メッセージ』を読んでいる様子。イェタは、こうして自分の能力などを知ることができる。

　ペンダントを通して、聖樹さまと力の貸し借りもできるようだ。

「ならば、ゲルグ程度の魅了魔法ならばどうとでもなるな！」

「いざというときイェタ様のお力添えがあるのはありがたいですね……」

　そう彼女たちは微笑んだのだ。

「では、鳥の従魔をお借りしてもいいですか？」

　俺の言葉に「ああ！」とうなずく、エルナーザさん。

　従魔を借りた俺は、『城』に戻りガルーダさんに手紙を送った。

　何度かエルナーザさんの従魔を使った彼とのやり取りがあり、前にパープルサフを贈った貴族から答えが得られそうとの返答をもらう。しばし時間はかかったものの、どうやら答えを得ることができたようだ……

「そっちの返答は、どんな感じだったんだ？」

　ガルーダさんからの手紙を『城』まで届けに来たエルナーザさんが、興味深そうに聞いてくる。

「どうも、貴族以外にも、いろいろな方面から情報を集めてくれたみたいですね。手紙によると、ベルフォード王子は、昔からユモン・スカルシアとは距離をとっていたとか」

「ほほう」

「ユモンの暴走を止め、彼を失脚させたのはクスノギ家の『当主』なのですが、その『嫡ちやく男なん』と仲が良いとあります。クスノギ家の『当主』は王の配下で、王子と友好的ではあるものの距離をとっているとのことですが」

「ふむ……複雑で、よくわからんな」

　俺もわかんないです。

「まあ、私の伝手に聞いたところ、ベルフォード王子は次期王位に最も近い人物で、ユモン・スカルシアにとって邪魔な存在だったということだが」

　そうなのか。

「ガルーダさんからの手紙にも、そう書かれていますから、信頼しても大丈夫そうな感じですかね……」

「トーマ君たちがいなくなるのは寂しいが」

　嬉しいことを言ってくれるエルナーザさん。

「森の奥は、どうしても魔物狩りが難しいですから」

　気配を察知できる能力があるブラウニーの従魔のウニ。彼女が接近を感知できない魔物がいて、何度か奇襲を受けていた。

　奇襲だと、戦闘のときに守備力などを上げてくれる『戦の角笛』が間に合わず、かなり危ないことになる。

「そうか……」

　残念な様子の彼女。

「……まあ、王子に協力し、何かあれば我々のところに逃げてきてくれ。『倉庫』に手紙でも入れといてくれれば、戦士たちと一緒に駆けつけるしな！」

　こうして俺は、王子に協力する決意を決めたんだ。

『城』の皆とも相談したが、魔物がまったく狩れないことを問題視していた様子。

　ダークエルフの里に残って、この『城』で魔物狩りなどをせず暮らしてくれても良かったのだが、結局は全員一致で、王子のところへと行くこととなった。

「ベルフォード王子からの返答だ」

　城の一室で、俺はエルナーザさんから渡された手紙の封を開ける。

「なんて書かれてあるんだ？」

　ジュナンの質問。

「うん……『こちらに来ることを決意してくれて嬉しい』とか、そんなことかな。あとは『領地運営で右腕となる部下を連れて行く』とかも」

　準備するものや持って行くものなどは、その人と一緒に決めれば良いそうだ。

「おおっ。どんな人か気になるな！」

「きになるーっ！」「きゅっ！」

　イェタもウニも興味津々のようだけど……

「五日から十日待ってくれってことだから、もうちょっと待つ必要があるかな。……いい人だと良いね」

「うん！　仲良くしたいーっ！」「きゅーっ！」

　そんな風に待ちわびた彼らの到着。それは、ちょっと遅れることとなった──




「待たせたね」

　エルナーザさんとダークエルフの男性に案内され、ベルフォード王子が俺たちの城へとやって来た。女性を一人連れている。巫女さまも一緒か……

「いえ、用意があったので良かったのですが」

　安全に森を移動するための、何種類かの霊薬などをダークエルフたちに作ってもらっていた。聖樹さまの魔力を使って作る薬だそうで、この城の調合室では作れないものだ。

「何かあったのですか？」

「ちょっとトーマ君に任せる領地の選択に、王が横よこ槍やりを入れてね。大臣の協力を得たり交渉をしたりで少し時間をとられた。トーマ君の補佐も、僕の部下じゃなくて彼女に行ってもらうことにしたんだ」

　そう言って隣の女性を示す、彼。

「ふつつかものですが、よろしくお願いいたします」












　お辞儀をする彼女に、お辞儀を返す。

「文官のユイ君。優秀だよ」

　ふんわりとしている人だが優秀なのか……。ライトブラウンの髪に、茶色の目を持つ女性だ。ユイという名は、俺のトーマという名と同じく、黒神サクが人間だったころ孤児につけたとか、そんな由来をもつ名だった。

「それで問題なのが君に任せる領地でね……」

　テーブルの上に地図を広げた彼が、その一点を指す。

「ここなんだ……」

「『カルアス』……ですか」

　それが領地の名前だった。町の名も同じ。この国でも辺境になる。

　文官のユイさんが資料も手渡してくれた。それによると領地扱いとなる土地は広いのだが、住民の数は少ないとか。

「……ここは魔物は多いが、良い土地のはずだぞ？　作物なんかもよく育つはずだし」

　エルナーザさんが知っている土地のようだが、王子は首を振る。

「……そんな土地だったんだけどね。二年ぐらい前から問題が起こっていて、日ひ照でりなどいろいろあって、ちょっとボロボロの状態なんだよ」

　うん。俺のような何も知らない人間が管理していい土地ではない。エルナーザさんも、何か納得できない様子で──

「おかしいな……。たとえ雨が降っていなくても、土地が自然に湿しめり気けを帯おびる。そんな土地のはずなんだが」

「……不思議な土地ですね」

　俺の言葉に、うなずく彼女。

「この森ほどではないが『呪気』が大地から染み出している場所でな」

　え……

「それだけだと、魔物が強くなったり、暴れだしたり、薬草が育たなくなったりするだけなんだがな。その場所はな、『呪気』を『魔力』に変換する力が土地自体に備わっているんだよ」

　へー。

「このような土地を参考に、我らの聖樹さまも、神々により造られたのだと言われている」

　聖樹さまの『呪気』を『魔力』に変換する能力は、特殊な儀式を行うことで、発動しているみたいだが、ここは、そういう儀式なんかがいらないんだろう。

「土地が勝手に『呪気』を『魔力』に変えてくれているはずなんだが、その能力が不調になっている可能性があるな」

　まじめな顔の彼女。

「『呪気』を放置すると魔物が凶暴化し、最終的に『魔王』という存在が生まれるらしい。トーマ君には世話になったし、我々も人員を派遣しよう！」

「どんどん人手が足りなくなってくなー……」

　ダークエルフの男性が遠い目をしている。

　聖樹さまと一緒に『呪気』を減らす作業などが残っているし、来るにしても数人ぐらいだろうか。

「来たら、あっちに作ったイェタの城も訪ねてくださいね」

　魔王という存在も気になるし、あとで詳しく聞いておくか。

　人類が滅びかけたという『大崩壊』の前には、たまに世界に出現したという伝説があるが、そのぐらいしか知らないから。

「あと、渡しそびれていたけど、こっちは君たちへ」

　ダークエルフたちに、ベルフォード王子が別の資料を渡した。

「情報を欲しがっていた君たちの裏切り者……ゲルグだっけ？　そいつがスカルシア家から持ち出した資料だ。黒神サクの魔道具についての資料とか、呪気についての秘文書などがなくなっている」

「サク様の魔道具についてもですか……」

「あいつは魔導フリークだったからな。魔動タンクとかも好きだった」

　巫女さまのつぶやきに、エルナーザさんが答えている。

『魔術狂い』を自称するだけあって、魔法や魔道具についてかなりのマニアだったみたいだ。サク様が人間のころに造った、魔動タンクも好きだったとか。

「当主のユモン・スカルシアが知らない間に持ち出されているものとかもあって、ちょっと詳細がわからなかったんだけど」

　王子である、彼の言葉。

「まあ、彼が失脚してくれたおかげで、スカルシア家の名前をトーマ君に使わせるよう働きかけるのは簡単だったけど……！」

　何それ。

　そう思いながら、何気なく、さっきもらった領地についての資料を見ると、そこには『トーマ・スカルシア』の名が。

　なんか、変な家名がついてる!?

「あー。秘術使いの家か。トーマ君が神器……『城』の力を使っても、あの家ならおかしくは思われないかもな」

「神器の持ち主と知ると、奪おうとする者も出てくるかもしれませんしねー」

　エルナーザさんと巫女さまは、そんな納得をしているみたいだが。

「ユモンの名前を使わせちゃってごめんね。先々代の評判は良かったから、そっちに関連する養子か傍系の血族かって感じにしたいんだけど……」

　領地も広いし、特殊な土地らしいから、何らかの権威付けが必要だったっていうのもあるのかもしれない。冒険者を貴族に取り立てることはあるが、俺は高名だったりＡ級やＳ級の冒険者だったりするわけではないし。

「かまいませんよ」

「ありがとう！　ユモンの評判は悪かったけど、そのことは民たみにはあんまり知られていないし、僕の部下がトーマ君の評判の操作をしているから安心してね！」

「……領地のカルアスで、評判の操作をしてくれているのですか」

「うん、そう！　あんまり数を用意できなかったんだけど、何人か僕の部下も送ってあるから、使ってやって！」

　それは、ありがたい。

「あとの細かい注意事項はユイ君に伝えてあるけど、隣国の人間との関かかわりには気をつけてね。根回しをしているから大丈夫だと思うんだけど……」

　……大丈夫だとは思いながらも、心のどこかでは心配をしている感じか。

「わかりました。どう気をつけたらいいかは、ユイさんに聞けば大丈夫ですかね？」

　俺の言葉にホッとした様子の彼。

「うん。そのこともユイ君に聞けば大丈夫だよ！」
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　ベルフォード王子が帰った数日後、森を移動するための霊薬などが完成した。

　これで『城』の皆を連れ、安全に森を出られるはずだ。

　ここから新しい領地へと向かうのは俺とイェタ。ドワーフの少女ジュナンに、領地の補佐役の女性ユイさん。ルマールさんやヨシュア君など、獣じゆう人じんの全員、十名ちょっと。それにブラウニーの従じゆう魔まであるウニも……。──要するに城の全員だな。

　今まで使っていた『城』には誰もいなくなるので、管理をエルナーザさんに任せることにした。そのため彼女と、彼女の従魔のブラウニーなどを、『城の住人』に設定してある。

　ちょっと不ふ思し議ぎだったのは、彼女以外の、他のダークエルフたちのほとんどが住人に設定できなかったこと。イェタによると、いい人だと『城』の住人にしやすいとのことだったが、そういう性格の人でもこの設定ができていない様子。

　エルナーザさんは「城の住人になってみたい、という意志が薄いと『住人』に設定できないんじゃないか」と推測をしていたが。

　何体か『城の住人』に設定できない従魔がいたので、そこから結論を導き出したんだろう。

「元気でな！」

　洞どう窟くつの外、ダークエルフの男性に挨あい拶さつをされる。

「聖せい樹じゆさまも、感謝と祝福の念を送っていますよ。……何かあれば帰ってきてくださいね。ここにはあなた方の居場所があるのですから」

　……ときどき城に遊びに来ていた巫み女こさまとお別れになるのも悲しいな。

「それじゃあ、用意は良いかな？」

　見送りに来ていたダークエルフたちに挨拶をしたところで、エルナーザさんから声をかけられた。彼女は、森の外までの案内役だ。

「はい、大丈夫です」

「よし、行こう！」

　こうして俺たちは移動を開始した。

　前にエルナーザさんと移動したときは、大きなトカゲに乗ったが、今回は歩き。

　時間はかかったものの、用意した霊薬などのおかげで、あんまり魔物に襲われることもなく進み、数日で、森の外までたどり着くことができた。

「助かりました」

　森から出た草原で、案内をしてくれたエルナーザさんに頭を下げる。

「いや、お礼を言いたいのはこちらだ。洞どう窟くつ竜りゆうから助けてくれた上に、シルバーサフなどの貴重な薬草をもらっている。感謝してもしきれないほどだ」

　そう言ってくれる彼女。

「従魔たちが『城』で採った薬草なんかは、『倉庫』に突っ込んでおくからな！」

「……前に言ったとおり、必要そうなものがあれば使ってかまいませんからね」

　彼女に言う。

「すまないな。シルバーサフを使わせてもらったときは、代わりの何かを入れておくよ」

　別に良いんだけど。

　こちらとしては、『城』で採れた薬草や鉱石などを『倉庫』に入れてくれるだけで、大助かりだ。

『倉庫』は共有になっているから、エルナーザさんが『倉庫』に入れてくれたアイテムを、俺たちも向こうで取り出せる。

　逆にいえば、彼女も俺たちの入れたアイテムを自由に取り出せるのだが……、そこらへんはあまり心配していない。

　一応、イェタは、誰がどのアイテムを引き出したかの記録も見ることができるみたいだけれど、それがなくともエルナーザさんなら大丈夫だろう。

　ちなみに『城レベルアップ』で、倉庫レベルを一つ上げられるようになっている。可能ならば、新しい城では、それを活用するつもりだった。

　誰がどのアイテムを引き出せるかを決めたり、いろいろなことを細かく設定できるようになっているとか。

　町の兵士などを『城の住人』にするかもしれないから……

　倉庫レベルが上がっても、獣人やジュナンは、城に設置された黒いオーブを触っていないと『倉庫』を使えない様子だったのは残念だったが。

「それじゃあ、また会おう！　トーマ君の領地の呪じゆ気きについて調べに行くかもしれないから、そのときは、新しい『城』に顔を出すよ」

「はい。そのときはおいしい食事でお迎えしますよ！」

　ジュナンや獣人たちとも別れの挨拶をし、彼女は、森の奥へと帰って行った。

「それでは、ここからの案内は私の仕事ですね」

　ユイさんは領地までの案内をしてくれるそうだ。

「よろしくお願いします」

「はい！」

　町の冒険者ギルドに寄り、サリーさんやギルド長のガルーダさんに別れの挨拶をする。王子について調べてくれたことなどのお礼も。

　遠くに行くことを、残念がられた……

　そして隣国からの逃亡奴ど隷れいである獣人たちが国の中を移動できるよう手続きをし、必要そうな物資なども購入してから、俺たちは辺境へと出発した。

　道中、魔物などに出くわしたが、獣人の希望者に『弓兵』などの戦闘職を与えていたため問題なく撃破。それなりの数に出くわしたため、けっこう良い戦闘の練習になったようだ。

　こんな感じで三十日ちょっと──

　俺たちは、目指す町まであと数日といったところまでたどり着いていた。




「……ここら辺は、ほとんど荒野のようになっていますね」

　周囲を見回す俺に、うなずくルマールさん。

「日ひ照でりのせいか、ところどころにある草木も枯れていますな」

「トーマ、見て！　地面に面白い模様があるよ！」

　イェタが指す先の土は、乾いてひび割れてしまっていた。

「本来は、スカルシア家の初代……秘術使いと呼ばれた方が別荘地としていたぐらいに、良い場所なのですが、ひどいことになっていますね」

　そのユイさんの言葉に、首をかしげるジュナン。

「……なんか、トーマさんの前の管理者は、スカルシア家じゃなかったよな？」

「ええ。三代目か四代目のころに、もっと王都に近い領地と交換してもらったとか」

　そのときに、スカルシア家の領地ではなくなり、別の貴族家の領地になったようだ。

「……今でもひどいことになっていますから、ユモン・スカルシアが領主だったら、もっと大変なことになっていたかもしれませんね」

　彼は一部でダメ貴族と言われていたような人だったらしいから、ユイさんの評価もそうなったんだろう。

　そんな会話をしながらも毎日歩き続け、数日後、目的地にたどり着いたのだが……

「あれが、トーマ様が領主となるカルアスという町ですけれど」

　とまどったように、町を指差すユイさん。

「……めちゃくちゃ、ゴブリンに攻められていますね」

　彼女に返答する。

　目の前で、カルアスの町が、百体ほどのゴブリンに攻められていた。

　ゴブリンは、すぐ増える魔物。こまめに狩らないと、こうなってしまう。

　このぐらいの数なら、町を囲む壁があれば問題ないはずだが。

「なんだか知らねーけど、守備側に元気がねーな」

　ジュナンのつぶやきの通り、人間側が、ゴブリンに押されているようにも見える。何体か、壁を登って中に入ってしまっていた。

「ヤツら、こちらに気づきましたぞ」

　武人風の老人、ルマールさんの警告。

　俺たちに気がついたゴブリンの半分ほどが、こちらに向かってくるようだ。

　俺たちは今、ちょうど小高くなった場所にいて矢を放つのにぴったりだ。

「……ここで、迎撃しましょうか」

「わかりました！　あのカミナリを落とす矢、使っていいですかね！」

『弓兵』の青年、ヨシュア君にうなずく。

　火がつくのは怖いけれど、枯れ草の数はあんまりない。

　もともと草が生えていなかったか、魔物か何かが食べてしまったんだろう。

　もし火がついても、消火のためのアイテムをジュナンに作ってもらってあった。

　半径数メートルを凍らせる、火や魔物に向かって投げつけるタイプの霊薬だから、それを使えば良い。

「ヤツらが近くまで来ましたぞ」

　ルマールさんの警告の通り、ゴブリンたちが、こちらに向かって坂道を登って来ていた。

　このシチュエーションは、ちょうど良いな。飛び道具を持った敵はいなさそうだし。

「イェタ、道中に入れてあったあれを使えないかな？」

「わかった！」

　彼女が、うなずいて俺の横に来る。

「えい！」

　かけ声とともに、『倉庫』から、ちいさな小屋ほどもある岩を出した。

　それが坂を転がって、敵に向かっていくのだが──

「少しスピードがないか」

　もっと坂が急になっているところで使うか、もっと岩を丸くする必要があるようだ。

　ただ、ゴブリンたちは慌てているので、着眼点としては悪くなさそうである。

　俺は魔力の不足で、あの大きさの岩を『倉庫』に出し入れできないから、イェタだけの必殺技だ。

　倉庫に入る量も無限ってわけじゃないから、岩の量にも限度はあるけれど。

「イェタさんに、続きますよ！」

　そんな観察をしていると、ヨシュア君が前に出る。

　三名の『弓兵』たちも一緒だ。

「撃ちますッ！」

　彼らから、ジュナンが作った魔法の矢が放たれる。

　刺さった場所や魔物に、小さなカミナリが落ちた。

「誘電する力を高めた矢だ！　一本の矢で、たくさんの敵を攻撃できるぜ！」

　向かってきた五十数体のうち、半分以上を倒した矢に、ジュナンは大威張りの様子。

「もう一発、行きます！」

　霊薬を飲み、魔力を回復させた獣人の、さらなるカミナリの矢の攻撃で、こちらに攻めて来たゴブリンたちを殲せん滅めつした。

　あとは、町を攻めているゴブリンだけ。

　半分ほどをこちらにひきつけ倒し、さらに町の兵隊たちも七、八体のゴブリンを倒している。残りは四十数体ちょっとなので大丈夫だとは思うが……

「町を助けに行きます」

　戦闘系の職業を持つ獣人の中から、二名を選ぶ。

「君たちは、イェタや非戦闘員……子どもたちの護衛を！」

「「はい！」」

「ウニも、こっちに残って魔物の不意打ちを警戒してくれ！　おかしなことがあれば、すぐ俺たちを呼んでくれよ！」

「きゅっ！」

「他の戦闘能力があるものは俺と一緒だ！　ゴブリンの殲滅を行う！」

「「はい！」」

「おーっ！」

　……イェタからも、反応があったので、そっと彼女を抱き上げ、ユイさんに渡した。

　これで、イェタが俺たちを追ってきてしまった、なんてことはなくなるはず。

「行くぞ！」

『戦いくさの角つの笛ぶえ』を戦闘員にかけると、みなで町の救助へと向かった。

　ゴブリンの中には、少し良い武器を持っていて、動きが鋭いヤツとかもいた。

　しかし、防御力を強化する『戦の角笛』のおかげで、攻撃されてもダメージはゼロ。さらに、こちらの武器の命中力や攻撃力も上がっている。

　後ろの獣人たちに向かっていくものがいれば、そちらに対応できるように気をつけながらの戦闘だったが、問題なく残りを倒すことができたんだ。




　戦闘後の町の外。

　一緒に戦った獣人たちに怪け我ががないかを確認していると声をかけられる。

「おーい、トーマさーん！　領主であることを知らせるため、これ掲げといたほうがいいだろうって！　ユイちゃんが！」












　見ると、ドワーフの少女ジュナンだ。旗を持っている。

　補佐役の文官ユイさんが持っていくように言った旗。それには紋章が描かれていた。この町か、もしくはスカルシア家の紋章だろう。

　受け取ろうとすると、近くの獣人が代わりに持ってくれた。

　しばらくすると、町の中から兵士っぽい男性が出てきた。カブトなんかに飾りがある。偉えらい人か？　ユイさんなら、飾りとかから地位を推測できるのだろうが。

「へ、兵士長をしております、ゴーグと申します！　新しい領主様でしょうか！」

　その偉い人が、そんなことを聞いてきた。

　……そういえば地位は、俺のほうが高かった。

　たくさんの兵士が見守っているから、第一印象が、ここで決まってしまいそうだ。

　しかし偉い人のような振る舞いのしかたはわからない。フレンドリーにいくか！

「そうです。新領主のトーマ……トーマ・スカルシアです」

　よろしく、といって握手をしようとすると……

「助かりもうしたッ！　スカルシア様ッ！　いえ、トーマ様！」

　ひざまずいた彼が、ガシッと、その手を握る。

「まるで子どものころに聞いた『秘術使い』様の伝説を、この目で見ているかのようなご活躍でした！」

「そ、そうですか」

　なんか、どんどん握る手の力が強くなっているのだが……

「まさか、ゴブリンごときにやられてしまうのかと絶望したときに現れたあなたの姿！　このゴーグ、一生忘れることができないでしょう！」

　お、大げさな気もするが。

「い、いえ。俺も、皆さんが助かって、ホッとしましたよ」

「トーマ様ッ！」

　なにか感涙している様子の彼。

「わたくしは、わたくしは……ッ！」

　感動で打ち震えている彼を見て、どうしようか、と思っているとユイさんがやってきた。

「あっ、トーマ様……と、兵士長もいらっしゃいますね。ちょうど良かった」

　後ろにイェタや従魔のウニ、他の獣人たちも連れている。

　彼が兵士長というのは、カブトの飾りなどから判断したのだろう。

「兵士長に、聞きたいことがあります、ちょっとよろしいでしょうか？」

　俺から彼を引ひき剝はがすユイさん。

「ゴブリンたちの中に、クワやカマを武器として持ったものがいました。けっこう錆びていましたが、あれは人が作ったものでしょう。どこかの村が襲われたのですか？」

「いえ！　今のところ報告は上がっておりません！　村の様子を見に、元気な兵の何人かを走らせておるところです。やられたのは隣国の村の可能性もありますので」

　兵士長のゴーグさんが、きびきびとユイさんに答える。

「なるほど。ちなみに戦闘のときに兵の動きがよくなかったように見えたのですが……、何かあったのですか？」

「はい、それが食料がないせいで」

　暗い表情を見せるゴーグ兵士長。どうやら飢餓状態で、うまく戦えなかったらしい。

「……備蓄が、まだじゅうぶんあると聞いていましたけれど」

「実は、先ほどのゴブリンに食料の輸送部隊を襲われたり、『保存庫』が壊れたりといくつか問題が起こりまして……」

「『保存庫』？」

　ユイさんの問いに答える、彼。

「はい、『秘術使い』様が造られたものなのですが」

　……『秘術使い』っていうと、スカルシア家の初代か。『聖せい剣けんの英雄王』と同時代の人だから年代ものだ。

「なーなー、兵士長さん、兵士長さん」

　彼をつっつく、ジュナン。ヨロイの隙間を、的確に狙ねらっている。

「それって、もしかして魔道具なのかな！　どんな風になっているか見たいんだけど！」

「スカルシア様が……トーマ様が、よろしいなら」

　つっつかれるたびに身をよじらせながら、そう答えた。

「トーマさん！」

　ジュナンは、魔道具について詳しい……

「かまわないよ」

　むしろ、こちらからお願いしたいぐらいだ。

　そう思って、うなずいたら、「ひゃっほーい！」と喜んでいた。

　俺はゴーグ兵士長を見る。

「俺たちは、食料を持ってきています。兵士や町の方に、なにか食べるものを出しましょうか？」

「それは、ありがたいのですが……、その……食料はどこに」

　……そういえば、食料は『倉庫』の中だ。

　荷物はあんまり持っていないから、兵士たちや町の者たちに行きわたるほどの食料があるようには見えない。

「ここです！」

　あわてて『倉庫』から『米こめ俵だわら』というのを一個、取り出した。

「おおっ!?」

　驚いているゴーグ兵士長。

「これは……」

「『おこめ』という名の、食材です」

　ポイントで、調理場のレベルアップというのをしたのだが、そのときに定期的に支給されるようになっていた食材だ。

　大量の水や、その他の食料と一緒に『倉庫』に入れ、全すべて持ってきた。

「い、いえ、私が不思議だったのは、こんな大きなものが、いきなり空中に現れたことでして」

　ああ、そっちか。

　イェタも、でっかい岩を出したりしていたのだが、あれは魔法か何かとでも思われているのかもしれない。

　しかも、俺のすぐ横で出していたから、あれも俺がやったと勘違いされている可能性もあった。

「えっと……、魔法みたいなもので、こういう物品の出し入れができるんです」

「そんな魔法が……！」

　感涙の目で、こちらを見てくる彼。

「トーマ様……ッ！　あなたこそ『秘術使い』様の後継者！」

　地面に、ひざまずく。

「見る目のなかった、愚かな私をお許しくださいッ！　実は、わたくしめは、スカルシア家を嫌っておったのです！　ユモンや、その先代を輩出したというたったそれだけの理由で！」

　頭を深く下げる、彼。

「私が間違っておりました！　このゴーグの忠誠を！　どうか、どうかお受け取りくださいーッ！」

　と、そんなことを言われたんだが……

　俺、スカルシアの人間じゃないし、この能力もイェタのものなんだよね。

　罪悪感があったが、『城』を神じん器ぎだと思わせにくくするため、注目をイェタに集めないためでもあった。

　自分に言い聞かせながら、忠誠を受け取ることを伝え、手を貸す。そして彼を地面から立たせたんだ。




　ゴーグ兵士長は炊き出しの準備などのために町の中に入っていった。

　そして町の外、ゴブリンの死し骸がいをイェタにポイント化してもらおうかと考える俺に、ユイさんが話しかけてきた。

「トーマ様。イェタ様にも伝えたのですが、不思議な能力を使うとき、最初の数回だけでよろしいのですが、トーマ様が使うようにしていただけませんか？」

「……『秘術使い』としてのイメージを強くするため、とかですか？」

　うなずく彼女。

「ええ。何回かやっていただければ、あとはこちらでどうにかしますので」

　評判の操作をしてくれているという話だからな。

　じゃあイェタにしかできない、死骸の『ポイント化』は後回しか。

「わかりました」

　そう答えた俺は、ゴブリンの死骸に近づき『倉庫』にしまっていく。

　魔力を回復する霊薬を一本だけ消費したが、問題なく作業を終えることができた。

　そうして皆を連れ、カルアスの町へと入った俺たちは、住民への食料の炊き出しをおこなっていた。

「ならんでくださーい！」

　ヨシュアくんが、住民が持ってきた深めのおわんに、食事をよそう。

「みんな、よろこんでくれてるねーっ！」

「きゅっ！」

　それを見ているイェタやウニも嬉しそうだ。

　配っているのは調理場のレシピブックにあった『おかゆ』という料理。

　塩と『かつおだし』というもので味をつけたもの。水を大量に使う料理だが水分補給にも良いと思って作った。

　町の住民たちは、見慣れない食べ物に最初はとまどっていたようだが、おなかが減っていたらしく問題なく食べてくれている。

　別の場所では他の獣人たちが兵士たちにも同じものを配っている。彼らにも喜ばれているようだ。

「トーマさーん！　食料用に使っていたっていう『保存庫』見てきたぜ！」

　ジュナンが帰ってきた。

『保存庫』というのは、とある建物の名前だ。

　その中に置かれた植物や動物の死骸などが、とても腐りにくくなるとか。

『秘術使い』と呼ばれた女性が作ったもので、魔法の力で動いているらしい。

「お疲れさま」

　彼女に、ねぎらいの言葉をかける。

「話を聞きたいから、ちょっと移動しようか」

　町の住民たちに、会話が聞こえないところへと向かった。

　イェタやウニも一緒だ。

　すぐ近くにあった、この町の兵士たちが使っている建物。その一室に入る。

「その魔道具の様子は、どうだった？」

　水筒を『倉庫』から出し、ジュナンに渡しながら聞く。

「なんか、あそこで使われていた魔道具は、別に壊れていなそうだったな」

　へー。

「ただ、魔道具に、周囲の魔力を吸い取ってそれを使うような仕組みが一部で使われていたから……。もしかしたら、吸い取るべき周囲の魔力が少なくなっていて問題が出ているのかも」

　彼女は言う。

「ここら辺は、もともとは魔力が多い土地だったらしいから、それを前提に作られた魔道具なのかもしれない」

　このあたりは『呪気』が発生する場所だそうだ。しかも、それを『魔力』に変換してくれる力がこの土地自体にあったのだとか。

　その『魔力』のおかげで、ここら辺の大地は肥ひ沃よくになっていたということだ。

　今は荒野のようになってしまっているから、多分、『呪気』が発生しなくなったか、『呪気』を『魔力』に変換する土地の能力に、なにか異変が起きているのだろう。

「魔力が少ないせいで、肥沃な大地は荒野みたいになり、その『保存庫』も動かなくなったのか」

「うん」

　ジュナンが、うなずく。

「それで、ちょっとやってみたいことがいくつかあるんだけど良いかな？　城の工房とか、あそこで作った道具類とかがあれば、直すつもりが壊しちゃうってこともないだろうし」

　ユイさんから事前に聞いていた情報によると、この辺境に魔道具の職人とかはいないはず。対処ができるとしたら、ジュナンだけだ。

「ゴーグ兵士長とか、他の人にも話を聞いて問題なさそうだったらね。あとで俺から聞くよ」

「おおっ！　ありがたい！」

　喜ぶ、ジュナン。

　彼女は、魔道具なんかにさわるのが大好きなようだな。

「お礼を言いたいのは俺のほうだよ。……修理するのに、城の工房とかも必要なんだよね？」

　うなずく、彼女。

「工房で作った修理道具とか検査道具があるから、どうにかなるかもしれないけど、できれば欲しいな！」

　そうか。

「じゃあ、町の人や兵たちへの炊き出しが終わったら、新しい『城』を作ろうか」

『城』を転移させたあと、あまったポイントで『城レベルアップ』をしていた。

　そのときに使えるようになった能力だ。

「やったー、『支し城じよう』ができるよっ！」

「きゅっ！」

　横で話を聞いていた、イェタが喜ぶ。

　何故かウニも一緒に喜んでいるが……

「じゃあ、兵士たちに飯を配っているヤツらへ伝えてくる！」

　ジュナンが、獣人たちの元へと走って行く。

「俺たちは、町の住民たちに炊き出しをおこなっている獣人たちに、知らせに行くか」

「うん！」

　イェタたちと一緒に外に出た。こっちの炊き出しは、ほぼ終わっていたようだな。

　ユイさんが指揮をとって、片付けをしていた。

「俺も手伝うか」

　重いものや汚れ物の処理をおこなう。

　イェタやウニは、ユイさんを手伝ったようだ。

　そして片付けも終えたころ、タイミングよく、ジュナンが戻ってきた。

「トーマさーん！　あっちの炊き出しが終わってたんで、みんな連れてきたぜ！」

　兵士たちに食事を配っていた獣人たちを連れてきてくれたみたいだ。

　でも彼女の後ろに、ぞろぞろとこの町の兵士たちがついてきているのだが……

「城を建造するための土地に行くとのことで、よくわかりませんが手伝いに参りました！」

　ゴーグ兵士長の気持ちは嬉しいのだが、イェタの能力を使って城を作るだけだから手伝いはいらない。どうしようかと困っているとユイさんから一言。

「よろしいのではないですか。『秘術使い』としての能力を見せてさし上げれば」

「トーマが『城』を作るところを、みんなに見せるよ！」

「きゅっ！」

　ユイさんのお手伝いをしていたイェタが、そんなことを言いながら、はしゃいだ様子で俺に抱きついた。

　二人で、なにかたくらんでいるのかな……？

　そう判断した俺は、体にしがみついてきたイェタを抱き上げうなずく。

「わかりました」

「それでは、町の外に初代スカルシア様……『秘術使い』の館が建っていた場所があります。そこに移動しましょうか」

　その館は、今は町の中に移されているそうだ。

　イェタの城には『石いし壁かべ』という城壁がある。広いスペースが欲しいので『城』は町の外に作ることに決めていた。

　城が外にあると町の運営は少し面倒になるが、『石壁』とかがないと作れない施設もあるから……

「では案内をお願いします」

　その言葉に「はい」と答えたユイさんが先導をする。

「町の住民もついてくるのか……」

　ジュナンが後ろを気にしている。

　兵士もたくさんいて魔物などの気配を読み取ることができるウニもいる。

　ゴーグ兵士長が兵をうまい位置に配置しているし、魔物が出ても安全だろう。

　ずいぶんと大人数での移動になってしまったが……

「ここです」

　ユイさんが指したのは、館があったとは思えない、見事に何もない土地だった。

　彼女が、俺の腕の中のイェタをちらりと見る。

　イェタがうなずき、目をつむった。

　しばらくし、パチリと目を開けた彼女が、俺にささやいた。

「ポイントを使ったから、あとは魔力を込めるだけで『城』ができるよ……」

　そんなことができたのか。

　最後の仕上げの部分、魔力を込めるところだけを俺がやるらしい。

「じゃあ、ちょっとやってみますから、下がっていてくださいね！」

　城を作るのに良さそうな場所に兵士さんとかがいたので声をかける。

　さて、どうすれば良いのかな、と思いながら集中するとなんとなくやり方がわかった。

　この土地全体に、うすく広く、魔力をしみこませれば良いのか。

　気合を込めて……

「うりゃっ！」

　ピカッと光る大地。ゴゴゴゴ、という音。

「おおっ！」という驚きの声が、住民や兵士さんから起きた。

「わーい！　『お城』が生えたーっ！」

　イェタが喜んでいる。

　地中から城がせり上がってきたのだが、土とかはついていないな。

　ピカピカのお城だ。

　イェタと最初に会ったときの廃はい墟きよのような感じではなく、石壁や投とう石せき機きなどを作ったときの、小さいが立派な感じのお城だった。

「一瞬で、こんな建物がッ！　信じられない！」

　ゴーグ兵士長にも喜んでいただけている様子。

　俺は魔力が足りて良かったと、ただそのことにホッとしていたんだ。




　町の住民たちは兵士たちに護衛させ、家へ帰した。

　新しく作った城の一室で、イェタとウニがボードゲーム……リバーシをしている。

　一進一退の激闘を繰り広げているようだな。

　その横で、俺はユイさんから資料を渡されていた。

「イェタ様から聞いてまとめました、『城の住人』になれた兵士と、なれなかった兵士のリストです。お受け取りください」

「ありがとうございます」

　お礼を言ってリストを受け取る。

　兵士たちには『城』のすぐ外で新領主……俺への忠誠を誓ってもらった。

　それだけで過半数が『城の住人』になれたようだ。

「どうやら、ゴブリンとの戦いを見て忠誠心を持ってくださった方。そういう方は、ほとんどが『城の住人』になれているようです。イェタ様によると、そういう方は住人登録も楽だったとか」

　なるほど。

　町がゴブリンの集団に襲われていたのを救ったから、それで忠誠心を持ってくれた人がいるようだ。

「でも、兵士の三分の一ぐらいは、城の住人になれていないんですね。ダークエルフたちよりはずいぶんと良い感じですが」

　彼らの場合、城の住人になれないものがほとんどだったから。

　ダークエルフのエルナーザさんは『城の住人になってみようか』という意思が薄いと、『住人』になれないんじゃないかと予想していた。

　イェタから『良い人だと住人にするのが簡単』とかの情報も聞いていたから、そっちの条件で引っかかっているのか？　獣人のほか、エルナーザさんやユイさんも割りと楽に住人にできていたが……

「……ちなみに、城の住人になれていないのはどんな方なんですかね」

「そうですね……。新しい領主に対して、まだ懐かい疑ぎ的てきな者。それと我々に熱狂していても素行不良で注意されていた者なども『城の住人』になれていないようです」

　なるほど。

「やはり、『城』にとって害になりそうな人物も、『城の住人』になれないみたいですね」

　彼女にはすでに伝えていたことだが。

「はい。『城の住人』になれなかった者については詳しく調べてみるつもりです。調べるにしても、けっこうな人数がいるので大変かもしれませんが」

　そうだろうなー。

「ただ『城の住人』になれていなくとも、兵士たちは『城』ではなく町のほうで活動していただきますから、あまり気にすることはないはずです」

　城の内部には、立ち入らないということか。

「『城』に、兵士たちの住居は移さないんですね」

「はい。ここの兵士たちは町の青年団とも協力して治安を守っています。他にも役目がありますので、こちらに引き抜いてしまうと町の運営に問題が出ますので」

　衛兵を兼かねていたりするようだ。

　問題が出るなら町のほうに残したままにしたほうが良さそうか。

『城の住人』なのに城に住んでいないというのも不思議な気はするけれど。

「文官の方で信頼できる方がいるので、その方々はこちらに移動していただきます」

「わかりました」

　と、答えた。

　本当は職人さんとかにも、城で作業して欲しいとも思っていたんだが……

　ただ、ジュナンもいるし、イェタが『城の住人』に与えられる職業に『鍛か冶じ師し』などもある。必要ならば獣人たちに作業してもらうこともできるから、こちらはあとまわしでもかまわなかった。

「あとは……人よけの結界は切っていただいたのでしたよね？」

　その質問にうなずく。

「イェタに頼んで、動作を止めてもらっています」

　そのため、人よけの結界のせいで、『城の住人』じゃない兵士たちが『城』にたどり着けない……なんてこともないはずだ。

「ただ、『城の住人』になれた兵士には、『弓兵』などの職業を与えるかもしれないので、戦闘能力に差が出る可能性はありますが」

　職業は『城の住人』にしか与えられないから。

「かしこまりました」

　俺の言葉に、彼女がうなずいた。

「あと伝えるべきこととして……イェタ様は、トーマ様の『弟子』として兵士たちに紹介しておりますので。トーマ様と同じ能力を使っていただいて、ある程度は問題ないです」

　あー、それは楽で良い。

　彼女がポイントを使い、俺が魔力を使って施設を作るとかはできるようだが、けっこう魔力を使った……

「『倉庫』の魔物も、ポイント化して良いのっ!?」

　ずっと話を聞いていたのだろう、イェタの嬉しそうな声がひびいた。

　……そういえば、カルアスの町に到着したときに倒した百体近いゴブリンは、まだ『倉庫』の中に入れたままだ。

「そうだね……。とりあえず『倉庫』に入っている魔物をポイント化して、必要な施設も作ろうか」

　その言葉に喜ぶイェタ。

「やったー！　投石機とかもいっぱい作るー！」

「きゅっ！」

　うん……。あくまでも、必要な施設が優先だからね？　兵器も、何かあったとき用に欲しいから作るけど。

　兵士たちは町に帰っているし、まだ明るいうちにすませるか。

　イェタたちを連れ、中庭へと移動した。

「出すよー！」

　俺が百体あまりのゴブリンを『倉庫』に入れたときは、かなり時間がかかったのだが──

「えいっ！」

『倉庫』にあったゴブリンの死骸全てが空中からあらわれ、ドサドサー、と山積みになる。

「ポイント化するよー！」

　はしっこの一体に触れると、百体あまりの死骸がキラキラとした光の粒子のようになり消えた。

　一瞬で終わったな……

　あの出し方は魔力が足りなくて俺にはできない。さすが城の精霊である。

「千十ポイントになったよー！　千六百五十ポイントあまってたから、今は合計で二千六百六十もポイントがあるー！」

「イェタ様は、この城を作るときにもポイントを使ったんですよね？」

「うん！　『本ほん城じよう』からここまでの距離だと千ポイント必要だった！」

　イェタとユイさんの会話。

「『支城』を作るのにかかるポイントは、この国の中なら最高でも二千ぐらいだとも書いてあったよ！」

　新しく『支城』を作れるようになったとき、そんなメッセージをもらったのだとか。

　ダークエルフの森近くだと五百ぐらいのポイントで作れたそうだから、それなりにポイントは使ったことになる。

　ただ、残っているポイントは二千六百以上だ。

　俺は、ユイさんに言う。

「まだポイントはありますから、ジュナンが使う施設などから、じゅんぐりに作っていきましょう」

　ジュナンには、町の保存庫を直してもらう必要がある。

　兵士などの食料を保存するための建物で、魔法で動いていたらしい。

「あとは生活に必要な施設や防衛用の施設なんかも……」

　ここら辺を設置するときは、獣人たちにも意見を聞こうか。

　彼らは、この領地の正式な住民となるための作業をしていた。

　書類への書き込みや、魔力を紙に通したりする作業だ。

「今、ジュナンは……？」

「彼女は、いち早く魔力紋の登録を終えていましたね。獣人の方々は、とても苦労していたようですが」

　獣人は、魔法関係は苦手だそうだから。

「町の保存庫についての資料を渡したあと、部屋からいなくなっていた記憶はあるのですけれど」

　作業でワイワイ騒いでいる部屋から、落ち着ける場所へと移動したのだろう。

　大声で呼べば出てくるかな、とか考えていると横から声が。

「きゅっ！」

「ウニちゃんが、ジュナンちゃんの場所わかるって！」

　ブラウニーの従魔であるウニには、魔物や人の気配を感じ取る力がある。

「じゃあ、案内を頼むよ」

　こうしてジュナンのいる場所へと向かったんだ。




　部屋に入ってきた俺たちに気がついたジュナンが紙の束から顔を上げる。

「おっ、なんだトーマさん。なんか、うまいもんでも持ってきてくれたのか？」

　町でおこなった炊き出しのときに交代で食事をしたばかりなのだが……

「『倉庫』に入っているのはクッキーや果物ぐらいかな」

　クッキーを、ジュナンに渡した。

「ひゃっはー！　クッキーだぜーッ！」

　バリボリと、クッキーをむさぼる彼女。

　うまそうに食うな、と思いながらイェタやウニ、ユイさんにも渡した。

「それで、そろそろジュナンが使う工房なんかを作ろうと思うんだけど」

「おう！　それは、ありがたいな！　もうそろそろ、ユイちゃんからもらった資料を読み終わりそうだったんだ！」

　ジュナンが直そうとしている『秘術使い』という女性が作った、町の保存庫についての資料のことだろう。

「それで、作る施設なんだけど──」

「まずは『調合室』だな！」

　ジュナンが即答する。

『調合室』は薬や霊薬を作成できる施設だ。

「あとは使わないかもしれないけど、『鍛冶工房』と『石工工房』が欲しい！　『魔導工房』もあると良いな！」

　魔導工房は『魔道具』などを作るための施設だ。なんかよくわからない器具がいっぱい置いてある。城レベルアップで新しく設置できるようになった。

『錬金室』という施設もあるのだが、そちらはいらないらしい。

「じゃあ、『調合室』から設置していこうか」

　なんだかんだでジュナンと工房の組み合わせは、けっこう最強だ。全部作ることになるかもしれないけれど。

「イェタ、お願いするよ」

「わかったー！　この部屋に作るよーっ！」

　イェタが元気よく返事したのだが、その後「んー？」と言って首をかしげてしまう。

「……どうしたんだ？」

「なんか『本城』からの距離があるから、施設の設置や城レベルアップ等に二倍のポイントがかかるって書いてある！　調合室だと百ポイントいる！」

　あー。五十ポイントで設置できた調合室だったが、ここだと設置に百ポイントかかるのか。これは予定外だ。計算が大幅に狂う。

「この城を、どうにかして『本城』にするとかはできないのかな？」

「今のところできないみたい！」

　そうか……

「あと、前の城で設置できた『地下鉱石採取所』と『樹木園』の文字が灰色になって設置できなくなってるよ！」

　えっ。

「なんでだ!?」

　イェタの情報にジュナンも反応している。

　武器を作るための鉱石とか木材を採るために、よく使っていたからな。

　薬になる鉱石や木、おいしい果物とかもあったのだが……

「『付近に森林資源や鉱物資源が少なすぎると、これらの施設が設置できない』って出てるよ！」

　……ここは荒野だから、森や林はない。なので森林資源は無さそうだ。

　まあ、『地下鉱石採取所』の鉱石も、『樹木園』から採取できる資源も、ダークエルフのとこの『城』から供給されている。

　エルナーザさんの従魔が、今もそれらを採取し『倉庫』にせっせと入れてくれているはずだ。

　それらの鉱石などを、こちらでも取り出せるから、問題はないはずだが……

　ただ、『城の住人』にしたのはブラウニーなど小さめの従魔が中心だった。ジュナンや獣人たちが採取するよりも、その採取スピードは遅くなってしまう。

「……木が少ないってのは、荒野を見てきたからわかるんだけど。さっきまで見ていた資料に鉱物資源についての記述があったんだけどなー」

　納得できない、という様子のジュナン。

「今から二年ほど前に、鉱山は廃はい鉱こうになってしまっていますから……そのときに、掘りつくしてしまったのかもしれませんね」

　ユイさんがジュナンに伝えた。

　鉱物が取れなくなってしまって、お金を稼げなくなってしまっていることなどは、ここに来る前に聞いていた。

　その言葉を聞いて、ガックリするジュナン。ユイさんは、気まずくなったのか解決策を提案しようとイェタに聞くが。

「……ダークエルフの森にある『施設』というのを、ここに移動するというのは無理なんでしょうか？」

　ユイさんの問いに、うなずくイェタ。

「他の城から、別の城への施設の移動は無理みたい！　ちなみに一度作った施設は撤去できるけど、それをしてもポイントが増えたりはしないよ！」

　その回答を聞いて、さらにガックリしたジュナン。「私のオリハルコンが……」とかつぶやいていたぞ。

　作れない施設があるのは痛い。俺も設置したい施設があったのだが。

　そこに、イェタの明るい声が響く。

「あっ、でも、ここだと『城下町管理室』っていうのが設置できるみたいよ！」

　へー。

「……それは、どんな施設なのかな？」

「次の城レベルで作れる『管理室』の機能限定版だって！　設置に五十ポイントの二倍、百ポイントかかる！」

　もともとは五十ポイントみたいだが、ここだと本城から離れているため百ポイント必要らしい。

『管理室』も前の城で作って試していた。

「管理室は、『支配下にある外部の施設などがありません』って出て、何もできなかった施設のことだよね？」

「うん！　それ！　『重要』ってマークもついていた！　『城下町管理室』は、近くに支配下に置いた村なんかがあると、城下村とかに指定できるみたいよ！」

『城下町管理室』だけど、村も管理できるのか。

「次の城レベルで、『城下町管理室』を『管理室』にバージョンアップできるってある！　差分の二百五十ポイント、ここだと五百ポイントを使えば良いって！」

『管理室』は本城では三百ポイントの施設だった。

『城下町管理室』を作ってから『管理室』にするのも、いきなり『管理室』を作るのもポイントの消費は変わらない様子。

「『城下町』の指定は『城レベルアップ』をしてからでも良さそうだけど……」

「今日は、城レベルアップできないみたい！」

　そうなの？

「『城』を作った日や、『城レベルアップ』をした日は、次の『城レベルアップ』ができないって書いてある！」

　ということは『魔導工房』も作れないのか。

　あれも、もう一つ城のレベルアップをしないと作れない施設だ。

　そんなことを考えていたら、ジュナンが俺の体をユサユサとゆすってきた。

「なーなー、トーマさん！　とりあえず、その『城下町管理室』っての作ってみようぜ！」

『城下町管理室』に興味津々って顔。

『地下鉱石採取所』が作れないことへのショックからは立ち直ったようだ。

　彼女が向こうの城でよく使っていた『鍛冶工房』なども作る予定だったんだが、後回しでも良さそうか。

「じゃあ、カルアスの町を『城下町』にしてみるか」

　イェタに頼む。

「施設の設置をお願いできるかな？」

「うん！　この部屋に作るよー！」

　彼女が手を挙げると、ピカッと周囲が光る。

「できたー！」

　元気な声をあげる、イェタ。

「なんか、『城下町』の指定にもポイントが必要みたいだけど、『城下町管理室』の場合は一つだけ『城下町』をタダで指定できるってあった！　カルアスの町を『城下町』にしといたよ！」

『城下町』の指定にポイントを払わなくて良いぶん、こちらのほうがおトクだったらしい。

「……書類みたいなのが置いてある棚とかがあるな」

「町のほうに置いてある『戸籍』のコピーとかが、そこにあるって！」

　部屋にどこからか現れた棚。その中の紙をあさっているジュナンに、そう言うイェタ。

「……町の地図もありますね」

　ユイさんの言うとおり、地図もあった。

　ザックリと町全体を俯瞰できるようなものから、かなり詳細なものまで豊富な種類がある。

「あと『城下町』のほうに兵器や一部の施設を設置できたり、バリアを張ったりできるようになったよー！」

　おおっ。

「設置できる兵器や施設っていうのは……」

「兵器は、『魔動投石機』や『魔動大型連れん弩ど』なんか！　この『支城』にあるあまっている兵器を向こうに移したり、その逆もできるって！」

　なるほど。まだ、そこらへんの兵器は一個も作っていないから関係ないが。

「設置できる施設は、『宿舎』や『兵舎』だよ！　これらは『城下町』にも、ここにも複数設置できるって！」

「ああ。そこらへんの施設は、町にいくつかあると良いかもな」

　あの建物にも、水が無限に出る『蛇口』という魔道具がある。

　水不足の町では、とても役に立ってくれそうだ。

「あと、城に『石壁』を作れば、新しい能力も開放されるって！　戦闘のときとか、『城下町』をバリアで包めるようになるんだって！」

　洞窟竜の突撃を止めたバリアか。

　あれと同じ強度かはわからないが強そうだ。

「他にも『繁はん栄えい値ち』っていうのも見れるようになったよーっ！　町の住民の忠誠や幸福度、町の繁栄具合とかで数字が上がったり下がったりするの！」

「……それは、数値が増えると新しい施設が設置できるようになったりするんでしょうか？」

　ユイさんに、元気よく回答する彼女。

「わかんない！」

　わかんないのか……

「でも、数字あがってくの見るの楽しい！」

　……まあ、仮に何もなかったとしても、イェタが楽しいなら、それで良いんじゃないかなって思ったよ。




　そんな風に『城下町管理室』の設置を終え、ジュナンのための『調合室』や『鍛冶工房』などを作ったところ、向こうからヨシュア君やルマールさんなどの獣人たちがやってくるのが見えた。

「ううっ、トーマさーん。疲れましたー」

　重そうな足取りで城の通路を歩いているヨシュア君。

「我ら獣人は、どうも、あの魔力の登録というのが苦手ですな……」

　となりのルマールさんも珍しく疲れた様子だ。

「お疲れ様です」

　彼らをねぎらう。

　領民としての書類記入や魔力紋を登録する作業などが終わったのだろう。

　これで彼らは、ここの領地の正式な領民となった。

「トーマさんは、何してるんですか？」

「施設の設置ですね」

　ヨシュア君に答える。

「ポイントは足りますかな？」

　ルマールさんに首を振る。

「ギリギリ、といったところです」

　もしかしたら足りないかもしれない。

　施設の設置に、ポイントが二倍かかるのが予定外だった。

　あれさえなければ余裕だったのだが。

「……城には仮眠室などありますし、『宿舎』と『兵舎』は当分の間は、いらないかもしれませんな」

　ルマールさんは、そう言うが、彼らは戦闘員でもある。町の人々などを守る役目だ。

　いざというときのため、ちゃんとした、ゆっくりと眠れる場所を用意したい。

「『宿舎』と『兵舎』は片方作るつもりです。……ちなみに、作るとしたらどちらが良いですかね？」

「『宿舎』のほうでも良いんですけど、『兵舎』には戦闘訓練用の道具なんかがそろっているんですよねー」

　俺の質問に答えるヨシュア君。

　最初会ったときは戦闘を怖がっていたが、いつの間にかそれを克服した様子。

「魔物との戦闘で皆も自信をつけたようですし『兵舎』があると良いかもしれませんな」

「向こうの『城』でも『兵舎』使ってましたしねー」

　ルマールさんとヨシュア君の意見が一致したようだ。

「それでは、『兵舎』を作りましょうか」

　他の獣人たちも、うなずいている。異論はないようだ。

「『調理場』もお願いするぜ！　腹減ったらなんか作って食うから」

　ジュナンの要求。

　ポイントは多分、足りるか……。仮にポイントが足りなくなっても魔物を狩れば良いだけだしな。

「わかった、『調理場』も作ろう」

　と、うなずいた。

『調理場』を作ると調味料なんかをもらえるし、この施設にも『蛇口』という水を供給できる魔道具がある。

　さらに『調理場』のレベルというのを二にすれば、『おこめ』という名の食材などを定期的に獲得できるようになった。そういう食材は町の住民の食料として供給できる。レベル二の『調理場』はどうしても欲しかった。

　俺は、皆を見る。

「では、今作れる施設を設置して行きましょうか。『調理場』と、そのレベルアップ。『倉庫』に『兵舎』に『石壁』、それと──」

　イェタが、すごくキラキラした目で俺を見ている。

「魔物対策に、『魔動投石機』や『魔動大型連弩』も作っておこうか」

　大きな魔物もいるから、そういうのが町を襲ったら、こういう兵器に頼ることになる。

『城』には魔物よけの結界はあるが、町にはそういうのはないようだから。

「やったー！」

　嬉しがるイェタ。

　この『支城』から『城下町』への兵器の移動も、イェタがいればできるそうだ。

　一つ作っておけば、それなりに便利なはずだった。

「施設、作るよー！」

　ててててーと走っていくイェタに続き、それらの施設を作っていった。

　今日は『城下町管理室』やジュナンの作業に必要な『調合室』『鍛冶工房』『石工工房』も作っている。それらを合計するとちょうど千ポイントの消費で……

「残りのポイントは、千六百六十ポイントだよー！」

　余裕はありそうに思えるのだが、『布革工房』や『木工工房』『薬草園』も作っていない。『城レベルアップ』もポイントを消費し、その後、設置できるようになる『管理室』や、ジュナンが欲しがっている『魔導工房』もけっこうポイントを使った。

「必要な施設を作っていくと、ちょっとポイントが危ないんだよなー……」

『謁えつ見けん室しつ』や『宝物庫』など、当面は作らない予定の施設もあるのだけれど。

「……我々が、明日、魔物を狩りに行きますから大丈夫でしょう」

「兵たちにも行かせましょう。もともと、その約束をトーマ様としていたはずです」

　ルマールさんやユイさんの言葉。

「すみません」

　と、彼らにお願いをした。

　そして翌朝──

「なんか、『城レベルアップ』無理そう！　ポイントはじゅうぶんあるから、達成していない条件がある感じだよ！」

　調理場で食事を取っていると、そんなことをイェタに言われた。

　前の城でもポイントはいっぱいあったのに、何故か『城レベルアップ』できなかったからな……

「……前のときは、『布革工房』か何かを作ったら大丈夫になったんだっけ？」

「うん！　『石工工房』作って、最後に『布革工房』を作ったら『城レベルアップ』ができるようになったよ！」

　そうか。

「じゃあ、これを食べたら、まだ作っていない工房……『布革工房』と『木工工房』を作ってみようか」

　それでもダメなら『薬草園』の設置とかだな。

　薬草は、本城で収穫したものを向こうのブラウニーたちなどが『倉庫』に入れてくれているため後回しにしていた。

「工房の設置だね！　わかった！」

　うなずいた彼女と食事を終えると、ジュナンの工房などがまとまっている城の一角へと向かった。

「作るよー！　えいっ！」

　二つの部屋がピカッと光る。残り二つの工房ができた。

「なんか、『城レベルアップ』できるようになったー！」

　おおっ。

　工房系の施設をすべて設置すると『城レベルアップ』ができるようになるとか、そんな条件だったのだろうか。

「百二十ポイントの二倍、二百四十ポイントで、今の城レベル『一』を『二』にできるよーっ！」

　城レベルアップでも、やはり二倍のポイントがかかるらしい。

　今の小さな城のレベルが『一』ってことは、俺が最初にイェタと会ったときの、廃墟っぽい城のレベルは『ゼロ』ってことになるのだろうか。

「『城レベルアップ』するー？」

「……それやると、城の外観や部屋の配置とかが変わったよね？　城の中に人がいても大丈夫なのかな？」

「だいじょうぶだよーっ！　みんな、驚くかもしれないけど！」

　そうだろうな。

「ビックリさせたくないし、『城レベルアップ』することを、みんなに伝えに行こうか」

「わかったーっ！」

　中に人がいても大丈夫だということだが、事前に伝えることにしたんだ。




　皆と城の外に出た。建物からできるだけ離れる。

「じゃあ、『城レベルアップ』するよー！」

　イェタの言葉とともに、ピカリと光り輝いた城。

　ゴゴゴゴ、と音を立てて建物が膨らんだ。

「おっきくなったーっ！」

　小さいがりっぱな城から、キレイでりっぱな城にランクアップした。

「『城壁』とか『魔動速射型連弩』も作れるようになったよーっ！」

　どちらも、この『城レベルアップ』で作れるようになる新しい施設の名だ。

　──前の『城』で試しに作ったことがあり、ある程度はわかる。

『魔動速射型連弩』は、今までの『魔動大型連弩』よりも矢は小さいが、代わりに矢の連射速度が高くなった兵器。大型連弩は、一秒に三発半の矢を放つが、速射型連弩のほうは、一秒に十二発の矢を放つことができるとか。

「それも『魔導工房』とか必要な施設を設置したら作ろうか」

　彼女に伝える。

「ちなみに作れるようになった新しい施設というのは、他にどんなのがあるんでしょう？」

　ユイさんの質問にイェタが答える。

「百ポイントで『倉庫』のレベルを二にできるようになったよ！　あと『錬金室』が三百ポイントで設置できる！　『魔導工房』は五百ポイントで作れるって！」

　どれも二倍のポイントがかかっている。『魔導工房』は、『本城』では二百五十ポイントで作れた。

「あと、五百ポイントの消費で、今ある『城下町管理室』を『管理室』にバージョンアップできるよ！」

『管理室』は『重要』というマークがあった施設だそうだから、できるだけ作っておきたい。

「お城のお外に設置する施設もある！」

　イェタが言う。

「五十ポイントで『水源』という施設が作れる！　百ポイントで『大浴場』という施設が作れるみたい！　『大浴場』は町の中にも作れるって！」

「お風ふ呂ろですか」

　ユイさんが反応している。

「うん！　『大浴場』はお風呂だよ！　設置するときに、露天型か建物型を選べる！　どちらか一つを作ることで、城内の大浴場もパワーアップする！　お湯が、傷や疲れを癒す不思議なお湯になるって！」

「すごい……。それに露天型ですか。サク様の伝説にあった、露天風呂というものでしょうか。開放感があって良さそうですね！」

　……女性だと、建物型を選んだほうが良さそうだが。

『風呂屋』と看板がついた、大きな家ができるほうだ。

　あっちなら、のぞかれる恐れがない。

「『大浴場』つくるー？」

「あっ、いや、できれば『水源』を」

　あわててイェタに言う。

「……『水源』というのは、どういう施設なんでしょう？」

　ユイさんの、俺への問いかけ。それに答えたのはイェタだ。

「城外に流れ出していく、永遠に尽きない水の源！　癒いやしの空間を演出するって書いてあるよ！　特殊な効果とかは特に無いって！」

「……！　もしかして、小川みたいなのを作れるんですか？　日照りが続いている、この土地に！」

「ええ。川も干上がっているらしいですし、今の状況には最適な施設かと」

　ユイさんに説明をする。

　こいつを使えば、簡単に、農地などに水を供給できるはずだ。

　水が延々と出続ける『蛇口』という魔道具もあるが、あれよりも水量が圧倒的だった。

「正直、『水源』が、ちゃんと作れたようでホッとしました」

『地下鉱石採取所』と『樹木園』は、『本城』と違って設置できなかった。

　もしかしたら、こいつも設置できないんじゃないかと心配していたのだ。

　水が無かったり少なかったりしても作れる施設なのか、もしくは魔物がいて井戸が掘れないところに地下水でもあるのか可能性はいろいろあるが。

「『水源』のほう、つくるの？」

「作りましょう！」

　ユイさんも、設置に積極的な様子。

「うん。じゃあ、あのあたりに頼むよ」

「わかったー！　えい！」

　広場の一角が光る。

　そこに直径五メートルほどの泉のようなものができた。

　周囲には草や数本の木が生えている。涼しげだ。

「あれは……川ですか？」

　ユイさんのつぶやきの通り、泉からは、『城』の外に向かって流れ出る小川のようなものができていた。

『石壁』の下をくぐって、外にまでつながっている様子。

「なんか、城の中の小川の上には、橋を一万個まで設置できるんだって！　小川が邪魔だったら、地下を流して、城の外に水を排出することもできるって書いてあるよ！」

　……橋の数は一万個もいらないと思うけど。むしろ、そんなに橋を設置できるスペースがない。『石壁』の外を流れている小川には、橋は設置できないようだし……

「どうやら、石壁の下を小川がくぐっているみたいですね……。あの小川の中を通って、人間が侵入できそうですけど大丈夫なんでしょうか？」

　ユイさんの心配に答えたのはイェタだ。

「魔法金属の柵と網あみが何枚かあるから大丈夫だよ！　見えないバリアも張ってある！」

「あの水は町の近くを流れる川に流れ込んでいるのかな？」

　その川に水はなかったが……

「うん！　なんか三本ぐらい川があるみたいだけど、一番近くの町につながる川にまで小川……水路が通じてるんだって！　他の二本にも水を供給できるみたいだけど……」

「三本のうちの一本は、農地につながる川ですね。地図を渡しますので、その川に水が流れ込んでいるか確認していただけますか？」

　ユイさんの言葉に「うん！」とイェタがうなずいた。

　全部の川に『水源』からの水をつなげても良いんだが、あんまり分岐しすぎると、水が少なくなってしまうだろうか。

　そんなことを考えていると、遠くから男性の驚く声が聞こえてきた。

「ややっ、これは!?」

　ゴーグ兵士長だな。

　周囲には兵士たちがいて、数台の荷車を引いている。

「一晩で壁のようなものができて……、そして、城がずいぶんと大きくなっています」

　ゴーグ兵士長の横の兵士が言う。

「どこからか水の音と香りが……」

「おいっ、あれ川じゃないか!?」

「川だ！」「なんで、ここに!?」

　日照りが続いて大地が乾ききっている今、少し太い小川ぐらいとはいえ、水が流れていることに驚いている様子。

　すでに石壁の内側まで来ていた彼らの元へ俺は歩み寄った。

「秘術使い様だ」

「城も川も、秘術使い様の力で作られたのか……！」

　次々に、兵士たちがひざまずく。

　イェタの能力なのだが、言うつもりはないから……

「その荷車は？」

　ゴーグ兵士長へと問いかける。

「昨日倒しました、町の中へと侵入していたゴブリン。それと、朝、町の周辺にいたゴブリンたちです。ユイ殿から死骸が必要なような話を聞いておりましたので持ってまいりました！」

　昨日、カルアスにたどり着いたとき、町を襲っていた百体あまりのゴブリンたち。

　その中で町の中へと侵入していたヤツらがいた。その死骸などを持ってきてくれたみたいだ。

「わーいっ！　あれ『倉庫』にしまって良い？」

　けっこう状態の悪い死骸もあるが、イェタは気にしていない様子。

　彼女に聞かれた俺は、ユイさんを見る。

「……秘術使いのお弟子さまですからね。かまいませんよ」

「やったー！」

　許可をもらったイェタが、たたたーっと死骸に駆け寄り、ポンポンッと触って『倉庫』に入れていく。

「弟子のイェタが、死骸を『倉庫』にしまったよー！」

　胸を張りながらの、そんなアピール。

「おおっ！」「スゴい！」

「ちっちゃいのに……」

「イェタちゃん、かわいいなー」

　兵士たちの、癒しになったようだ。




『水源』という施設を設置し終わったあとの城の外。

　兵士たちが持ってきてくれた魔物の死骸を『倉庫』にしまう。

「トーマ様は、まだ、ああいう魔物の死骸をご所しよ望もうですかな？」

　そんな俺に、ゴーグ兵士長が、もっと魔物の死骸が欲しいかと聞いてきた。

「ええ。魔石がついた魔物の死骸を集めていますから」

　と、うなずく。

「そうですか！　では手の空いた兵たちを連れ、私たちで死骸を集めてきましょう！」

　おおっ、それはありがたいな。

　その会話に、武人風の老人、ルマールさんも混ざる。

「私たち獣人も同行して良いですかな？　このあたりに出没する魔物の特徴を教えていただきたいのです」

「もちろん、かまいませんぞ！」

　ゴーグ兵士長が、うなずいた。

　……獣人たちも魔物狩りに行ってくれるのか。必要そうなものを『倉庫』から出さないと。

「装備やアイテムを、今、出しますね」

　ルマールさんに伝え、彼らにそれを渡していく。

「それと、あまっている霊薬などがありますから、それをゴーグ兵士長に渡しましょう。兵士たちと分けてください」

「感謝いたしますぞ！」

　彼らにもアイテムなどを渡した。

「あっ、あと、あの小川が村の人とかの、町への移動の邪魔になっていないかなども調べてくれるとありがたいんですが」

　施設『水源』から延びている小川を指す。

「わかりもうした！」

　うなずいたゴーグ兵士長。

　さらに俺はルマールさんに聞く。

「ウニがいると狩りも安全になりそうですけれど……、連れて行きますか？」

　ブラウニーの従魔である彼女は、近くの魔物のいる場所とかがわかる。

「ウニ殿がいなくとも問題はないでしょう。足あとから魔物を見つけるのは得意ですし、町の近くの魔物狩りは兵士の仕事の一つだそうですからな」

　魔物はルマールさんが簡単に見つけられる。

　さらに、ここら辺の魔物に慣れているゴーグ兵士長や、その他の兵士たちがいる。

　たしかに、そんなに心配しなくとも平気そうだが。

「トーマ殿も他の兵士と魔物狩りに行くかもしれません。そのときのため、ウニ殿は、おそばに置いておいたほうが良いでしょう」

　……たしかに、時間があれば魔物狩りには行くつもりだった。

　その時間があるかどうかはわからないが。

「わかりました。ではウニは俺たちの近くにいてもらいましょう。ルマールさんも気をつけてください」

　その言葉に彼が「無論です」とうなずいたのだ。

　こうして彼らは魔物狩りへと出発。ルマールさんのお孫さんとか、獣人の子どもが見送っている。数名の獣人は、留守番として城に残るみたいだ。

「じゃあ、俺たちは残りの施設──『魔導工房』と『管理室』を作っちゃおうか」

「おう！　ダークエルフんとこで使い道がなかった『管理室』が、どんな感じになるのか楽しみだぜ！」

　そんなジュナンの言葉。

　もう一個の『魔導工房』は、町にある魔法の設備……保存庫の修理のために彼女が使う施設なのだが。

　そっちよりも、今までずっと機能がわからなかった『管理室』に興味が移っているようだ。

「『城下町管理室』を『管理室』にバージョンアップするー？」

「面白い機能があるかもしれないし『管理室』から作ってみようぜーっ！」

　ジュナンに、せっつかれる。

　……確実に使うことがわかっている『魔導工房』から作りたいんだけど。まあ、最終的には両方作ることになるんだから、どっちからやっていっても変わりないか。

「わかったよ。それじゃあ『管理室』へのバージョンアップからやっていこうか」

「わかったーっ！」

「楽しみだな！」

　そんなイェタやジュナン。それとユイさんやウニと一緒に歩き、『城下町管理室』を設置した部屋へと入った。

「えいっ！」

　イェタの気合で、ピカッと部屋が光った。

「見た目はあまり変わっていないように思えますね」

　ユイさんの疑問に答えるイェタ。

「新しい機能が追加されたみたいだよ！　近くにある鉱山を『城下鉱山』に指定できるようになった！　この『支城』だと四百ポイント必要！」

　四百ポイントで近くの鉱山を『城下鉱山』というのに指定できるとか。

『本城』だと二百ポイントの消費で済むものが、この『支城』だと二倍のポイント──四百ポイントを使わないといけないようになっているのかな。

「さらにポイントを使えば廃鉱を復活させたりもできるみたいだよ！」

　おー、すごい。

「ちなみに、ポイントは、いくらぐらい残っているんだっけ？」

「六百七十だよ！　あと『倉庫』に入れた魔物の死骸がある！」

　兵士たちが持ってきてくれたものだな。

「『倉庫』にあるゴブリンの死骸は二十体だから……それをポイント化すれば八百七十ポイントぐらいになるか」

　……そこから四百ポイントを使ってしまうと残りは四百七十だ。

『城下鉱山』の指定をすると『魔導工房』が作れなくなってしまう。あの施設の作成には五百ポイントが必要だから。

「トーマさん！　『城下鉱山』の指定をしようぜ！」

　迷う俺に、ジュナンが言う。

「……良いのか？」

　ジュナンが必要とする施設なのだが。

「ああっ！　ちょっと希少鉱石が足りなくて……。魔法の矢を作る希少鉱石とかはあるんだけど、保存庫を修理するときに使うかもしれないリュカ鉱石が少ないんだ」

　そうなのか。

「だから、『魔導工房』の前に、私の鉱山を復活させてくれると嬉しい！」

　そんなことも言っていたが……

「……その鉱山は、町の人とか、この領地の人のための鉱山だからね？」

　わかってると思うけど、一応つっこんどいた。

　この領地の鉱山では、もともと魔法の儀式や魔法の道具作成に使うような珍しい鉱物が採れていたとか聞いていた。それがリュカ鉱石なんだろうか。

　ジュナンにとっては近くにあると嬉しい鉱山だろうな。彼女は魔道具を練習代わりに大量に作っているから、鉱石の消費量も多いし……

「さあ、イェタちゃん！　早く鉱山を！　私の希少鉱石を！」

　ジュナンにせっつかれているイェタが、良いの？　という風に俺を見てきた。

「うん……迷うけど、領地の収入にもなりそうだし良いんじゃないかな」

「わかったー！　えいっ！」

　気合を入れるイェタ。

「『城下鉱山』の指定に成功したよーっ！　鉱山の復活にも四百ポイント必要みたい！　ポイントが足りないよー！　魔物の死骸をポイント化して、鉱山復活させるー？」

「お願いするよ」

「うん！」

　廊下に行きゴブリンの死骸を出したイェタが、それをポイント化した。

「今あるポイントは四百七十だよーっ！　鉱山の復活するー？」

　その質問に「頼むよ」とうなずいた。

「大復活だよー！」

　イェタが、空中に手をさまよわせるが……

「……おう？」

　何か、変な声を出しているな。

「どうしたんだ？」

「坑道の中に生物がいるみたい！　坑道を埋めるとき、どこかの出口に排出しなきゃならないみたい！　どの出口に排出する？」

　……人間がいるのかな？

　そう思っているとユイさんが質問する。

「何がいるんですか？」

「ゴブリン四十数体の群れなど！　人や従魔などはいないとも書かれているよ！」

「『群れなど』ですか……」

　他の魔物もいるかもしれないのか。

「……それは、出口に排出しないで岩の中に埋めちまって良いんじゃないか？」

　ジュナンが聞いている。

「なんか、傷つけずに出口に転送するような設定しかないよ！」

　そんな応答をイェタからもらっていた。

　……多分、カルアスの町を襲ったゴブリンの仲間か、もしくは別のゴブリンの群れかな。

　ポイントになるし、増える前に倒してしまったほうが良い。

「獣人と兵士たちを連れて駆除に行ってきます」

「すみません……魔物などは坑道の中に入り込みにくくなっているはずなのですが」

　ユイさんに謝られてしまったが、むしろこういう任務のほうが冒険者の俺にとっては楽だ。

　俺は、イェタに聞く。

「向こうについたら合図を送るから、それにあわせて鉱山を復活させてくれるかな？　坑道の入り口のところにゴブリンたちを転送してくれれば、簡単に殲滅ができる」

　獣人たちに戦闘能力を強化する『戦の角笛』をかければ、ゴブリンの攻撃がこちらには一切通じなくなる。

　他の魔物もいるかもしれないが、ここら辺の魔物なら対処できるはずだ。

「わかったー！」

「合図はウニにテレパシーで送ってもらうからね」

　従魔のウニ……彼女は、テレパシーっぽいもので元主人のエルナーザさんに思いを伝えることができた。

　イェタも、このテレパシーを受信できる。

　距離が離れすぎていると、このテレパシーが届かない可能性はあるが……

　テレパシーが届かない範囲だったときは、『倉庫』を使って、手紙か何かをイェタに送ることになる。

　それについても後で相談しよう。

「あと、ルマールさんたちにも戦闘に参加して欲しいんだけど、魔物狩りに行ってたな」

『水源』から延びている小川をたどっているはずだが。

「きゅっ！」

「ルマールさんたち、まだ近くにいるみたいだよ！」

　ウニは、近くの魔物や人間などがどこにいるかわかる。

　ルマールさんたち獣人は、まだ、そんなに遠くには行ってなかったようだ。

「じゃあ彼らと合流して、必要そうなら町の兵士たちも連れて、ゴブリン退治だな」

「きゅっ！」

　イェタにテレパシーを送る役目のウニも、やる気のようだった。




　ルマールさん率いる城の獣人たちや、ゴーグ兵士長率いる町の兵士たちと合流。

　町からも兵士を加え、総勢三十数名。ゴブリン退治にやってきた。

　カルアスの町の近くの廃鉱……そこにゴブリンの群れがいるのだとか。

「トーマ様、ここが廃鉱の入り口です！　いくつかありますが、その中の一番大きなところです！」

　ゴーグ兵士長が指す廃鉱の入り口。石などで補強されている。

「……ここまで来ても、ゴブリンが通った跡が見つかりません。この入り口は使っていないのかもしれませんな」

　足あとを見つけるのが得意な武人風の獣人、ルマールさんの言葉。

　出入り口はいくつかあるということだから、他の場所から出入りしているのだろう。

「きゅっ！　きゅっ！」

　ブラウニーの従魔ウニも負けじと情報をくれる。

　──イェタがいないので、何を言っているかはわからないが……

　ゴブリンの気配が感じられるとか、坑道の奥にいるみたいで感じられないとか、そんなことを伝えてくれているのだろう。

　ありがとう、という思いを込めて頭をなでた。

「きゅっ！」

　ご満悦な様子。

　皆に、イェタから聞いていた情報を伝える。

「ゴブリンは四十数体ほどの群れらしいです。他の魔物もいるかもしれませんが……」

「『秘術使い』であるトーマ様がいれば大丈夫でしょう！」

　ゴーグ兵士長は信頼しきっている様子だが、後ろの兵士たちは少し心配しているみたいだ。

「『城の住人』には『戦の角笛』という、防御力などを上げる魔法を使います。かなり強い魔法で、たいていの魔物ならこちらが傷つくことはありません。安心して戦ってください」

　次に、ゴーグ兵士長を見る。

「『戦の角笛』は『城の住人』以外には使えません。兵士の方を『城の住人』と、そうでない方に分けてくださいますか？」

「了解いたしましたぞ！　『城の住人』の兵士を前線に立たせましょう！」

　そして彼らが戦闘の用意をする間『倉庫』から追加の武器を取り出した。

　刺さったところに小さなカミナリを落とす矢。

　ビンが割れた近く、半径数メートルを凍らせる効果のある霊薬。

　後者は枯れ草や枯れ木などに火がついたとき、消火するためのものだ。

　この土地は日照りが続いていて、茶色くなった草や木などがある。火がついたら面倒だ。

　戦闘後に回収する必要があるが、領主の許可があれば使える魔物用の毒もあるので、こちらも出す。

　あまり強くないものだが。

　毒は、ゴーグ兵士長にも渡して兵士たちにも配ってもらう。

「用意ができました！」

　魔法の矢や霊薬を配っていたら、ゴーグ兵士長から声がかけられる。

　ちょうど良い。最後のアイテムを、獣人に渡したところだったから。

「それじゃあ、ウニ。イェタに、ゴブリンたちをあの坑道の入り口に転送するようテレパシーで頼んでくれ！」

「きゅっ！」












　彼女が祈いのるようなポーズをして、しばらくの後──

「おおっ、入り口が岩で埋まりましたな！」

　ゴーグ兵士長の声。

　下から岩がむくむくと伸びてきて入り口にフタをした。

　多分、中もあんな感じで坑道が埋まっていってるんだろう。

「きゅっ！」

　そしてウニが俺たちに何かを知らせたときだった。

「来ましたぞっ！」

　ルマールさんの叫び声。

　ポン、と音を立ててゴブリン四十数体が転送されてきた。

　馬ほどもあるトカゲの魔物五体や、それに鹿の魔物なども一緒だが……

「あれは暴れ大岩グマです！」

　なんか一体、小屋ほどもある大きさの魔物がいるな。

　あの大きさだと、坑道の入り口は通り抜けられなそうだが。

　地面が崩れたりとかで、どこかに新しい出入り口でもできていたのか。

　その穴も今では埋まっているだろうけれど……

　体全体が岩で覆われていて、その岩がところどころ光っているようにも見える。

　ゴーグ兵士長によると『暴れ大岩グマ』という名の魔物だとか。

　どんな魔物なのか詳しく聞きたくはあるが、それより優先すべきことがある。

　俺は弓を構えていた獣人に声を上げる。

「矢を放ってくれ！」

　その言葉とともに、いっせいに矢が放たれた。

　普通の矢も混じっているが、半分以上は刺さったところに小さなカミナリを落とす矢だ。

「おおっ、ほとんどの魔物が倒れましたな」

　ゴーグ兵士長はそう言うものの、倒したのはゴブリンや鹿しかの魔物など。

　暴れ大岩グマやでっかいトカゲの魔物は生きて……、──あっ、いや、トカゲの魔物たちも死んだ。

　暴れ大岩グマが手をブンブンと振り回し、近くにいたトカゲどもを攻撃。頭がつぶれたり、体が両断されたりしている。

　近くに、見知らぬ魔物がいるのがいやだったんだろう。

　これで残りは、あの暴れ大岩グマだけ。

「こいつは、どうだ！」

『弓兵』のヨシュア君が「パワー・ショット！」と叫んで放った矢だが、これもあまり効きいていない様子。

　普通の岩なら、つらぬけるぐらいの力があるんだが。

「……あの暴れ大岩グマ、体表の岩が光っていますな」

　ルマールさんの言葉。

　そのせいで、あの魔物の防御力が上がっているんだろうかと思っていると、ゴーグ兵士長が情報をくれる。

「あの鉱山で採れる、リュカ鉱石が混じっているのでしょう」

　リュカ鉱石……。聞き覚えがある。

「……ジュナンが足りないって言っていた希少鉱石だな」

　ここの鉱山で採れる鉱石だったらしい。

「ほほう。それはトーマ殿に必要な鉱石なのですかな？」

　俺のつぶやきに反応したのはルマールさん。

「えっ……そうですけど」

　俺が領主としてやってきた町、その町の保存庫という設備を直すために必要だ。

「そうなのですか！」

　彼がうなずく。

「わかりました！　では、逃がさぬよう、確実に仕留めてきましょう！」

　えっ……

「ものどもーっ！　あれは、トーマ殿が必要とする素材を持つ魔物らしい！　あの魔物を絶対、逃がすなー！」

「「おおっ！」」と応こたえる獣人たち。

「あっ、ちょ──」

「突撃だーっ！」

　止める間もなく、獣人たちが暴れ大岩グマに走って行った。

　霊薬を投げる一人の獣人。霊薬の入ったビンが割れた場所、半径数メートルを凍らせるものだ。

　少し狙いがずれたようで、魔物の腰から下、後ろ足の部分だけが凍る。

　動きが止まった魔物に、獣人たちは接近戦を挑もうとしているようだが、大トカゲを一瞬で殺した敵だ。

「気をつけてください！」

　警告したそばから、近づいた獣人の一人が吹き飛ばされた。

　だが、防御力を上げる『戦の角笛』のおかげで、あまり効いていない様子。

　良かった……多分、大丈夫だとは思っていたが、ちょっと心配だったから。

「おおおおっ！」

　獣人たちが、岩の隙間を狙い槍を突き出すが、まったく刺さらない。

『戦の角笛』で、攻撃力も上がっているはずなのに……

　矢などの遠距離攻撃では勝てないと判断して、ルマールさんは接近戦を選んだのだろうが、こっちでもダメそうか。

「カミナリの矢も効果的ってほどじゃなかったしな……」

　あの矢は数に限りもある。

　毒の槍やりなども刺さるかわからない。

　ここら辺の魔物に詳しそうな、ゴーグ兵士長に聞いたほうが良さそうだ。

「ゴーグ兵士長！　何か、あいつの弱点を知っていますか？」

「たしか、水に落とせば浮かないとか！」

　……それは、日照りで水不足の今、難しそう。

「他の弱点は、ほとんどなく、関節の部分もうまく岩で覆われているそうです！　魔法もあまり効かないそうなので、ハンマーやメイスなどで根気強く叩たたくしかないかと！」

　ハンマーやメイスは、全身を鎧よろいでおおわれた騎士とかを倒す方法でもある。

　下半身を凍らせた霊薬の効果も、もうなくなっているから、魔法に強いのも本当の様子。

「わかりました」

　彼に、うなずく。

　ハンマーやメイスも、『倉庫』に予備として持っていた。

　さっそく前線に行き、それらの武器を皆に配っていったのだが、結局、かなりの長期戦になってしまった。

　ゆいいつ、ルマールさんの攻撃だけがまあまあ効いていた感じだった。

『パワー・スラッシュ』と叫びながら、ハンマーを大振りで叩きつけているだけなのだが、それだけででっかい熊くまの魔物が二、三メートル吹き飛んでいた。

『弓兵』のヨシュア君が使う『パワー・ショット』と同じく、いつの間にか使えるようになっていた技のよう。

『兵士』という職業を五十ポイントで得ていたから、そいつの能力だな。

　ただ、その技も、獣人ゆえの魔力不足により、あまり多用することができず、また、その技でも、暴れ大岩グマの体表を砕くことができない。

　そのため、えんえんと戦うハメになった。

　途中、兵士たちも参加してくれたから、倒せたのは、そのおかげもあるだろうか。

　最後は、体表にできていたヒビを見つけ、毒槍をつきこんで倒したが……

　領主は、けっこう強い毒も使えるので、いつものイェタの薬草園から採ったイール草の濃縮毒をとどめに使えたんだ。

　疲れたよ……

　ちなみに、この戦闘で、兵士たちの中での獣人たちの評判も上がったようだ。

　誰よりも早く魔物との戦闘を開始していた彼らを評価している様子。

　ついでに俺の評判も上がっていたが、こっちはジュナンに作ってもらったカミナリの矢や、イェタからもらった『戦の角笛』の能力などが評価されているのかな。彼女たちには感謝しないと。

　ちなみに、坑道の中にあったらしい道具類なども、魔物たちの背後に転送されてきていたみたいだが、一番嬉しかったのは魔物の死骸が手に入ったこと──

　暴れ大岩グマに、馬ほどもある大きさのトカゲの魔物、ゴブリン四十数体など。

　城に帰って死骸のポイント化をすれば、『魔導工房』の設置や『倉庫』のレベルを二にしたりなど、やりたいこともできそうだ。

　イェタは兵器を設置したり、『石壁』を立派な『城壁』という施設に変えることを望んだりするだろうか。

　ポイントは……、……足りるだろうか。




　鉱山の周囲をパトロールし、追加の魔物を倒す。俺や獣人たちは、さらなるパトロールなどをするらしい兵士たちと別れ、城へと帰ってきた。

「おおっ、何かおっきいのがいる！」

　出迎えてくれたイェタが驚いている。

　近くには、ジュナンの姿やユイさん。獣人の子ども……ルマールさんのお孫さんの姿などもある。

　イェタが驚いたのは、持って帰った魔物の死骸を見たからだ。

「これは『暴れ大岩グマ』っていう魔物らしいよ」

　体全体が岩で覆われている小屋ほどもある大きな魔物。

　獣人たちが引っ張る荷車に載せて運んできた。『倉庫』に入らなかったから。

『倉庫』を使うには魔力が必要で、俺はあまり魔力が多いほうじゃない。

　この魔物の大きさだと魔力が足りず、『倉庫』に入れることができなかった。

　イェタの近くにいたジュナンも驚いたように死骸を見ている。

「体を覆っている岩が、ところどころ光っているんだけど。あれって、もしかしてリュカ鉱石かな？」

　彼女は霊薬と一緒に、何かの道具を持っている。

　外で霊薬の試験でもしていたのだろうか。

　彼女の疑問に、うなずく。

「そうみたいだね。坑道の中で、その希少鉱石を食べて体に取り込んだらしい」

　廃鉱になっていた場所らしいが、鉱石も、ちょろっと残っていた様子。

「おおっ、スゴい！　保存庫の修理の助けになるよ！」

　喜んでいた。

　ジュナンには、カルアスの町にあった保存庫という設備の修理を頼んである。

　魔法の力により、食料などを腐らせないように保つ設備。その修理にリュカ鉱石が必要なんだとか。

「魔物から、鉱石の採取をしたいんだけど……」

　ある程度なら、死骸から、素材を採取してもポイント化はできるはず。

「わかった、私も一緒にやるよ！　この魔物は初めて見る魔物だから体を観察するのも楽しみだ！」

　ジュナンは素材採取のときに、ついでに体の観察をするつもりなんだろう。

　あまり急ぐ必要もないから問題ない。

「採取に必要そうな道具は……、ここら辺かな」

　道具類を『倉庫』から取り出す。

「あとは、水も欲しいかな……」

　解体のときに、どうしても汚れが出る。

『水源』という水が流れ出ている施設があるが、あの小川は城の外に流れ出ているものだ。領地の人が使用するかもしれない水だから、血などを混ぜたくない。この魔物を倒すのに、毒も使ったしな。

「『兵舎』の近くに移動しようか」

　あっちにも蛇口という水を供給する魔道具があった。

　暴れ大岩グマの死骸を獣人たちに運んでもらい、ジュナンとともに作業を開始する。使った毒は、人への効果は少ない物だったが、皆に気をつけてもらうよう注意し、毒を中和する霊薬なども使った。

　そうして、ルマールさんたちが手伝ってくれたことや、ジュナンの器用な手先に助けられ、どうにか作業が終わったんだ。

　ジュナンが城の『鍛冶工房』などから持ってきた道具類が、すごく役立ったな。

　結局、全部の石を暴れ大岩グマから剝ぎ取ってしまったのだが……

「これ、ポイント化は大丈夫そうかな？」

　あまり素材を採りすぎてしまうとポイント化ができないことがあるのだけれど。

「たぶん、だいじょうぶーっ！」

　頼もしいイェタの言葉。

「ポイント化して、良いー？」

「人目も大丈夫そうか……」

　ちょうど『兵舎』が邪魔で、町の方向からは俺たちが何をしているかはわからない位置だ。その上『石壁』もある。

　仮に誰かに見られていたとしても、『秘術使い』である俺の弟子ということになっているイェタだ。不思議なことをするのに、何の問題もなかった。

　俺よりも、弟子のほうが優秀ということに気がつかれるのは避けたいが……

「お願いするよ！」

「わかったー！」

　イェタが、ポンと死骸にさわる。それがキラキラと輝く光の粒子になった。

　小屋ぐらいの大きさの死骸が一瞬で消えた。

「百ポイントになったーっ！」

　オーガは四十ポイントだった。その二倍以上か……

「ちなみに六本足の馬ぐらいあるトカゲの魔物がいたんだけど、あのポイントはどのぐらいだったのかな？」

　帰ってくる途中に『倉庫』からなくなっていたのに気がついた。多分、ポイント化したんだろうなーと思っているのだが。

「トカゲの魔物は二十ポイントだったよーっ！」

　なるほど。ゴブリン二体分か。

　たしか鉱山の戦闘で倒したのが、さっきの暴れ大岩グマ……これが百ポイント。

　他に十ポイントのゴブリンが四十四体。二十ポイントのトカゲの魔物が五体。五ポイントの鹿やイノシシの魔物などが六体。

　後、周囲をパトロールしたときにトカゲの魔物四体と、ゴブリン五体を追加で『倉庫』に入れている。

　けっこう大猟だが……

「ポイントは、どのぐらいになったのかな？」

「とってきてくれた魔物で、ちょうど八百ポイント！　使っていなかった七十ポイントもあったから、合計八百七十のポイントがあるよーっ！」

　おう……。鉱山にいた魔物だけで八百ポイントか。なかなかだ。

「これなら『魔導工房』は作れそうか」

『魔導工房』は五百ポイントの施設だ。

「『城壁』も作れる!?」

　キラキラした目のイェタ。

　やっぱり、そういう戦闘用の施設を欲しがるのね。

「多分……」

　必要な施設を作ったあまりのポイントで作れると良いんだけど。

『魔導工房』以外にも、必要な施設があれば作るから……。ちょっと不安になった。




　城の外で、ジュナンやユイさん、獣人たちと一緒に魔物のポイント化を終えた。

　今あるポイントは八百七十。

「とりあえず『魔導工房』は作れそうだけど、他に作ったほうがいい施設はあるかな？」

　その質問に、イェタが今作れる施設をあげていく。

「今作れるのは『薬草園』に『謁見室』『宝物庫』！　あと『錬金室』や『魔導工房』とか！　『倉庫』のレベルも二にできるよ！」

　うん、『薬草園』は、いつか作りたいが。

　そんなことを考えていると、ユイさんに声をかけられる。

「あの……イェタ様から聞いたのですが、『倉庫』のレベルを上げると、誰が『倉庫』を使えるのかなど、細かく設定できるようになるとか」

「そうみたいですね」

　うなずく。

「だとしたら、この『倉庫』のレベルというのも、上げておいたほうが良いのではないでしょうか」

　そう言う彼女。

「町の兵士を『城の住人』にしていますので……」

　ああ、なるほど。

　確かに、『倉庫』の部屋にある黒いオーブに触れさえすれば、『城の住人』ならば誰でもアイテムなどの取り出しができる。

　彼らが盗みを働くとは思いたくないが、今の状態だと、ちょっと心配か。

「他にも、設置できる施設はあったよな？」

　ジュナンのイェタへの質問。

「うん！　他にも『宿舎』『兵舎』『大浴場』も設置できるよーっ！」

　これらの施設は、城の外や、カルアスの町に設置できるものだ。

　設置できる数に制限はあるかもしれないが、複数設置できる様子。

「あっ、『大浴場』は良いかもしれませんね」

　ユイさんは、お風呂の設置に積極的なようだ。

「町に作れば、怪我をした兵士たちを癒すことができます！」

　兵士のために、作りたいらしい。

　傷や疲れを癒す不思議なお湯だからな……

「彼らには薬草なども支給しているのですが、怪我をガマンしてしまう方がいるので」

　もったいない精神が発揮されるのか？

　そういう人のために、作っておいたほうが良いかもしれない。

「あと『魔動投石機』『魔動大型連弩』『魔動速射型連弩』『城壁』も作れるよーっ！　『城壁』を設置すると、もっとお城っぽくなるっ！」

　イェタは『城壁』が欲しい様子。

「『城壁』を設置するとカルアスの町……『城下町』を守るバリアも強くなる！　町にバリアを出していられる時間も長くなるって！」

　へー。『城』の防壁の強さが、『城下町』のほうにも反映されるらしい。

「今は五、六時間で切れちゃうけど、それが倍以上の時間、バリアを出していられるようになるみたい！」

　それに感心したような声を上げたのはジュナンだ。

「おー、半日くらいもつのか。『呪気』でおかしくなると、大量に増殖する魔物とかがいるらしいからな。そのぐらいの時間、町を守ることができると良さそうだ」

　呪気についての情報は、ダークエルフたちから聞いたのだろう。

　この土地は、もともと『呪気』を発生させるような土地だったらしいから、そんなことが起こってもおかしくはない。

　一応、その『呪気』を『魔力』に変換して、無害化するような力もあったみたいだが、今はどうなっているのかわからないから……

「じゃあ、欲しいのは『魔導工房』。あと『倉庫』のレベルを二に上げて……、町に『大浴場』を設置。『石壁』も『城壁』にするって感じかな」

『薬草園』も欲しいが、薬草は今のところ足りているから大丈夫だろう。

　手持ちのポイントは八百七十。このぐらいなら全部作れるかな……？

「とりあえず、『魔導工房』から作っていこうか」

「わかったーっ！」

　イェタに先導されて、城の中へ。

「えいっ！」

　空き室に『魔導工房』ができた。

「五百ポイント使ったーっ！　八百七十ポイントが、三百七十ポイントになったよーっ！」

　……なんか一気に手持ちのポイントがなくなってしまった気が。

「次は『倉庫』のレベルを上げましょうか」

　ユイさんが、近くにあった『倉庫』を指す。

　こちらを見るイェタに「頼むよ」と声をかける。

「わかったー！」

　彼女が指差した『倉庫』がピカッと光った。

「セキュリティー対策が万全になったよーっ！」

　見た目はあまり変わっていない。

　黒いオーブに、それを囲むように描かれた魔法陣があるいつもの『倉庫』で、魔法陣が少し複雑になったぐらいか。

「百ポイント使ったから、残り二百七十ポイントだよー！」

「あとは『大浴場』と『城壁』を作るんでしたっけ。ポイントは足りますか？」

　ユイさんの質問に答えるイェタ。

「『大浴場』は百ポイントで！　『城壁』は百五十ポイントで設置できるよーっ！」

　両方足して二百五十だから、二百七十ポイントあれば、どちらも作れそう。

「では先に『城壁』を設置してから、次に町に『大浴場』を設置しに移動すれば良いでしょうか」

　まあ、町に『大浴場』を作ってから、城に戻って『城壁』を設置しても良さそうだが、イェタを待たせるのも悪い。

　ユイさんの言った順番で設置していこう。

「それじゃあイェタ、『石壁』を『城壁』にしてくれるかな？」

「わーいっ！」

　喜んだイェタ。一緒に外へと出て『城壁』を作った。

「壁が高くなったーっ！」

　俺の首ほどの高さだった『石壁』が、四メートルぐらいになった。

「壁の厚さも、立派みたいですね……」

　門のあたりを調べて、そう判断したらしいユイさんの言葉。

『城壁』の上へと昇るための階段があり、壁の上を歩けるようにもなっている様子。

「バリアも強くなって、『城壁』の高さなんかも変えられるようになったよーっ！」

　イェタが説明する。

「『城壁』の高さを低くしても、バリアはそのまま残るから、防衛能力はそのままに、景観を確保できるって書いてあるーっ！」

　そして彼女は俺を見る。

「トーマーっ！　『城壁』、一番高くしても良いっ!?　そのほうが、カッコイイっ！」

　……メッセージだと、『城壁』は、高さを低くして使うものらしいが、イェタは、その反対をご希望のよう。

　一応、彼女の造り主である黒こく神しんサク様のメッセージのはずなのだが……。……まあ、イェタが望むのなら、そちらを選ぶしかないだろう。

「良いんじゃないかな」

　その返答にイェタが喜びの声を上げ、『城壁』は高くすることが決まったのだ。




「それーっ！」

　イェタのかけ声にあわせ、ズゴゴゴゴ、と音を立てて『城壁』が高くなった。

「それでは、あとは『大浴場』を町に作るだけですね」

　領地経営などの補佐をしてくれているユイさん。彼女の言う『大浴場』は、カルアスの町にも設置することができる施設だ。

　兵士たちの傷を癒すため、作りたいと思っている。

「町に行くのですか。我らからも、護衛を出しましょう！」

　ルマールさんが、そんな提案をしてくれる。

　イェタや、多分ユイさんも一緒だから、護衛がいたほうが安全だ。

「すみません、お願いします。あっ、あと魔物の解体に使った道具などの手入れもお願いできますか？」

「お安いごようですぞ！」

　胸を叩くルマールさん。彼に、もう一度お礼を言う。

　そうしてイェタやユイさん、護衛の獣人たち、従魔のウニも一緒に、町へと向かった。

　ザックザックと荒地の土を踏みながら町へ向かう途中、イェタから説明の続きを聞く。

「あと、なんか『城下町』の壁も動かせるようになったりとか、いくつか能力が増えてるみたいだよーっ！」

『城壁』を作ったとき、新しく解放された能力か？　まだ、あったらしい。

　町を囲む壁を広くしたり、せまくしたりできるとか。

「それは便利ですね……」

　ユイさんが反応している。

「使うのは、ちょっと大変みたいだけど……。トーマが」

　俺が……？

「私が魔力を町の壁に充じゆう塡てんしたあと、トーマが壁を押すことで、町を囲む壁を広げたりせばめたりすることができるんだって！」

「おおっ！　トーマ様が押すと町の壁が動くのですか！　町の住民の前でやったら、驚くでしょうね！　ぜひ、やりましょう！」

　楽しそうなユイさん。

「壁は、今あるところから遠くに動かすほど重くなるみたいで……『筋力の限界にチャレンジだ！』って書いてあるよっ！」

　あんまりチャレンジしたくないぞ……

「きゅっ！」

　そんなことを思いながら歩いていると、ウニが何かに気づいた。

「町の兵士さんだよーっ！」

　イェタが通訳してくれる。

　町の方向から兵士たちがやってきていた。

　ゴーグ兵士長もいて、兵士数人で荷車を引いている。

　魔物の死骸を載せているようだ。

　ゴーグ兵士長は、鉱山のあたりで、魔物が残っていないかパトロールをしていたはず。

　そのパトロール中に倒した死骸を、持ってきてくれたのだろう。

「城壁が、ずいぶんと厚く、高くなっていますな！」

　近くに来たゴーグ兵士長たち。

　イェタの城を見ながら、彼が驚いている。

「あの『城壁』は見た目以上に、防御力が高いんですよ！」

「おおっ！　立派な城壁ですが、それ以上の力を持っているのですか！」

　胸を張るユイさんに、彼が目をきらめかせた。

「ちなみに町の壁も、壊れていたところなどが修しゆう繕ぜんされていたようなのですが……、あれもトーマ様のお力なのですか？」

　それは知らないが……

「『城下町』の壁も、自動で修復されるようになっているよーっ！　自動修復の機能は切ることができるから、今ある壁を打ち壊して、新しい壁を作ることもできるーっ！」

　ゴーグ兵士長に答えるイェタ。

　多分、これも『城壁』を作ったときに得た能力なのだろう。

「スゴい！　いつの間に、そんな機能を！」

　俺も今知りました……

「他の機能もつけたのですか？」

「バリア……見えない透明の壁を、町の壁のところに出せるようにもなっていますね」

　他にもあるかもしれないが知らないからな。

　そんなことを思いながらも、彼らが持ってきてくれた魔物の死骸を見る。

「パトロールで倒した魔物を、持ってきてくれたんですか？」

「ええっ！　ゴブリン二体とトカゲの魔物一体。鉱山付近で倒し、もってまいりました！」

　ありがたい。

「兵たちは皆、無事でしたか？」

「はいっ！　トカゲに嚙まれた兵士がおりましたが……。あの魔物は、牙に遅効性の毒を持つのです」

「それは、大丈夫なのですか……？」

「麻痺の効果もあるため、少人数で戦うと危険ですが、大人数で戦えば問題ありません！」

　複数人で戦えば、麻痺しても他の人に助けてもらえるからかな？

「トーマ様からいただいていた霊薬などが役に立ちました！」

　多分、解毒のための霊薬が役に立ったんだろう。

「みなが無事で良かったです……。魔物の死骸もいただきますね」

「はい！」

　死骸に近づくと、俺は、それを『倉庫』にしまった。

「トーマ様は何か用事があって、町に向かっていたんでしょうか？」

　その質問にうなずく。

「これから『大浴場』という施設を、兵士たちのために町に作りたいと思っていて……」

「『大浴場』ですか？」

「ええ。複数人で使う大きなお風呂で……、そのお湯に入ると怪我や体力を回復してくれるような不思議な力があるんです」

「おおっ！　そんな不可思議な建物をトーマ様のお力で作ってくださるのですか！」

　うん。俺の力じゃなくて、イェタの力だけど。

　人目もあるから『支城』を作ったときと同じやり方で、『大浴場』を作ることになるかもしれないが。

　イェタがポイントを使い、最後の仕上げの部分……魔力を使って施設を出現させる部分を俺が担当するようなやり方だ。

「場所は、どのあたりに作ってくださる予定なのでしょうか！」

　ゴーグ兵士長の質問だが、それは知らなかった。ユイさん任せだったから……

「候補地は、いくつか用意していました」

　彼女を見ると、代わりに答えてくれる。

「そうですか……。町の住民たちにも、その浴場を貸せると良いと思うのですが……」

　魔物と戦ったりする職業の者には便利だろう。

「彼らにも施設を開放するかはわかりませんが……、その位置ですと候補地は一つにしぼられますね」

　ゴーグ兵士長に答えていたユイさんが、俺を見る。

「候補地のどこでも、利便性にあまり変わりはないと思いますが……」

　そうなのか。それなら、そこでもいいかな。

「わかりました。では、そこに『大浴場』を設置しましょう」

　そしてゴーグ兵士長を見る。

「使いにくかったりしたら、言ってくださいね。簡単に場所を移動することもできますから」

　イェタの施設だから、場所の移動も楽にできるはず。

　ポイントさえ獲得できれば、複数の『大浴場』を町に設置することもできるはずで……。──こちらは、個数制限とかがあるかもしれないが。

「ありがとうございます！」

　俺の言葉に、お礼を言うゴーグ兵士長。

　彼は、町の住民のことにも気をかけてくれる、そんな兵士長のようだ。

　そんなやり取りを終え町に移動。今日作る最後の施設である大浴場を作ったんだ。




　そして翌朝──

「トーマーっ！　『繁栄値』が十二から二十五になってるーっ！」

「きゅっ！　きゅーっ！」

　起きた俺に、イェタが、そんな報告をしてくれた。ウニも一緒に喜んでいる。

『繁栄値』というのは、カルアスの町を『城下町』にしたときに見られるようになったものだ。

「たしか、町の人の忠誠心や幸福度、町の繁栄具合なんかで数字が変わるんだっけ」

　その言葉にうなずくイェタ。

　昨日は『水源』なんかを作って、日照りが続いていた町に水を供給している。

　そのせいで幸福度などが上がったのだろう。

「なんか、新しい村とかを『城下町』に指定できるよーっ！」

「きゅーっ！」

　村だけど『城下町』……城下村ってところか。

『繁栄値』が上がることで能力が増えたり強化されたりするらしい。

「近くの村を『城下町』に指定できるようになったのかな？」

「たぶん、そう！　城主が一度村に行ったりする必要とかがあるって！」

　城主の俺が、『城下町』にしたい村に行く必要があるらしい。

　それ以外にも何かやらなければいけないことがあるのかもしれないけれど。

「とりあえず、村に行けるかユイさんに相談してみるか……」

「うん！　わかった！　よんでくるーっ！」

　イェタがウニを持って、寝室から外に走って行った。

　あっと……、このままだと、マズいな。

　まだ起きたばかりで、身み支じ度たくとか終えてない。

　服を着替えている最中だった。

「急いで着替えを終えるか……」

　そう判断し、バッサバッサと服を脱いでいると、外から声が聞こえてくる。

「また、新しい能力を取得したのか」

「うん！　『城下町』を増やせるよ！」

「きゅっ！」

「すごいですねー」

　ドワーフの少女ジュナン、イェタ、ユイさんなどの声だ。

　ユイさんを探す途中で、ジュナンを見つけたのだろうか。

　ノックされる扉。

「トーマ様！　イェタ様からお話があると聞いたのですが」

「すいません！　ちょっと待ってもらえますか！」

　今、裸だから！　上半身も下半身も、裸だから！

「どうしたんでしょうね？」

「着替え中とかじゃないかな？　えいっ！」

　ジュナンのかけ声とともにガチャっと開かれる扉。

　彼女たちと目が会って……

「当たったな！」

　カラッとした笑顔で満足そうにうなずいたジュナンは、「言いつけ通り、外で待ってるぜ！」と言って、また扉を閉めていた。

　うん……朝っぱらから、ひどい逆セクハラを受けた気がする……

「お着替え中のところ、すみませんでした」

　着替え終わった俺に、ユイさんが謝ってくれる。

　ユイさんは、何にも悪くないよ。むしろ、変なものを見せてごめんって思うよ。

「見事に全裸だったな！」

　ジュナンは反省して欲しいんだけど。

「それで、なんか新しい能力が手に入ったんだって？」

　まったく気にしてないし……

「なんか、新しく、城下町を増やせるようになったよーっ！　ここら辺には、村が一つ！　集落も一つあるけど、どっちも城下町にできるってーっ！」

「きゅーっ！」

「ほー。一つは、この領地にある村かな？」

「もう一つは、隣国の村かもしれませんね」

　ジュナンとユイさんの予想。

　領地にある村は一つだけだから、もう一つは隣国の村と予想したのだろう。

「村を『城下町』に指定するには、一度、その場所を俺が訪ねなければいけないみたいで……」

「わかりました。村の者たちに新しい領主様の顔を見せる必要もありますしね。トーマ様が、その村に行けるよう手配をいたしましょう」

　話が早い。

「朝食のあとで良いので頼みます」

　ユイさんに頭を下げた。

　そして朝食を済ませ、村へ行く準備も整った──

「トーマ殿が視察に行くという村は、あちらの方角ですか」

　城の外。武人風の獣人、ルマールさんが村の方向を指差す。

「そうみたいですね」

　ユイさんが、うなずく。

　案内をしてくれる兵士たちの一人に聞いていたようだ。

　村の兵士に用事もあるとのことだが、彼女も顔見せのため村についてきてもらう。

　ルマールさんなどの獣人も、半分ほどを連れて行く。

　獣人も武装している集団だから、挨拶をしておいたほうが良いと判断した。

　魔物狩りのときとかに、ばったりと村人と出会い、怖がらせてしまっても困るから。

「楽しみだねーっ！」

「きゅっ！」

　村にはイェタとウニにも来てもらう。

『倉庫』に入っていた食料を村へ供給する予定なのだが、その量が多い。

　魔力が少ない俺だと、全部出し切るのは大変なので、イェタに協力してもらう予定だ。

「魔物も狩れると良いですなー！」

　ルマールさんは期待しているが、魔物と出会う可能性は少ないはず。

　町や村の近くはあまり強い魔物が近づかない場所になっているそうだし、兵士も定期的に巡回しているそうだから。

　そんなことを思いながら、そのメンバーで城を出発したのだが、俺の予想は外れてしまった。

「行きますぞーっ！」

　普通に、村に行く途中に魔物と出会ってしまったのだ。

「パワー・スラッシュ！」

　敵は、馬ほどもある大きさのトカゲの魔物。

　ルマールさんの突き出した槍が、魔物の頭に突き刺さったのだが。

「あの魔物、頭が吹き飛びましたね……」

　ユイさんのつぶやき。

『つらぬく』とか、そんな感じじゃなく、頭を爆散させていたから……

「……まあ、ポイントを使って取得した能力ですからね」

『パワー・スラッシュ』は、『兵士』という職業の力により取得した技だ。

「あと、『スラッシュ』も、切るとか、そんな感じのイメージだったのですが、普通に槍で突いて発動していましたね……」

　そこらへんも、村を城下町にできるぐらいだからな。気にしないことにしている！

「問題なく仕留めることができましたぞーっ！」

　ズリズリと魔物の死骸を引きずってくるルマールさん。

「ここら辺は魔物が出ないという話でしたが、村への道中、魔物を見つけることができて良かったですな！」

　死骸を手に入れたという意味でもそうだが、けっこう強い魔物だそうだから、村や町の人たちの安全を確保するという意味でも、見つけることができて良かった。

「この程度の魔物ならば私一人でも、どうにかなりそうです！」

　どのぐらいの強さか見てみたいということで、魔物に一人で立ち向かった彼。見た感じ、余裕で勝利していた。

「トーマーっ！　魔物、『倉庫』にしまって良いー!?」

「きゅっ！」

「もちろん、かまわないよ」

　そうイェタにうなずくと、彼女は「わーい」と喜びながら、死骸を『倉庫』にしまっていた。そんな風に途中、魔物を見つけたりして、村の近くまでたどり着く。

「あれが目的地の村ですね。トーマ様が来訪されることは伝えていますから、出迎えの者たちがいるようです」

　町から村へ、兵士か誰かを走らせて伝えたんだろう。

　ユイさんの言うとおり、魔物よけの石壁かな。その門のところに、十人ほどの村人がいる。村の代表者だろう。

　兵士の姿をした人物も六人か七人いるから、彼らが知らせてくれたのだろうか。村に常駐している兵士かもしれないが。

　彼らのところへと向かう。

「新領主のトーマ様です」

　挨拶の後、一緒についてきてくれていた町の兵士が紹介してくれる。

「お噂うわさはうかがっております！」

　村長だと言っていた中年の男性がキラキラした目で、こちらを見る。

「我々のために川を作ってくださったとか！　とても助かっておりますぞ！」

　川といっても、そんな大きくはないのだが、役に立っているようだ。良かった。

「本日は、食料を届けにきました」

「ありがとうございます！　食料も不足していたのです！」

　日照りが続いていたらしいからな。大地も乾燥しきっている。村で育てている作物も枯れたものは多いだろう。

「食料を保存してある場所まで案内していただけますか？」

　その俺の言葉に「はい！」とうなずく。

　食料が見えないことに疑問は持っていないようだから、多分『倉庫』の能力も噂として伝わっているんだろう。

「こちらです！」

　蔵くらのような場所に案内された。食料は、あそこに出せば良いかな……

「あの空いているスペースに麦などを出して大丈夫でしょうか？」

「はい！」

　念のため、そんな確認をして、小麦や米、調味料などを『倉庫』から出していく。

「おおっ！」という村長や村人などの、驚きの声。いまやおなじみとなったそんな声を聞きながら、イェタにも手伝ってもらい、一個一個、その場に食料を並べていった。

「こちらの小さな子も、領主様と同じ力が使えるのですな！」

「トーマ様の弟子ですから！」

　ユイさんが、そんなフォローをする。

「弟子のイェタだよー！」

「きゅっ！」

　イェタも、そんなアピールをし、事前にお願いしていた通り、俺の速度にあわせて『倉庫』から物を出してくれていた。

「あの……ところで、領主様、こちらの食べ物は……？」

　一通りの食料を出し、一息つく俺に、女性が話しかけてくる。たしか村長の奥さんだったか。

「『おこめ』という食料ですね。あとで食べ方も伝えようと思っていたんですが、どこか料理をできるところはありませんか？」

　そんな彼女への問いかけに、別の提案が来る。

「それならば、どうせなら広場で作って、皆に振ふる舞まいましょうか！」

　なるほど。

「それも良いかもしれませんね」

　そうルマールさんの言葉にうなずいた。

『水源』からの小川はあるから、水もある。一番簡単に作れるお粥かゆでいいだろう。

　みなでゾロゾロと蔵の外に出た。

「ちなみに、何か他に困っていることがあったら、この機会に言ってくださいね」

　村の広場に移動しながら、せっかくなので、村長にそんなことを聞いてみる。

　枯れた作物をどうにかしてくれといわれても困るが……

「いえ、町に伝えて、大体の答えをもらっておりますので」

　首を横に振る村長。

　町にいる役人さんが、ちゃんと仕事をしてくれているのか。優秀だ。

「あっ、ただ……」

「……何かあったんですか？」

「はい。村の子どもの話なので真偽はわからないのですが、近くでオオトカゲの魔物を見たとかで少し皆が不安がっておりまして……」

　おおっ。

「それって、これじゃないですかね？」

　この村に来る途中見つけたトカゲの魔物を『倉庫』から出す。

「……!?　これを、どこで！」

「村のそばですね」

「なんとっ！」

　村人たちからも、「頭が砕け散っている」とか「爆発の魔法で倒したのか？　すごい」みたいな声が漏れ聞こえているのだが、槍で刺したんだよね。

　説明すると混乱を招きそうなので言わないけど。

「本当にオオトカゲの魔物がいたとは……！　領主様、ありがとうございました！」

　そんな風に、お礼を言われた。領主っぽい仕事がもう一つできたようで良かったよ。




　そんなことをしながら広場まで移動。村人への挨拶も終え、次はお粥作りだが……

「お粥だけだと少し寂しいかもしれませんね……」

　塩で軽く味をつけたもの、だし汁などを使った味の濃いものの二種類を作る予定だが、これだけだと寂しい。

「……お粥と一緒に食べるものなのかはわかりませんが、お好み焼きはどうでしょうか」

「ああ、それで良いかもしれませんね……。『けずりぶし』は『倉庫』に入っている物がありますし、他の材料も村人たちからもらったものがありますから」

　広場で挨拶をしたときに「領主さまへ」と彼らから鳥の魔物の卵などももらっている。献上品ということになるが、彼らへのプレゼントに使っても良いだろう。あの卵の量だと、一口味見をする程度の量になると思うが……

「じゃあ、料理は──」

「私が作ります！」

　手を挙げるユイさん。野営のときに彼女に披露したことがあるから、そのときに手順などを覚えたのだろう。

「わかりました。お願いします。俺はお粥を作りますんで」

「わたしも手伝うーっ！」

「きゅっ！」

　おっし。

「じゃあ、材料とか調味料、調理道具なんかを出してくれるかな？」

「わかったー！」

「きゅーっ！」

　そうイェタにお願いして、野外で料理を作っていった。まあまあ、問題なくできたな。

　獣人たちも村人と一緒に水を汲くんできてくれたり、料理の手伝いをしてくれ、ユイさんも、レシピからいくつか材料を抜いたようだが、お好み焼きを問題なく作ったようだ。

「おいしそうな匂においですね」

「ふっふっふ、この料理の真骨頂はここからなのです……」

　様子を見ていたらしい村人さんに、そう言ったユイさんが、できた大きめの『お好み焼き』に『けずりぶし』をかけたのだが……

「なっ、なんですか、その上に乗せたものは！」

「うにょうにょと動いています！」

　お好み焼きの上にかけた『けずりぶし』にじゃっかん引き気味の村人さん達。

「お好み焼きっていうんですよーっ！」

　その反応にユイさんはご機嫌な様子だ。

「おいしいよーっ！」

「きゅっ！」

　そう言ったイェタが、ユイさんに取り分けてもらったお好み焼きを食べる。

　次に、村の子どもたちが彼らにお好み焼きを取り分けるユイさんに近づいていって。

「本当だ……」

「おいしい！」

　半信半疑で村の大人たちもかぶりついた。

「おおっ、たしかに」

「カリカリしていて、食べたことのない味です」

　彼らと一緒になって俺も食べてみたが、良い味だったな。

　まあ、お粥の作り方の披露会のはずが、主役をお好み焼きに奪われてしまった感じだが……。喜ばれたようなので問題ないだろう。

「いやーっ、せっかく作り方を覚えたので、誰かに披露したかったんですよ！　ずっと機会とかがなくて！」

　良い顔のユイさん。

『けずりぶし』が、うにょうにょ動く様子に驚くところを見たかったのかな。獣人とかは何回も見ているので、まったく驚かないから。

　ちなみに作ったお粥は、だし汁などを使った味の濃いものは好評。味がほとんどないものもハムと一緒に出したら、まあまあ好評だった。

　後者はハムへの評価の気がしないでもない。

　あとは適当に具材を入れたり味を変えたりして、自分たちの好きなように食べてくれるんじゃないかと思っている。

「領主さまに料理をさせてしまい、申し訳ありません」

　村長さんに謝られたが、自分でやったことだから。

　そんな村人たちに別れの挨拶をし、ついでに村の付近を視察代わりに見回り。

　ウニに、トカゲの魔物のような強い魔物はもうおらず、ウサギ型や小鳥型などの弱い魔物しかいないことを確認してもらってから帰路についた。

　念のため、城からここまで案内をしてくれた兵士も全員置いてきて、付近の見回りを頼んだけれど。

「結局、あの村を『城下町』にできるようにはなったのかな？」

　周囲にはユイさんと獣人たちだけの今、気になっていたことを聞いてみる。

『繁栄値』が上昇し能力が強化されたため、あの村も『城下町』に指定できるようになっていた。そのためには俺が、あの村を一度訪れる必要があったのだが……

「村の近くまで行ったとき、『城下町』にできるようになったってメッセージが出てたよーっ！」

　おおっ、そうなのか。

「今はポイントが足りないけど、ポイントさえあれば、もう『城下町』に指定できるよっ！」

「イェタ様が、お城の外にいても、『城下町』の指定などはできるんですね」

「うん！　そうみたい！」

　と、ユイさんにうなずくイェタ。

「あと、『城下町』に指定すると、村が魔物とかに攻撃されそうなときもわかるようになって、バリアも張れるようになるとも書いてあるーっ！」

　なるほど。村から離れたところにいても、村が攻撃されそうなことがわかるらしい。便利である。

「安全のために、村は『城下町』に指定しておきたいな」

　ポイントが足りないみたいだけど……

「我々が、がんばりますぞ！」

「兵士たちにも協力させますよ」

　そのことを相談したら、獣人のルマールさん、そしてユイさんが頼もしく言い切ってくれたんだよ。
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「そういえば……」

　村に行った帰り道。道案内などをしてもらった町の兵士は、村近くのパトロールのために置いてきた。今は、ユイさんやイェタ、ウニ、ルマールさんなどの獣じゆう人じんたちとともに、村から城へと帰る途中だ。

　俺はユイさんに気になっていたことを聞く。

「そういえば、ユイさんは村の兵士に用事があると言っていたんですが、それはすんだんでしょうか？」

「はい！」

　うなずく、彼女。

「なんでも国境近くのある場所に魔動タンクが集まってきているのが発見されていたとか。私も、ゴーグ兵士長から聞いたばかりなのですが」

　へー。昨日ぐらいに聞いたのだろうか。

「魔動タンクって、黒こく神しんサク様が造られた、蜘く蛛も型がたのゴーレムですよね？」

「そうです！　よく知っていますね」

　一度、戦いましたから。

「それで、それについて調べた兵士たちが、あの村の常駐兵として異動されていたので、その方に話を聞きたかったのです」

　なるほど。俺が村人たちのために『倉庫』から麦や米を出したりしている間に、話を聞いたのだろう。

「けっこうな数が集まっているようで、なんでも、十人ぐらいの兵士で調べに行ったようなのですが戦闘になってしまったそうで……」

　まあ、武器を持った人間が近づけば警戒するわな。

「何な故ぜ、あんなに魔動タンクが集まってきているのかがわかっておらず、疑問に思っています」

　なるほど。

「自己増殖をするときは、複数台が集まることがあると聞いていますが……」

「その場合、『繁殖拠点』と呼ばれる施設も作られるようなのですが、それも見当たらないとか。他の増殖時特有の行動も見られず……なので、増殖を目的としているわけでもないようです」

「……確かに、何か変な理由がないか、できるだけ調べておきたいですね」

　彼女に同意した。

　イェタのメッセージにも、魔動タンクは『討伐推奨』と出ていたからな。伝説の時代、サク様が人間のころに造られたゴーレムで、犯罪者の基準など、いろいろ時代遅れになっているとか。注意したほうが良い。

「できれば討伐しておきたいところですが……。そういえば、魔動タンクの造り主は、イェタの創造主と同じ黒神サク様ですね」

　そのせいか、魔動タンクの弱点など、説明がイェタのメッセージに出ていた記憶があるが。そんな俺の言葉に、ユイさんがイェタを見る。

「……イェタ様なら、魔動タンクが集まっている理由もわかりますかね？」

　イェタの元気な返答。

「魔動タンクの情報なら出るみたいだよー！　魔動タンクの上とかにメッセージが出るー！」

　サク様の作成物についての情報は出る感じなのかな。

「姿が見えれば良いのですか？」

　ユイさんの質問に、「前のときは、そうだったー！」と元気よく答えを返す。

「……それならば、様子を見に行くだけならば、イェタ様を連れて行っても大丈夫でしょうか」

　そうなのか……？

「彼らの監視をしている兵士によると、魔動タンクたちが集まっている場所に近づきすぎると、彼らは、まず前足を地面に叩たたきつけるような警告動作をするとか」

　地面に足をガシャガシャと叩きつけるような動作か。

「それ以上近づかなければ襲われないとのことで……。これは『繁殖拠点』を作ったときの魔動タンクの行動と同じです。信頼して良いかと」

　そうなのか、と考えていると誰かに服をクイクイと引っ張られる。

「トーマーっ！　わたし、様子を見に行くよっ！　お手伝いするーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタを連れて行くのは、少し不安だが……

　……まあ、敵の数にもよるが、魔動タンクを簡単に倒せる爆弾も、前に作ったのが大量に残っている。

　近づきすぎなければ襲われることはないということだし、防御力などを大幅に増強する『戦いくさの角つの笛ぶえ』という能力もある。

　獣人などの護衛と一緒に行けば大丈夫だろうか。

「……あくまでも安全優先だけど、じゃあ、メッセージが出るか試してくれるかな」

「わーい！　お手伝いできるー！」

「きゅーっ！」

　俺の言葉に彼女が喜んだ。




　そうして、いったん『城』まで帰還。支し度たくをして、翌日になった。

「動作を停止した魔動タンクがあったら持ち帰ってくれると嬉しいな！」

　城の外で、ジュナンからそんなお願いをされる。

　彼女は、前も魔動タンクの死し骸がいを望んでいた。どんな風にゴーレムが動いているのか興味があるとか言っていたが、今回も持ち帰って欲しいらしい。

「お手伝いするーっ！　おさんぽもするーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタの機嫌の良い声。俺たちの手伝いができるのに加え、二日続けて皆で遠出するのが楽しいようだ。

　楽しいまま、何の問題も起きず、帰ってくる予定である。

　人数が多すぎると、魔動タンクたちを刺激し戦闘になってしまうとのことで、全部で十五人ほどの獣人や兵士を連れて行く。

　兵士はユイさんが信頼できる者を選出してくれた。

　魔動タンクを倒すための爆弾は大量にあまっているので、人数さえそろえば戦闘も可能かもしれないが、まずは様子を見るつもりだ。




　ルマールさんを含む獣人と、兵士、全部で十五人ほど。

　彼らを引き連れ、道中、魔物とも出くわしながら、魔動タンクが集まっているという国境の近くまでやってきた。

「あれですな」

　日ひ照でりのため大地が乾いており、風で土ぼこりが舞う。

　そんな中、注意してみると、ルマールさんが指すところに一台の魔動タンクがいるのが見えた。見張り役の一台かな。けっこう遠くだが……

「見えるかな？」

　横にいるイェタに聞く。

「なんか豆つぶみたいな黒い点が見えるよー！」

「きゅーっ！」

　遠すぎて、魔動タンクが黒い点に見えるらしい。

「メッセージは……」

「メッセージは見えないー！」

　魔動タンクが黒い点に見えているぐらいだからな。近づかないと、メッセージも見えないようだ。

「魔動タンクは、こちらを見ているだけですな。話に聞いていたような、地面を叩き、こちらを脅すような動作もしていません。もっと近づいて、大丈夫でしょう」

　そのルマールさんの報告に、案内の兵士もうなずいている。

　この案内の兵士は、魔動タンクの様子を見にここに何度か来ているそうだ。判断も参考になる。

「では、そうしましょうか」

　ルマールさんに、うなずく。そして皆にも伝える。

「合図を出すまで、配った爆弾は隠したままにしてくださいね」

　爆弾は、魔法生物を簡単に倒せる特殊な爆弾のことだ。

　魔動タンクや、ハイ・リッチを倒すとき、ジュナンに作ってもらったもの。

　そのときのものがあまっていたため、全員に持たせていた。

　ここら辺の魔動タンクの数によっては、この爆弾たちで全部を倒せるかもしれない。

「剣などの武器も鞘さやに収めてください」

　魔動タンクを刺激しないためだ。

「ウニがいるので、魔物は近くにいればわかりますから」

　安心させるための言葉に、任せてくれと言うように「きゅっ！」と小人サイズのブラウニーが鳴いた。

「イェタも、メッセージが出たら教えてね」

「わかったー！」

　そうして皆に号令をかけ、魔動タンクがいる方向へと歩き始めた。

　安全のため、メッセージはできるだけ遠くから確認したいが……

「おう!?」

　ザックザックと進んでいる最中、イェタが驚きの声を出す。

「……どうしたんだ？」

　メッセージが出たのなら良いのだが、ちょっと雰囲気が違う。

　何か予想外のメッセージだったのかなと、警戒感を高めながら聞くと──

「わたしが魔動タンクだと思って見てた点、単なる岩だったーっ！」

　そんな言葉が返ってきたよ……

　うん……

「……たしかに、魔動タンクの近くに、いくつか岩があるね」

　けっこう遠かったから、岩と魔動タンクと見分けがつかなかったんだろう。

　なんとなく力が抜けてしまった。

　そんなやり取りを経て、俺が待っていた報告が聞けたのは、魔動タンクがハッキリと視認できる距離まで近づいたころだった。

　イェタが元気な声を上げる。

「メッセージ出たよーっ！」

　ぴっと先を指し示す彼女。

「あと十歩ぐらい歩くと、あの魔動タンクが示威行動をする距離に入るみたい！」

　俺の十歩か、子どもであるイェタの十歩かはわからないが、もうすぐのようだ。

「こっちの人数が多すぎるから、このまま進むと戦いになるんだって！」

「……人数が多すぎるってことは、少なくすれば良いのかな？」

「うん！　二人ぐらいなら戦いにはならないみたい！　三人ぐらいでも大丈夫かもしれないけど、ちょっと危ないって！」

　そうなのか。

「戦いになると、物音を聞いて他の魔動タンクが集まってくるよ！」

　そうだろうな……

「……二人以下の人数で進めば、もっとずっと先まで、戦いにならずに進めるのかな？」

「うん！　武器をしまって、相手を脅さなければ、どこまで進んでも大丈夫みたい！　魔動タンクに襲われることは、ほぼないって書いてあるよ！」

　なるほど。ほぼ無いのか。

「魔動タンクたちは、何か目的があって、この先の場所に集まっているみたいだよ！」

「……目的についての詳細は書いてないってことで良い？」

「うん！　集まっている場所に行かないと出なそう！」

　そう言ったイェタが、首をこてんとかしげる。

「どっちに向かって行けば良いか、案内も出てるけど……魔動タンクたち、ちょっと動いているみたいだね」

「この先にいるはずの、魔動タンクたちの集団が移動しているってこと？」

「そうみたい」

　うなずいた彼女が、聞く。

「どうする？　案内する？」

　イェタに、魔動タンクたちがたくさんいるところまで連れて行ってもらうのか。彼女は、どの方角に彼らがいるのかわかるようだから。

　できるだけ、イェタに危険がないようにしたいのだが。

「なんか、わたし一人だけで行ったほうが、安全みたいだけど」

　そうなの？

「魔動タンクたちに設定されたルールに気をつければ、子どもは守ってくれるみたいだから。だから、わたし一人だけのほうが安全なんだって！」

　と、そう言う彼女。

「魔物がいたとき、倒してくれたりもするみたいだよ！　変な大人に襲われても助けてくれるみたい！　魔物は魔動タンクが倒しているから、あまりいないとも書いてある！」

　なるほど。子どもの場合、魔動タンクに石を投げつけたり変なことをしなければ守ってくれたりするようだ。魔動タンクたちは、伝説の時代に、人々の味方として作られたゴーレムみたいだからな……

　もっとも、彼らに設定されたルールは、今では時代遅れになっていて、どんなものがあるのかも定かではない。それを犯すと戦闘になるから、討伐を推奨されているようなのだが。

　イェタに関しては、メッセージのアドバイスが見られるから、彼らのルールを侵さず、行動することができる。

　……とは言ってもな。

「イェタを一人で行かせたくはないな」

「……武装していない大人一人と、あとウニちゃんぐらいなら、私と一緒にいても守ってくれることがあるみたいだけど」

　強い魔物がいて勝てなさそうなら、魔動タンクが助太刀してくれる感じだろうか。

「俺とイェタとウニで行くとして、一応、人数は三人になるな。大丈夫なのか？　メッセージだと、三人でも大丈夫だけど、ちょっと危ないって出てなかったか？」

　俺とイェタとウニ。三人だと魔動タンクを刺激する恐れがあるが──

「わたしとウニちゃんは、ちっちゃいから大人一人分に満たないって！」

　なるほど。イェタとウニは、連れて行っても魔動タンクをあまり刺激しないらしい。

　ただ、どちらにしても、少人数での侵入になる。

「わかった……。一度、俺とルマールさんで様子を見に行って、安全そうならイェタにも一緒に来てもらおうか」

　そう判断したが、ルマールさんが首を横に振る。

「いえ、トーマ殿は、こちらでお待ちください。代わりに彼を貸して欲しいです」

　指差したのは兵士の一人、ここら辺の魔物なんかに詳しい人だ。

「二人で縄張りの中に入り、魔動タンクが攻撃してこないこと、魔物などの危険がないかを確かめてきます」

　……魔動タンクたちの様子を直接、見ておきたい気もするが。イェタを守るという意味では、何かあったときに『戦の角笛』を使える俺が、ここにいたほうが良い。

　防御力などを大幅に上げてくれる特殊な能力だが、あれをイェタにかければ、たいていのことでは傷つかなくなる。

「……わかりました」

　少し考えて、うなずく俺。

「おとな二人だと、魔物が出ても助けてくれないけど、戦闘で剣を抜いても大丈夫みたいだよ！」

「……くれぐれも、気をつけてくださいね」

　イェタと俺の言葉に、「はい」と答える兵士。

　ルマールさんも「いただいた情報をもとに、しっかりと調べてきますぞ！」とやる気を見せた。

「では、行ってまいります！」

　こうして二人は、魔動タンクたちの偵察へと向かった。

　いつの間にか仲間が集まってきていて、四台になっていた魔動タンク。そのうちの一台が、ルマールさんたちの後を追うようだ。




　ルマールさんと兵士が魔動タンクたちの偵察に向かい、しばらくのときが経たった。

　休息を取りながら彼らの帰りを待っていると、ブラウニーの従じゆう魔ま、ウニが鳴き声を上げる。

「きゅっ！」

「ルマールさんたち、帰ってきたみたいだよ！」

　イェタの通訳。

　あそこか。

「ただいま戻りましたぞ！」

　こちらに歩いてきた彼らに、「ご苦労さまでした」とねぎらいの言葉をかける。

「起き伏ふくのある場所なので、ここからは見えませんが、それなりの数の魔動タンクに出会いましたな」

　ルマールさんの報告。

　荒野ではあるが、丘が連なっていて、今ここから見える魔動タンクの数は四台程度。実際には、もっと多くの魔動タンクがいるとか。

「彼らは、ここら辺の地域に散らばっているのか、どのぐらいの数がいるのかはわかりませんでしたが」

　文官のユイさんからは、ここら辺一帯に魔動タンクが集まってきていると聞いていた。あんまり群れで活動するゴーレムではないのか、けっこう広範囲に散らばっているとも。

「魔物も探しましたが、イェタ殿の情報どおり、戦闘力のあるものは見つかりませんでしたな。足あとも見つかりませんでした」

　ルマールさんと兵士は、けっこう長時間、偵察をしていた。

　その時間で、足あとを見つけるのが得意なルマールさんが、魔物などがいないことをしっかり確認してくれたようだ。

「イェタによると、ここら辺の魔物は、魔動タンクたちが倒しているんでしたっけ」

「ええ。帰ってくるとき、最後にイノシシの魔物を一体、見ただけでした。その魔物は、魔動タンクに追いたてられていましたな」

　そんな情報をくれるルマールさん。

「たまたま、こちらに逃げてきたので、その魔物と戦闘をしてみましたが、魔動タンクは警戒しながらも、こちらを見ているだけでした」

　武器を出していると、魔動タンクたちを刺激し、戦闘になるかもしれないとのことだった。だが魔物と戦うときは、武器を出しても大丈夫だとイェタは言っていたから……。これも彼女のメッセージの通りだ。

「……そのまま武器を出しっぱなしにしてみたところ、周囲の魔動タンクが集まってきて我々を取り囲み、追い立てられてしまいましたが」

　ルマールさんは、危険なテストもしていた様子。

「武器をしまったので戦闘にはなりませんでしたが、魔動タンクたちに追い立てられるまま、そこから離れるハメになりました」

「……魔動タンクたちと、戦闘にならなくて良かったです」

　魔動タンクを一撃で倒せる爆弾を複数渡してあるが、敵の数によっては危ない。怪け我がとか死亡とかがなくて良かった。

「良かったーっ！」

「きゅっ！」

「ええ。イェタ殿の言葉は全部正しいようでした。追い立てられたため、魔物の死骸は持ってこられませんでしたが……。すみませぬ」

　ルマールさんが頭を下げたが、それはしかたないだろう。

　イェタも、ルマールさんたちが無事に帰ってきたことを喜んでいるようなので、問題ない。

「私からの報告は以上になります。……こちらの兵士殿は、地図に魔動タンクたちの位置を記していたようですが」

　その言葉に背中を押されたのか、彼と一緒に偵察に行っていた兵士が一歩進み出る。

「トーマ様……こちらを」

　どれどれ、と地図を受け取る。

　これを見ると、魔動タンクは、ほうぼうに散らばっている様子。

「三台から八台のチームで活動しているものが多く、あたりをパトロールしているものや、何もせず、ただジッとしているものもおりました」

　そんな風になっているのか。

　興味深く聞いていると、足元から「きゅっ！」と主張する声が聞こえてきて……

「なんかウニちゃんが、あの丘の向こうを直接、見てみたいって！」

　ウニは気配を感じることができるが、直接、丘向こうの魔動タンクたちの様子を視認したいと思っているようだ。

「きゅっ！」

「十秒で戻ってくるから、ひとっ走り丘の頂上まで行っても良い？　って聞いてるけど……」

「……我々二人が攻撃されませんでしたし、戦闘力のない小さな魔物は無視されていました。小人サイズのウニ殿なら、大丈夫でしょう」

　兵士の報告が終わったら、ウニも、俺と一緒に様子を見に行くことになるんだが。

　まあ、ずっとルマールさんたちの帰りを待っていたので飽きちゃったんだろう。

「それなら……」と俺がうなずくと、お礼を言うようにウニが「きゅっ！」と鳴いた。

「あっ、でも……」

　……でも、丘の頂上まではけっこう距離がある。十秒で行って帰るのは難しいんじゃないかな、と言おうとしたのだが──

「きゅっ！」

「行ってくるってー！」

　ゆっくり行って、戻ってきて良いのよ、と伝えたかったのだが、その前にウニが走り始めてしまった。

「おお！　ブラウニーというのは、ずいぶんと速く走れる生き物なのですね」

　ウニのダッシュを見て、兵士が驚いているが、それは俺もだった。

　速度が異様に速かったのだ。

　小型犬とか猫の全力疾走の速さを二倍にした感じ。

　ウニが、ものすごい速度で足元を走りぬけたせいで、魔動タンクの一台がビクっとしていたし……

「あっ、戻ってくるようですな」

　三、四秒で頂上についたウニが、あたりをキョロキョロと見回し、こちらにまた走ってきた。

「きゅーっ！」

「ただいまって言ってるよ！」

「きゅっ！」

「魔動タンク、いたって！」

　うん。

「お帰り……ウニは、足が速いな」

　ブラウニーが人間に捕まりにくいのは、この足の速さのおかげもあるのだろう。

　そんなことを思っていると、対抗意識を持ったというわけではないだろうが、イェタからの発言が──

「わたしも、ウニちゃんに乗れば速いよ！」

　小人サイズの、ウニに乗る？

　一瞬、何を言っているかわからなかったが、そういえば城の精霊である彼女は、体重をほとんどゼロにすることができたと思い出す。

「そんなことが、できたのか」

　ウニの上に座るのか、ウニの上に立つのかはわからないが、なんとなくバランスを取るのが難しそうである。

「トーマが町に行ったりしている間に、練習した！」

　獣人たちと一緒に暮らし始める前か後かは知らないが、そんなことをしていたらしい。

　どっちかというと、遊びの延長で練習した感じだろうか。

「見てみたい？」

　イェタが、ニコニコしながら聞く。

「孫から聞いていましたが、私も実際に見たことはありませんな。見てみたいです！」

「そうですね……」

　と、ルマールさんに同意する。

「わかったー！」

「きゅっ！」

　そう答え、小人サイズのウニの上に立つ、子どもとはいえ人間サイズのイェタ。

　ざわりと兵士たちが驚き、「きゅーっ！」とウニが走り始める。

「おお……。立ったまま、滑るように移動している感じですな」

　確かにウニは小さいから、イェタの姿だけを見ると、そんな感じに見える。

　足元では、ちょこまかとウニが一生懸命走っているわけだが……

「さすが秘術使いのお弟子様と、その従魔様だ！」

　そんな声も、兵士の一部から聞こえていたが、あの真似は俺にはできない。

　俺がウニに乗っている姿も見てみたいとか、彼らに要求されないことを祈いのるばかりである。

「……しかし器用だな」

　イェタは、前傾姿勢になったり、カーブでは左右に傾いたり、うまくバランスをとって、けっこう速く動けるようだ。

　俺の全力疾走よりも、圧倒的に速い。

『戦の角笛』をかければ、イェタやウニでも、かなり防御力が上がる。その防御力に、さらに逃げ足が加わったわけか。

　このイェタの新しい特技を発見したおかげで、何かあれば彼女たちを逃がすことが容易になったと、心配がちょっと少なくなったんだ。




「「「お気をつけて！」」」

　ルマールさんや兵士たちに見送られ、ウニとイェタと一緒に、この近くに集まった魔動タンクたちの偵察へ向かう。

　イェタのメッセージで、彼らの目的などが判明すれば良いのだが……

「きゅっ！」

「魔動タンクさん、一台ついてくるねー！」

　四台いた魔動タンクの一台が、俺たちの後ろをついてくる。監視役のようだ。

「警戒はされているのかな？」

「ルマールさんたちほどじゃないみたいだよ！　でも、近くに見慣れない人間さんとかがいて、緊張しているみたい！」

　ルマールさんと兵士のコンビより、俺とイェタとウニのチームのほうが警戒はされていないみたいだ。

　魔動タンクたちを警戒させないため、腰の剣とかを『倉庫』にしまったおかげもあるかな。

　人間などがいるせいで警戒しているというのは、兵士たちやルマールさんのことだろうか……？

「ついたー！」

「きゅっ！」

　そんな考察をしながら歩き、丘の上まで来た。魔動タンクの集団が、チラホラと見える。数は二十台か三十台ぐらいだろうか。反射的に腰の剣に手を伸ばし、そこにいつもの剣がないことに気がついた。

　……剣は、『倉庫』に入れたんだっけか。

　全身が金属でできている魔動タンクに、剣は効かない。戦闘になったときに使うのは、ジュナンが作った爆弾とかだ。

　だから剣があってもなくても、あんまり関係ないはずなんだが、ちょっと頼りなく感じるな。

　──『倉庫』から剣を出すには、腰から剣を抜くよりも、ちょっとだけ時間がかかる。

　俺はあたりを警戒しながらも、イェタに気になったことを聞く。

「……あの伏せているような魔動タンクたちは何をしているのかな？」

「あれは休憩中の魔動タンクみたいだよーっ！」

　八台ぐらいが、集団で休んでいるようだ。

「こいつらが、何で、ここら辺の地域に集まっているかは出ているのかな？」

「あっちのほうにある、とある地点を目指して、みんな集まっているみたいだよーっ！」

「……やっぱり、そこに行ってみるしかなさそうか」

　行けば新しいメッセージが得られるかもしれない。

　メッセージがなくとも、その場所を見れば理由がわかる可能性もある。

「案内するー？」

　そのために、ここまで来た。

「頼むよ」

「わかったーっ！」

「きゅっ！」

　イェタに手を引っ張られながら進む。途中、魔動タンクたちをたくさん見た。

　体をかしげ、こちらを見るだけのものが多いが、気になったのか俺たちのあとをついてくるものもいる。警戒されているんだろう。

　どんどんと俺たちの後ろの魔動タンクの数が多くなっているが……

「わたしたち、人気だねー」

「きゅー」

　イェタとウニの、そんな会話。

　確かに、後ろをついてくる魔動タンクたちは増えているんだが、しかし、この状況を『魔動タンクに人気がある』と言って良いのだろうか？

　違う気がする。

　そんな風にして進み、目的地に近づくほど魔動タンクの数は多くなっているものの、魔物に出くわすこともなく平和な時間が経った。

　動きがあったのは、二時間ほど後のことだ──

「きゅっ？」

　ウニが何かに反応した。

「魔物……という感じではなさそうだな」

　緊迫した様子がないことから、そんな感想を持つ。

「子どもと……あと、多分、知り合い？」

　イェタがウニの言葉を通訳してくれたが、よくわからない。

　子どもと、ウニか俺たちの知り合いが、近くにいるってこと？　この魔動タンクたちの真っただ中に。

「……どこら辺にいるんだ？」

「きゅっ！」

　指を差すウニ。今登っていた丘の向こうか……

　俺たちの向かっていた場所、魔動タンクが集まっているって場所と同じ方角だろうか。

　ちょっとだけズレている気もするが。

「……まあ、敵じゃないなら、様子を見に行くか」

「きゅっ！」

　そんな話をしながら、すぐに丘を登りきった。

「きゅっ！」

　もう一度、指を差すウニ。

「あそこにいるみたいなんだけど……あっ、いた！」

　イェタは見つけたみたいだが、どこだ……？　……あっ、あそこか。けっこう近い。何で気がつかなかったんだ……？

「エルナーザさんの仲間か……」

　かたわらにある小さな人影、子どものことは知らないが、もう一人の彼は知っている。ダークエルフの戦士だ。けっこう魔法も得意なはず。

　ダークエルフの集落で何度も会話をした。子どもは人間の子で、なんでここにいるのかはわからないが……

「……そういえば、呪じゆ気きの調査で、俺たちの城の近くに来るかもしれないってエルナーザさんが言っていたな」

　ダークエルフによると、もともと、ここは『呪気』というものが発生している土地だったそうだ。

　さらに、この土地は、その『呪気』を『魔力』に変換する不ふ思し議ぎな力も持っていた。その魔力により、ずっと、緑豊かな環境が保たれていたのだとか。

　今は土地に異常が起こっていて、荒野のようになってしまっている。その異常について調べるため、彼らはこの土地を訪れる予定だったのだ。

「きゅっ！」

「こっちに気がついたみたいだね！」

　彼が、こちらを見ている。

「きゅっ！」

「あのダークエルフさん、驚いているみたいだね！」

「きゅっきゅっ！」

「気配を薄くする魔法……かな？　ちょっと違うみたいだけど……。それを使っているみたいだから、誰かに気がつかれるとは思っていなかったんじゃないかって！」

　ウニの言葉を通訳してくれた。

　彼の表情は俺にも見えているから、驚いているのはわかる。

「こっちに来るみたいだよ！」

「きゅっ！」

「……人数が集まると、魔動タンクたちに警戒されないかな？」

　歩き始めた彼を見ながら、そんな疑問を持つ。

　俺とイェタとウニ。ダークエルフの男性一人に、彼の連れている子ども。

　今のメンバーに彼らが加わると、ちょっと多すぎとみなされるんじゃないかと思うんだが。

「なんか魔法のおかげで、大丈夫みたいだよ！」

　彼らにかかっている、気配を消すという魔法のことか。気配を消すのとはちょっと違うそうだが。

「かなり珍しくて、繊細な魔法みたい！」

　繊細だと、使うのも難しそうだ。

「……合流しても大丈夫そうなら、彼らの元へと向かおうか」

「わかったー！」

「きゅっ！」

　元気に返事をしたイェタにグイグイと手を引っ張られ、俺たちは丘を降りはじめたんだ。

「トーマ君か！」

「おひさしぶりです」

　ダークエルフの彼に挨あい拶さつをする。横には人間の子が一人立っていた。少女だ。

「……ここには、呪気の調査にやってきたんですか？」

　その目的で、ここら辺に来るかもしれないとは聞いていたが、でも、そうだとしたら彼の横にいる子は何なのだろう。見た目からは呪気の調査に関係ありそうな感じはしない。袋を抱えているが、荷物持ちというわけでもないだろうし……

「ああ。呪気についての調査と……あと、この子の関係で、魔動タンクたちから食料を分けてもらっていてな」

「食料ですか」

　少女のために魔動タンクから食料を分けてもらっていたのか。彼女は少しやつれている。

「あまり知られていないが、魔動タンクは子どもや老人が飢えで苦しんでいると、食料を分けてくれることがあってな」

「見つけた植物とか、魔物を倒したときの肉とかを、飢餓に苦しんでいる人たちに分け与える機能がついているって！」

　イェタが補足してくれる。

「食糧不足にあえいでいるこの子の村を、エルナーザのやつが見過ごせなくて……。ちょっと手助けをしているんだ」

「えっと、その村って……」

　うちの領地の村じゃないよな？　領地の村は一つだけ。そこでダークエルフが手助けをしているとは聞いていない。

　少女の服もずいぶんとボロボロだから、村の状態が、うちの領地より悪いのかもしれない。

「一応、川が国境になっているんですが」

　日照りで水量がかなり危ないようだが、それでも水や、最悪でも川が流れていたあとはあるはず。

「……ここら辺は、国と国との緩かん衝しよう地帯じゃなかったのか」

　この国境のあたりを、どちらの国のものでもない土地だと思っていたらしい。

　まあ、関所とかもないしな。

　魔動タンクがいなかったときは魔物も強かったようで、兵を配置できるような砦とりでも、ここら辺には築けていない。

　隣国からの旅人の入国手続きは、うちの町でやるらしいから、実質上の緩衝地帯ではある。

「……まずかったか？」

　あんまりほめられた行いではないが、魔物を倒してくれる冒険者とかならば、冒険者カードさえ所持していれば、両国にまたがって活動できる地域も多い。

「とりあえず普通なら、兵士とかに呼び止められて、何をしているかは聞かれますね」

　怪しければ町に連れて行って尋問だが、単なる村人なら見逃されるかな。ダークエルフなら旅人扱いか。

　俺の場合、隣国の人間との接触は避けて欲しいと言われていたこともあり、できれば王子の頼みを守りたかったのだが。

「すまないな」

　彼が謝る。

「いえ」

　本当はよくないんだが、人の目もないしな……

「罪滅ぼしにはならないが、できることは協力したい。魔動タンクのことを調べに来たんだろ？　トーマ君の立場だと、川の向こうには足を運びにくいんじゃないか？」

　確かに領主の立場の人間がホイホイ隣国に足を運ぶのは問題な気がするが……

「魔動タンクがいるのはうちの国だけと聞いていたので、川の向こうに足を運ぶ予定はありませんでしたが」

　何で、そんな提案をしたんだろうと思って気がついた。

「もしかして、魔動タンクって隣国のほうにも出ているんですか？」

「ああ。川の向こうや、今いる村の近くにもいるみたいだ。あいつら、毎日ちょっとずつ移動しているんだよ。縄張りの範囲も広がっているようだし」

　そうなのか。いつの間にか、魔動タンクたちは、向こうの領土にも侵入していた様子。

「まあ、我々も魔動タンクのことについては調べていたから『トーマ君に協力する』と言いつつ『トーマ君が我々に協力してくれる』みたいな結果になるかもしれないが」

　……彼らも魔動タンクたちについて調べていたのか。

「魔動タンクたちは、呪気なんかがおかしくなっていることと何か関係があるんですか？」

「わからんが、その可能性も考えている」

　確証はない感じか。

「ただ、調べるにしても大変でな……。魔動タンクは矢も効かないし、接近戦で魔法を邪魔する能力もある。さらに、どんな行動がヤツらの逆げき鱗りんに触れるかもわからんしな」

　ダークエルフにとっても、敵対をしたくない相手のようだ。

「それで、我々に何か協力できることはあるか？」

　ひと通り愚ぐ痴ちを言った彼が、こちらに聞いてきた。

「えっと……魔動タンクについては、ちょっと判断がつかないですね」

　協力してもらわなければいけないこともあるかもしれないが。

　そもそも、隣国のほうにも足を運ぶ必要があるかもわからない。

　俺はイェタに聞く。

「目的としていた場所って、あとどのぐらいでつくのかな？」

「あの丘を越えたあたりだよー！」

　けっこう近いな。

「じゃあ、一回、そこに行ってみようか」

　彼に向き直る。

「返事は、その地点に行ってみてからで良いですかね？」

「もちろん！　もし魔動タンクについての情報が手に入るのなら、私も聞かせてもらってかまわないだろうか」

「かまいませんよ。代わりに、そちらの持っている情報もください。呪気に関することも含めて」

　領地の安全のためにも、呪気のことは知っておきたい。

「もちろんだ」

　彼がうなずいた。

　そうしてイェタとウニ、途中で合流したダークエルフの男性に、彼が連れていた子ども。ついでに、俺たちを警戒する魔動タンクたちも後ろに引き連れ、目的地までたどり着く。

「このあたりだよー！」

「きゅっ！」

　イェタが荒野を指差す。

「このへんを目指して、いろいろなところから魔動タンクが集まってきているみたいですね」

　エルナーザさんの仲間、ダークエルフの戦士である彼に説明する。

「魔動タンクはたくさんいるが、他とあまり変わりないな」

　彼が連れている人間の少女も、その言葉にうなずいている。

　魔動タンクの台数は、ここに来るまでにどんどん多くなっていって、百台以上の数がここから見えるが、違いはそのぐらいか。

　こちらを警戒しているが、それはいつも通りだ。

「何で、彼らがここに集まってきているかはわかるかな？」

　イェタに聞くと、彼女がうなずく。

「わかるよー！」

　新しいメッセージが出ているらしい。

「どんな理由で集まってきているんだ？」

「なんか、ここら辺に魔動タンクたちの『中央管理施設』っていうのが現れる予定なんだって！」

　中央管理施設……？

「魔動タンクたちに新しい命令を与えたりできる施設みたい！　魔動タンクが滅んでいたりしたら、新しい魔動タンクを作って地上に放はなったりもできるみたいだよ！」

　魔動タンクが滅びないようにするための施設なのか。

「大事な施設だから、魔動タンクたちは、それを守ろうとしているのか」

「うん！　ただ、世界が滅びかけたときに、施設をプレゼントされた神様とかが滅びちゃって、魔動タンクたちに新しい命令を与えたりはできなくなっているみたいだけど……」

「……神様に施設をプレゼントしたのか」

「欲しいって言われたから、あげたんだって！」

　……魔動タンクを作ったのは、当事まだ人間だった黒神サク様。異世界から来て、神様になったといわれる人物だな。多分、その施設を作ったのもサク様だから、人間のころから、神様が欲しがるような魔法の施設を作れたらしい。

「今は神々の声を聞くことはないから、そんな風なやり取りをしているのも不思議だな」

　ダークエルフの彼が言う。

　伝説の時代は、神々と人間の距離が、もっと近かったと聞く。そのせいもあるだろう。

「普通は神様の言葉って聞けませんからね」

　サク様は、神じん器ぎであるイェタを通せば、けっこう苦労するみたいだが、言葉を届けられるみたいだけれど。

　伝説のころのように、神々が地上に手出しをできるような世界ならば、サク様も簡単にこの中央管理施設を取り戻せたかもしれないが……

「この管理施設は、普段は大地の深いところにいるんだけど、百年に一度ぐらい地上に浮上してくるんだって！」

「……地上に浮上してくるのか」

「うん！　潜水艦のように土中を泳ぐ、円盤型の巨大な船だって書いてあるよ！」

　……潜水艦というのがなんなのかわからなかったが、土の中を『泳ぐ』のか。

　中央管理施設が不思議な施設だってのはわかった。

「そいつは、魔動タンクの様子を見に上がってくるってことで良いのかな？」

「それと、施設の魔力補給も兼ねているみたい！　ここら辺には、呪気を魔力に変換する特殊な力場が存在していて、良質な魔力が確保できるんだって！」

　えっと……

「今は、その魔力は出てないよな？」

　呪気が出なくなっているのか、魔力に変換する力に異常が生じているのかはわからないが、土地を豊かにする魔力がなくなったせいで荒野になっている。

「中央管理施設には、その呪気を魔力に変換する機能の様子を見て、何かおかしかったら修復してくれるような機能もあるみたいだよ！」

　おおっ。

「魔動タンクたちは、この土地の能力の修復に自信があるみたい！」

　朗報である。

「ちなみに、何で呪気を魔力に変換する機能がおかしくなったかとか、そういうのは……」

「詳しいことは出ていないよ！」

　そうか。

「あたりに呪気があるかどうかだけでも知りたかったんだけど……」

　あれがあると魔物が強くなったり薬草が育たなくなったりする。

「その情報なら、私が知っている。あたりに呪気はないと仲間が言っていた」

　ダークエルフの彼が教えてくれた。

「一応、呪気を魔力に変換する機能がおかしくなっている可能性も、呪気自体が発生しなくなった可能性も、どちらも考えて我々は調べている」

　そうなのか。慎重だ。

「ちなみに、中央管理施設を襲撃して制御室っていうのを乗っ取れば、魔動タンクに与えられている命令を変更することができるかもしれないとも書いてあるよー！」

「魔動タンクたちを、人間の味方に戻すことができるってことかな」

「うん！　お城の『管理室』の能力を使えば、この中央管理施設をお城の施設にすることもできるみたい！」

　俺たちは『管理室』の能力を使って、近くの村などを『城下町』に設定したり、同じく近くの廃はい鉱こうを『城下鉱山』にして、掘りつくした鉱脈を復活させたりしている。

　それと似たようなことができるようだ。

「もし、その中央管理施設とやらに勝負をかける気ならば、我々も参加させてもらえないか？　この土地の修復をする力などがあるのならば、詳しく知っておきたい」

「まだ決めていませんが……」

　そう前置きし、ダークエルフの彼に「かまいません」と俺はうなずく。

「あなた方が参加してくださるのなら、心強いです」

　と、そう告げたのだ。




「あー……それで、すまないんだが、いくつか欲しい霊薬があってな。その原材料をゆずってもらえないだろうか。戦闘や呪気の調査に使いたい」

　魔動タンクたちの中央管理施設について、ダークエルフとの共闘が決まったあと、彼からそんなことを聞かれる。

「俺に聞くってことは、薬草が必要なんですかね？」

　イェタの薬草園で採れるものなら出せる。

　ダークエルフの集落にある『城』でエルナーザさんの従魔が収穫し、定期的に『倉庫』に入れてくれていた。

「必要な薬草の名前を教えてもらえますか？」

「いくつか薬になる鉱物も混ざっているんだが──」

　そう言って薬草などの名前を挙げていく。全すべて『倉庫』に入っているな。

「……鉱物も、あまっているんで大丈夫そうですね」

　これも『地下鉱石採取所』というイェタの城の施設から採れるものだ。

「そちらについては量は少なくてかまわない」

「なら完全に大丈夫ですね」

「すまないな。この礼は、あとで君のところまで持っていく。魔動タンクたちの中央管理施設の件もあるしな……」

　本当に施設を襲撃するのかとか、そういうのも決めなくてはならない。

「薬草は、ここで受け渡しますか？」

「お願いする。仲間のもとに持って帰ろう。……トーマ君も今の拠点に戻るのだろ？」

「ええ。もう目的は達したので」

　あとは待たせている獣人や兵士たちと合流し、城に帰るだけかな。

　最初はイェタとウニを守らなければと心配だったが、問題はなかった……

　予想外のことはあったが、仲間のダークエルフと出会っただけだったしな。

　ホッとしながら、薬草などを『倉庫』から出すため集中したときだった。

「きゅっ！」

　ウニが警告を発するように鳴いた。

「なんだ？」

　そして、ドン、という空気を震わせるような音が遠くから聞こえて──

「こいつは！」

　あせったようなダークエルフの彼の声。

「魔動タンクたちが私たちのほうを警戒しているよっ！」

　イェタの警告。彼女の言う通りだ。

　爆発音のほうに向かって走っていくものもいるが、その他のすべての魔動タンクが俺たちに向かって戦闘体勢を取っていた。

「すまねー。魔法が中断された！」

　そんなダークエルフの彼の言葉。

　魔動タンクを警戒させないため、彼と、彼が連れていた子どもにかけていた魔法。

　それが強制的に中断されたようだ。

　あまり大人数で、魔動タンクたちの群れの中に入ると戦闘になると聞いていた。

　今の人数で、さらに魔動タンクたちが大事にしている場所にいることもあり、彼らを興奮させてしまったようだ。

「きゅっ！」

「トーマ！　今の爆発と同時に、魔法を強制的に中断するような、そんな力が一瞬だけあたりに広がったってウニちゃんが言ってるよ。魔動タンクを倒せるような！」

「俺の持っている爆弾のようなものを誰かが使ったのか……」

　前に魔動タンクを倒すときに使った爆弾だが。

「魔力を阻害する効果は一瞬で消えたし、トーマ君の持っていた爆弾とは力の波動が違ったな」

　俺が持っている爆弾には、敵の魔法を封じるような効果もあるが、謎なぞの爆発にはそっちの効果はない様子。ただ、効果範囲は向こうのほうが広そうだ。

　さっきの爆発音は、ここからかなり離れたところで聞こえたからな……。俺の持っている爆弾だと、ここまで効果は届かないだろう。

　魔動タンクは、まだ襲ってきてはいない。今のうちに、その爆弾を用意するべきだろうか？

　……いや、武器になるアイテムを出せば確実に襲ってくる。ダメだな。

　百台単位でいる魔動タンクたちに波状攻撃を仕掛けられて、爆弾で完全に対処できるかわからない。イェタもいるし、戦闘は最後の手段だ。

「……イェタ、魔動タンクを鎮める方法とか、乗り切る方法はメッセージとして出ていないかな？」

　彼女に聞いてみる。

「さっきの爆発で、すごく興奮しているって出てるよ！　分散して逃げるとか、普通の方法では無理みたい！　ダークエルフさんが使っていた魔法を全員にかければ戦闘にはならないみたいよ！」

　それを聞いたダークエルフの彼が「わかった」とうなずく。

「そろそろ魔法も完成する。魔動タンクを刺激しないように魔法を構築したから、ちょっと時間がかかったが……。だが、魔力がきついな……」

「では、この魔力回復薬を」

　ジュナンが作った、回復効果が一番高い霊薬を『倉庫』から出す。

　俺にとっては回復量が多すぎるが、彼にはちょうど良いはず。

「助かる……って、めちゃくちゃ貴重な霊薬を出してきたな」

　笑顔が引きつっている。そんな貴重なのか。

「うちのドワーフの最高傑作だそうです」

　ヒマだったから作ったと言っていたが。

「これなら四人でもどうにかなるな……。魔法を使うぞ！」

　その言葉と同時に、魔力が動いた感覚があった。

「あっ、思ったよりダメだった……」

　不ふ穏おんな言葉を漏らしながら、あわててビンのフタを開け中の霊薬を飲む彼。

　だが、効果はあったようだ。

「魔動タンクたちが、戦闘準備モードから高警戒モードになったよー！」

　イェタの言葉。

「魔法、効きいているじゃないですか！」

「ああ。だが、この魔法は維持も大変でな……。見られても警戒されなくなる魔法なんだけど、ちょっと特殊で……」

　警戒心を起こされにくくなる魔法なのか。

「気配を消す魔法なら、もっと簡単なんだが、前にあれを使って魔動タンクに近づいたときに戦闘になってな」

　戦闘能力がありそうなダークエルフが気配を消して忍び寄ってきたら、警戒もするか。

「とりあえず魔法が効いているうちに逃げようか、トーマ君。魔動タンクたちは我々を追い立てたいようだが……」

　その方向は、獣人や兵士たちが待っているのとは違う方向だ。

「うん。うちの村の方向だが、すまないが魔動タンクの警戒が解けるところまで一緒に来てくれないか？」

　隣国の方向だがしかたない。「わかりました」とうなずいた。

「追ってくるな……」

　足早にけっこう進んだのだが、それでも魔動タンクたちは追ってきている。

　新しく出会う魔動タンクが、その魔動タンクの群れに加わるから、むしろ数は増えた。

「自分たちのテリトリーから追い出したいみたいだよ！」

　逆に言えば、彼らのテリトリーから出れば、それでもう安心ってことかな。

「あれが川だ。国などの監視の目はない」

　ダークエルフの彼が指差すのは国境だ。

　いつの間にか、ここも魔動タンクのテリトリーになっていたらしい。国の目がないのは、そのせいもあるだろうか。もしくは、もともと兵を配置していないのか……

　川は、かなり水量が少ない。わたるのは簡単だが、躊ちゆう躇ちよする。しかし、魔動タンクは川向こうに俺たちを追い立てたいようだ。越えるしかない。

「きゅっ！」

「魔動タンクたち、ちょっと興奮が鎮まったみたいだよ！」

　川を越えてしばらくし、イェタからそんな情報が来た。それでも、まだ追い立ててくるが……

「我々を村の方向に誘導しているな」

　ダークエルフたちがお世話になっている村か。

　食料調達に協力しているみたいだから、お世話をしている村のほうが正しいかもしれないけれど。

「一応、近場の安全なところまで誘導してくれているみたいだよ！」

　村が近場の安全なところなのか。

　行きたくないのに、ありがた迷惑な……

「まだ興奮しているみたいだから、誘導に従ったほうが良いみたい！」

　興奮が鎮まったとは聞いていたけれど、ちょっとだけって話だったから。

「村に入ってしばらく待っていれば落ち着くだろうって書いてあるーっ！」

　といっても隣国の領主役をしているから……

「俺が村へ行くのはマズい気がするけど」

「村といっても十数人規模の集落で、役人とか兵士もいない。入って大丈夫なはずだ。なんか問題があれば魔法を使ってどうにかしよう。協力するぞ」

　そう言うダークエルフの彼。

「魔動タンクの数も減っているから、多分、このまま向かっても、村人たちもパニックにはならんしな」

　そう言った彼が、村を二十台、三十台の魔動タンクが監視していたこともあったと告げる。

　魔動タンクが周囲にいるのには、村人たちも慣れているようだ。

　向こうに役人や兵士がいないというのもこちらには良い情報だ。隣国は、魔動タンクのことは放置しているのだろう。

　討伐推奨ではあるが、もともと人間の味方だったこともあり、危険度は低いからな。

　あまり重要な土地ではないこともあるだろうが……

「お父さん……村長も、恩人さまのお友達なら、隣国の兵士さんでも役人さまでも問題にしないと思います」

　そんなダークエルフの彼が連れていた少女の言葉も一押しとなった。

「……わかりました。それでは村に、お邪魔させてもらいます」

　百台以上いた魔動タンクは四十台以下になり、まだまだ数は減っている。

　だが、戦闘をしても勝てるかは微妙だった。

　イェタが彼らの誘導には従ったほうが良いと言っていたのもあり、村に行ったほうが安全だろうと判断したんだよ。
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　魔動タンクに追いたてられている俺たちは、遠くに魔物よけの岩壁がある小さな集落が見えたところで新たな人物と出会う。

「きゅっ！」

「エルナーザさんだよ！」

　本当だ。

「トーマ君か！　ウニから念話があったので出てきてみたら、どうしたんだ！」

　周囲の魔動タンクの様子に驚いているようだ。

「魔動タンクんとこで、食料をもらっていたら、途中でトーマ君たちに会ってな。謎なぞの爆発があったりといろいろあって、興奮したヤツらにここまで追い立てられてきたんだ」

　ダークエルフの彼が説明してくれる。

「村で詳しい説明をしたい。魔動タンクはほうって置けば落ち着くそうだが……トーマ君もいるんだが、村に入って大丈夫そうか？」

「ああ。村はいつも通りだ。先に行って、私が村長に話をつけておこう」

　エルナーザさんが駆け出し、そして俺たちも無事に村についた。

「お父さん、これ」

　村の入り口で、ダークエルフの彼が連れていた少女が、男性に袋を渡す。

「村長、騒がせてすまないな」

　その男性に、エルナーザさんが謝った。

「いや、魔動タンクは魔物を倒してくれますからな」

　村長はそう言ってくれたが、何がきっかけで彼らと戦闘になるかわからない。危険もあるゴーレムだ。ゴブリンを倒そうとする冒険者に、そのゴブリンを守ろうと向かってきたこともあったそうだ。迷惑をかけているのに変わりはないだろう。

　俺も「すみません」と頭を下げる。

「迷惑をかけるのだが、魔動タンクが落ち着くまでこちらの彼と話をしたい。私の命の恩人で、我々の友人なんだ」

　エルナーザさんの言葉に「おおっ、そうでしたか」と、こちらを見る、彼。

「村が今もここにあるのは、エルナーザ殿のおかげですからな。エルナーザ殿を救ってくださったことで、間接的に私たちを救ってくださった……ということにもなりますかな」

　そして「歓迎いたしますぞ、旅人殿！」と俺の手を握る。

「他のものにも話の邪魔をしないよう伝えましょう。……何か食べ物を持って行きましょうか？」

「いや、それには及ばぬ」

　断るエルナーザさん。魔動タンクから食料をもらっていたぐらいだからな。

　魔動タンクから逃げる途中、少女の持つ袋を代わりに持ってあげたが、土の中で育つキノコとか、地下に生えてる球根とかも入っていた。

　魔物の肉も小袋に分けられて入れてあったが。

　俺も「大丈夫ですから」と断り、霊薬の入ったビンをいくつか出す。

「それと、ご迷惑をおかけしているお詫びとして、こちらを。解毒の能力がある霊薬です」

　魔物から毒を受けたとき、いつでも取り出せるようにしていたものだ。

「おお……っ！　助かりますが、よろしいのですか？」

「ええ。ここら辺の魔物は小型ですが毒をもつものがいると聞いておりましたので」

「ありがたいですな！　予備が心もとなく。これで救われる者がおるかもしれません」

　笑顔がこぼれた。

「じゃあ、彼は私が使っている住居に案内する」

　俺を見て、エルナーザさんが言う。

「こっちだ」

　彼女の案内に、ダークエルフの彼や俺、イェタとウニも続いた。

「私が使っている家は、ここになる。入ってくれ。他の仲間は出かけているので、我々だけになるが……」

『他の仲間』といったところで、近くにあった家を指す彼女。ダークエルフたちは、いくつかの家にわかれて住んでいるんだろう。

「ずいぶんと新しい住居ですね」

　中に入った俺は家の様子を見て、そんなことを思う。

　他の家を外から見たときも同じことを思ったが、まだ作られたばかりという感じがする。

「我々が作ったものだからな。村人の家も、あのままでは魔物に襲われたときに危険そうだったから、シェルターになるように考えながら強化してある」

「来たときはボロボロで今にも崩れそうな家屋ばかりでな。大変だったぞ」

　そう言った彼らが、お茶を運んできてくれた。薬草茶だ。












　お返しに『倉庫』からクッキーやそれにつけるハチミツなどを出し、彼らにすすめる。

「クッキーだーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタたちが一番喜んでいたが……

「この薬草茶はハチミツを入れてもうまいぞ！」

「ほんとだ！　おいしーっ！」

「きゅーっ！」

　エルナーザさんが、お茶をイェタの好みに合わせてくれた。嬉うれしそうだ。

「それで、トーマ君は、どうしてここへ？」

「えっと。魔動タンクについて調べに来ました。イェタの能力で、彼らが何な故ぜそんな行動を取っているかなどの詳細がわかるので──」

　そう言って、俺は今までのことをかいつまんで話す。

「なるほど、サク様が造った神じん器ぎである彼女は、サク様のアイテムの情報などがわかるのか」

　感心するエルナーザさん。

「呪じゆ気きの状態を、その『中央管理施設』が直してくれるかもしれないというのも朗報だが……」

　そう言った彼女は「魔動タンクを興奮させた謎の爆発か」とつぶやく。

「きゅ？」

「エルナーザさんには、何か思い当たることがあるんじゃないかってウニちゃんが疑問に思っているよ！」

　ウニはもともとエルナーザさんの従じゆう魔まだったブラウニーだ。彼女の様子から推測をしたらしい。

「ああ、いや……実は、ここら辺を探索したときにヤツの気配を感じてな」

「……ヤツ？」

　誰だ？

「例の、我々を裏切った者がいただろう」

　ああ、裏切り者の……。『魔術狂い』を自称する、ゲルグという名のダークエルフだ。

　彼が、例の爆発を起こしたと考えているらしい。

　爆発は魔動タンクを倒せるもので、でも、俺の持っている爆弾と違い、爆発後に呪文を使いにくくするような効果はなくなっていたみたいだ。

　ゲルグは魔法使いだというから、呪文を使いにくくするような効果がないのは嬉しいだろう。エルナーザさんも確信はないのかもしれないが。

「……ヤツの気配を感じたって話は初耳なんだが」

　戦士の彼が、もの言いたげにエルナーザさんを見ている。

「気配を感じたのは、今日の話だからな」

　彼が魔動タンクに食料をもらいに行っていた、その間の話なのかな。

「そうか……。一応お守りはもらってあるが、気をつけないとダメだな」

「お守りですか？」

　彼に聞く。

「ああ。聖せい樹じゆさまの枝から作ったものだ。聖樹さまを信奉している必要はあるが、裏切り者の魔法なんかに高い効果を発揮し、それを一度か二度防いでくれる……はずだ」

　聖樹さまを裏切った者からの攻撃に、特に強い効果を発揮するってことだろうか。

「それで、そういうことがわかって危険度が上がったからな。トーマ君のところにも、警戒用の従魔を貸そうかと思っていた。今日、来てくれてちょうど良かった」

　エルナーザさんが微笑ほほえむ。

「まあ、あいつは神器にも興味を持つかもしれないしな……」

　ダークエルフの彼が不安になることを言う。

　相手が神器──『城』に興味を持つ可能性を考えている様子。

「ダークエルフが出入りすることで、逆にヤツの目をひいてしまうかもしれないが、そちらが許可をしてくれるならば、私か他のダークエルフを、そちらの城に向かわせるつもりもあるぞ」

　なるほど。

「それは、ありがたいですね」

「うん。トーマ君が良いようなら、準備ができしだい向かわせよう。とりあえず、警戒用の従魔は複数貸すから、狩りなんかにもお手伝いとして連れて行ってくれ」

「感謝します」

　そうエルナーザさんにお礼を言う。

「ちなみに、魔動タンクを倒せたり、対魔法使い用の切り札になる爆弾を持っているんですけど、エルナーザさんたちは使いますか？」

　ジュナンの作ったものだが……

「あれか」

「俺は助かるぜ！」

　戦士を名乗る彼が真っ先に喜んでくれる。

「ヤツ相手なら、私も魔法を封じたほうがいいかもしれないが……。すまないが、他の仲間のぶんももらえるか？」

　数はじゅうぶんにある。

「問題ありません」

　うなずいた。例の裏切り者の似顔絵はもらってあるし、それを『城』の皆にも知らせて警戒したほうがいいだろう。『城』の住人になれた人物には、爆弾も渡して……

　正直、ちょっと面倒なことになったな、とは思った。

「……この土地がおかしくなっているのも、もしかしたら、その裏切り者のせいなんですかね？」

　疑問に思ったことを聞く。

「我らがヤツを取り逃したせいと思うとはらわたが煮えくり返るが、ヤツが何かをした可能性はあるな」

　うなずくエルナーザさん。

「そして、もし、この土地の状態をあいつが引き起こしたのなら、おかしくなっているのは呪気を魔力に変換する部分だろう」

　彼女が、そう続ける。

「……ゲルグは、呪気を魔力に変換したくないということでしょうか？」

　俺の言葉に「そうだ」と答える彼女。

「アイツは、呪気を使った儀式をしたがっていた。魔力に変換する前の呪気をどこかに集め、その呪気で儀式を行うつもりかもしれない」

　なるほど。

「その推測が正しいなら、ゲルグにとって、魔動タンクの中央管理施設は邪魔な存在になりますよね……？」

　あの施設は、土地の状態を元へと戻し、また呪気を魔力に変換するようにしてしまう。

「施設の存在や、その機能に気がついているかはわからないが、トーマ君の言う通りだな」

　うなずくエルナーザさん。

「魔動タンクを簡単に壊せる爆発も起こしていたそうだし、もしかしたら、その中央管理施設を守るために、我々も行動したほうが良いかもしれない」

　魔動タンクを人間の味方に戻すため、その施設に襲撃をかけ、乗っ取ることも考えていた。

　それをしないにしても、その施設を守るための人員は出したほうが良さそうだ。

　そんな会話に、横からダークエルフの彼のつぶやきが漏れ聞こえてきて……

「予想が正しいかはわからないが、それが『当たり』なら施設を守るのは大変そうだな……。例の爆発を連続で起こされると、魔法で作られた施設なら簡単に壊されてしまいそうだし」

　今日、例の裏切り者が使っていたかもしれない、魔動タンクなどを簡単に壊せる爆発か。

「イェタのメッセージによると、施設は神様にプレゼントしたって話だったんで、その神様が何か防衛策を施しておいてくれているかもしれませんが」

「……サク様もそういう攻撃に対する何らかの対処はしている気はするが、いかんせん、まだ人間だったころに造られた施設だからな」

　俺とエルナーザさんが、彼の心配に対して意見を述べた。

「……まあ、アイツのことだから魔法の施設はできるだけ壊さないように行動する気もするんだが」

「ああ、その可能性は高いな……」

　エルナーザさんや彼から、そんな意見も出たが。

　壊してから施設の残ざん骸がいを調べる可能性もあるから、あんまり期待すると足をすくわれる気はした。

「そこらへんも、後日トーマ君たちの城で相談しようか」

「そうですね」

　城の皆とも相談し、対応を決める時間が欲しかった。




　他の情報交換などもして、エルナーザさんたちとの対話を終えた。けっこう時間がかかってしまったが──

「そろそろ、魔動タンクたちは落ち着いたのかな……？」

「きゅっ！」

「魔動タンクの気配はなくなっているって！」

　ウニの情報を、イェタが通訳してくれた。

「しばらく話し込んでいたからな……。さっき聞いたが、トーマ君は、獣じゆう人じんたちや兵士を待たせているんだったか？」

　エルナーザさんに「ええ」とうなずく。彼らの元を出発してから、それなりに時間が経っている。エルナーザさんの鳥の従魔に手紙を送ってもらったが、心配しているかもしれない。

「ならば、私がそこまで送っていこうか……。この集落の防衛などに貸している従魔がいる。それに乗っていけば楽だろう」

「助かります」

「わかった。こちらだ」

　立ち上がったエルナーザさんの後について、外へ。

「あれですか」

　外に、俺も何回か乗ったことがある、大きなトカゲの従魔の姿があった。複数いる。

　ここら辺のトカゲの魔物とは別の種類で毒がなく、体格もガッシリとしている。見た目もけっこう違うのだが……

「……子どもが乗って遊んでいるんですね」

「うん。水みず汲くみとかに同道させていたら、割とすぐ慣れたようだ」

　子どもの適応力もなかなかだ。

「彼を送っていくので、一体つれていくぞ」

　子どもたちに声をかけるエルナーザさん。

　ダークエルフは人里にはめったに姿を現さないので人嫌いのイメージがあったのだが、彼女は笑顔でやり取りをしている。関係も良好なようだ。

「つれてきたぞ！」

　手た綱づなを持ってやってきた彼女。

「トーマ！　乗せて！」

「きゅっ！」

　はいはい、とイェタとウニを持ち上げて、トカゲの従魔の上に乗せた。

「じゃあ、村長にひと声かけてから出発しようか！」

「わかりました」

　エルナーザさんの先導で、トカゲの従魔も一緒に、他の家とあまり変わらない大きさの村長さんの家へ。戸口の外で村長さんに挨あい拶さつをして、ダークエルフの彼とも別れの挨拶を交わしてから、俺たちは村を出たのだ。

「かわいい村だったねー！」

「きゅっ！」

　走るトカゲの従魔に乗る俺たち。イェタがそんな感想を漏らしていたが。

　まあ、小さい集落だったからな……

「イェタ君らしい表現だ！」

　そうエルナーザさんが笑っていた。

「そういえばトーマ！　さっきの村も『城下町』にできるみたいなんだけど……どうする？」

　イェタが聞く。

「『城下町』？」

「『城』に付属の町になるみたいですね。少し不ふ思し議ぎな能力もついて……」

　首をかしげるエルナーザさんに説明する。

　あそこだと城下村とか城下集落とか、そんな感じだが。

「うちの領地の村じゃないのに『城下町』にできるんだな……」

　俺はそれに驚いていた。

　配下にしている場所じゃないとできないのかと思っていたが。

「あそこは『城』の住人であるエルナーザさんが支配下に置いた村だから『城下町』にできるみたい！　あとはトーマが足を運べば良い状態になってたみたいだよ！」

「いや……私は別に支配したつもりはないんだが……」

　イェタのメッセージさん的には支配だったらしい。ずいぶんと平和的な占領支配だ……。まあ、隣国の集落なんで、『城下町』にするつもりはないんだが。

　そんな会話をしながら、俺は獣人や兵士たちが待っている場所へと戻ってきたのだ。

「トーマ殿！　エルナーザ殿も！」

「遅くなりました。手紙でも書きましたが、途中で呪気のことを調べに来たダークエルフさんたちと出会いまして」

　武人風の獣人、ルマールさんに説明する。

「皆、変わりはないですか？」

「ええ！　途中、魔動タンクたちがこちらを脅すようなしぐさを見せたため、いったんこの場所から離れていましたが……」

　……もしかして、例の謎の爆発があったときかな？　ゲルグが起こしたものかもしれない爆発。

　あのときの爆発は魔動タンクたちにとって危険なものだったのか、みょうに警戒心が高くなっていた。

　その警戒心が、ここら辺の魔動タンクまで波及したのかもしれない。

「トーマ殿のことが心配だったのですが、ご無事で良かったです！」

「俺も、兵士やルマールさんたちに問題がなくて良かったです……」

　そう言ってから、エルナーザさんを見る。

「……エルナーザさんは、これからどうしますか？」

「私は、いったんあちらに戻ろうか。ダークエルフの里に鳥の従魔を飛ばし、人員や従魔の補充ができるか聞きたい」

　そう言う彼女。

　兵士たちの耳を意識したのか、具体的にどこに戻るかはぼかしてくれたようだ。

「それと、トーマ君には彼らを……」

　彼女が手を挙げると、どこからか小鳥が数羽飛んできた。

「小鳥の魔物だ。夜中も目が見え、一部はウニのように、気配を感じ取る能力がある。言葉も通じるし、面倒もウニがいれば大丈夫なはずだ」

　その言葉に「きゅっ！」というウニの鳴き声。

「まかせてだって！」

　大丈夫らしい。

「首尾よく従魔の補充ができれば、また追加でトーマ君たちの元へと連れて行くつもりだ」

「すみません」

　そうお礼を言う。

「では、いったん別れようか！　仲間と話し合い、それからまたトーマ君の城にうかがうからな」

「ええ。おいしい食事を用意して、待っていますよ」

「楽しみにしている！」

　こうして彼女と別れた俺たちは、城まで戻ってきた。

「トーマさん！　頼まれていた保存庫、無事、再稼動させたぜ！」

『城』の門でバッタリと会ったドワーフの少女、ジュナンの言葉。

　保存庫は『城』の近くにあるカルアスの町に昔からあった建物だ。

『秘術使い』という魔法使いの女性が作ったもので、生ものなどを腐りにくくする効果があるため、食べ物などの保管に使われていたという。

「よくやってくれた！」

　帰って早々、嬉しい報告を聞けた。

「トーマさんのほうは、どうだったんだ？」

「いろいろとわかったことがあったよ。エルナーザさんたちにも会ったし……。ユイさんをまじえて、どこかの部屋で話したいな」

　領主の役目をしているし、隣の領地の村に行ったことなどは大っぴらにしないほうが良い気がするが、ユイさんには話しておいたほうが良い。

「ユイちゃんなら、こっちだぜ！」

　ジュナンに先導され、俺とイェタとウニは『城』の一室へ。

　ルマールさんたちは後片付けがあるということで別れたが……




　ユイさんが、部屋に入った俺たちに気がついた。

「トーマ様、お帰りなさいませ」

　手に持った紙の束から目を上げた彼女の挨拶に、「ただいま帰りました」と言葉を返す。

「魔動タンクたちについては、どうでした？」

「いろいろとわかりましたよ」

　ジュナンにも伝えたそんな前置きを言って、彼女に今日あったことを話していく。

「なるほど。エルナーザ様たちが隣国の村に……」

「魔動タンクの管理施設ってのは興味深いな！　ダークエルフを裏切ったやつについても了解したぜ！　そいつへの対策もしよう！」

　ユイさんとジュナンが、それぞれに感想を言う。

　保存庫の再稼動を終えたジュナンは余裕があるようだな。

「対策っていうのは……」

　ここでは使えないから大丈夫だろうとのことだが、ゲルグの使う洗脳魔法への対策はしてあるが。

「対魔術師用のアイテムとかお守りの作成だな！　魔法への抵抗力が強まる護符とかを兵士へ……。トーマさんや獣人たちの装備には、そういう能力をつけてあるけど、それも強化したい」

　なるほど。

「簡単に色つきの狼煙のろしを上げられるアイテムとかもあれば、兵士たちが異変を知らせたりするのも簡単になるだろう」

　魔物の襲撃対策なんかにも使えそうだ。

「そんな感じで用意をしてくれるのは嬉しいよ。……ダークエルフたちと仲良くするつもりなら、その裏切り者と敵対する可能性は高いだろうから」

「……では、いざというときのために、その者の似顔絵なども量産して情報を集めるようにしましょうか」

　ユイさんも、そう言ってくれた。

　ダークエルフたちは、それぞれ顔も違う。きちんとした似顔絵があれば見分けることもできるだろう。

　それもお願いしたい。

　そんな風にして、ゲルグ対策は話し終えた。

　あとやることは……

「トーマ！　魔物ポイントにして良いっ!?」

　そういえば、それもあったな。今日、魔動タンクの集まる場所に行く途中などに狩った魔物がいた。兵たちと一緒に移動したときに倒したものだ。魔物の出現率が高い場所を通過したため、行きと帰りで、それなりに魔物と出くわしている。

「今あるポイントは百以下だったよね？」

「うん！　八十ポイントだよ！　村を『城下町』にするのに百ポイント必要だったけど足りなかった！」

　領内の村は、まだ『城下町』にできていない。

「今日、倒した魔物は……」

「トカゲの魔物が五体だよー！　あと、ゴブリンが二体に、イノシシの魔物が一体！」

　トカゲの魔物は、こちらの数が多くても恐れず立ち向かってくる。

　そのため多く倒していた。

「ポイントにして良いっ!?」

「もちろん」

　うなずいて、「やったー！」と喜んだイェタと一緒に廊下に出た。

「出すよー！」

　空中に現れた魔物たちが、まだ空中にあるうちに光となりポイントとなった。

「早はや業わざだな……」

　どんどんと手馴れていってる気がする。

「百二十五ポイントになったよーっ！」

　嬉しそうだ。

「前まであった八十ポイントに、今の魔物の百二十五ポイントを足すと二百五ポイント──。これで領内の村は『城下町』に指定できそうだな……」

　それをすると、残るポイントは百五で、百ポイントの『薬草園』も作れたりしそうなのだが。

「百ポイント以上あるから、『魔動投とう石せき機き』も作れるね！」

　イェタさんが、兵器の作成に、めっちゃ期待しておられる……

「『城』の住人になれた兵士にも『職業』だっけ？　あれをあげた方が良い気もするんだけど」

　そんなジュナンの意見ももっともだ。

　獣人のヨシュア君などに与えた『弓兵』みたいな職業だな。兵士たちが『パワー・ショット』などを使えるようになれば、こちらの攻撃力が増すはずだ。

「全体的にポイントが足りないんだよな」

「……魔物に関してはトーマ様が数日がんばってくだされば、どうにかなるかもしれませんが」

「そうなんですか？」

　ユイさんに聞き返す。

「ええ。領内にはいくつかの魔物のたまり場があるようです。そこで狩りをすれば良いかと」

　たまり場……何が魅力なのか、周囲から、魔物がひきつけられてくるような場所のことか。そういう場所は、すごく強い魔物がいたりすることがあるんだが。

「敵の強さは大丈夫なのですか？」

「ええ。町の近くの二つか三つのたまり場ならば、最大の敵は暴れ大岩グマになるようです。なので、トーマ様がいれば問題ないと考えます」

　なるほど……。廃はい鉱こう山ざんで戦ったことがある、岩をまとったクマの魔物だな。

『戦いくさの角つの笛ぶえ』という城の住人の戦闘力を強化する能力を使えば、あの魔物の攻撃はほとんど効かなくなるから、俺が一緒に行けば安全だろう。

「一番強い魔物さえ倒してしまえば、しばらくは弱い魔物ばかりになります。その間にたくさんの魔物を倒せると思いますよ。……たまり場での戦闘は魔物が多いので危険ではありますが」

「装備を強化すれば大丈夫だろ！　魔法の剣に魔法の鎧よろい！　魔法装備を兵士全員に配備してやるぜ！」

　豪華だな……と思いかけたが、俺や獣人たちの装備は、もうすでにそうなっているんだったか。ダークエルフのところにある『城』で王子を待っていたときなんかに作った。外見が普通なので忘れていたが。

「……ジュナンが、そう言うなら大丈夫かな」

　様子を見て、危なそうなら俺も毎回一緒に行って『戦の角笛』を使うことにしよう。

「んじゃ、さっそく暴れ大岩グマ用の武器でも作ろうか」

　そこから手をつけていくのか。

「あの岩のクマの魔物を簡単に倒せる武器があるのか？」

「ああっ！　『地下鉱石採取所』で使うツルハシを参考に、なんか矢でも作るつもりだ！　あのツルハシは岩を砕く能力が高くなるように魔力を付与してあるからな！」

　岩への攻撃力が高くなる矢か。本当に暴れ大岩グマ用の武器だな。

「ヨシュア君が『パワー・ショット』を撃つときにその矢を使えば、ある程度ダメージはあるだろう」

　普通の矢で『パワー・ショット』を使ったときは、あんまり効果がなかったから……

　ただ、前に戦った暴れ大岩グマは、希少な鉱石を食べて防御力が高くなった個体だった。普通の暴れ大岩グマなら『パワー・ショット』だけでも問題ないかもしれない。

　あれも普通の岩ならつらぬけるぐらいの威力がある。

「他にも、足止めするための、体を凍らせる霊薬も作るつもりだ！　そんなわけで材料欲しいから、『薬草園』作ってくれよ！　甘い草もいっぱい作れるからイェタちゃんも喜ぶぜ！」

　甘い草……カーマ草のことだな。

　そのままだと、女性には体力回復の効果しか無いのだが、男性には精力剤となる薬草だ。

「甘い草……っ！」

　カーマ草を作るという一言は、イェタのハートをわしづかみにした様子。

　ダークエルフのところにある『城』では、他の薬草を多めに作っていて、あまりカーマ草が採れていない。イェタの好きなカーマ草は品薄気味だった。

「……じゃあ、『薬草園』を作ろうか」

　あの草はレディーファーストということで、食事時は女性にしか配っていない。もっと採れても問題ない。

「『薬草園』、つくるー！」

　こうしてイェタと一緒に中庭へ移動し、『薬草園』を設置した。

　そしてジュナンが暴れ大岩グマ用のアイテムの作成を始め、なんと、その夜のうちに必要なアイテムを作り出してしまう……

「トーマさん、暴れ大岩グマ用の武器ができたぜ！」

「早いな……」

　イェタと一緒の部屋。眠る準備をしていた俺は、驚きながらジュナンの持ってきた矢や霊薬を見る。

「こっちは敵を凍らせる霊薬だ！　足元を狙って投げて、敵の動きを止めたりする！」

「……いつも俺たちが使っている霊薬だよな？」

　小さなカミナリを落とす矢などを使うとき、枯れ木や枯れ草に火がつくのを恐れて消火のために用意していた。

「あれより効果が高い！　三倍から四倍ぐらい強い霊薬だ！」

　すごい……！

「材料は十倍以上消費するけどな！」

　ああっ、薬草の消費量が多すぎるのか。

「強敵用のアイテムってとこだな」

「そんな感じだ！　魔力抵抗が強すぎて、あの霊薬が効かなかった敵用に作ったものだな！」

　暴れ大岩グマは、そんな敵だった。

「他に雑ざ魚こ用の、広範囲を凍らせるものもある！　こっちは、もっと薬草を使っちゃうんだけど……」

「広範囲を凍らせ足止めできるのも、魔物のたまり場での狩りに良さそうだな。作ってくれ」

「わかった！　魔法抵抗がそんな高くない相手なら、ダメージも期待できるはずだ！」

　それは便利だ。

「それで、こっちが岩への攻撃力を高めた矢だ。例の、暴れ大岩グマ用に作った矢だな！」

　ほほう……

「威力は、どのぐらいなんだ？」

「私が弓で放はなってみたところ、さくっと岩に刺さってたぞ！」

　……普通は岩に刺さらず跳ね返るものだが。

「『パワー・ショット』と一緒に使ったとき、どのぐらいの威力になるか知りたいんだけど」

「まだ試してないな！　今から、ヨシュア君に頼みに行こう！」

「起きてるかな？」

「獣人たちは、この時間なら起きてるはずだぜ！　『パワー・ショット』とか『パワー・スラッシュ』が使えるよう、みなで練習しているはずだから！」

　そうなのか。

「じゃあ、彼らのところへ行こうか」

　その言葉に横で見ていたイェタたちが反応。

「私も行くー！」

「きゅっ！」

　まあ、どんな風になるか気になるからな……

「じゃあ、みんなで行こうか」

「いいね！　ここに来る途中、ユイちゃんもなんか資料読んでるのみかけたから、ついでに誘おうぜ！」

　うなずいたジュナン。

　そんなわけでユイさんも加え、イェタたちも連れ、ヨシュア君のもとへと向かったんだ。




　獣人たちは、『城』の門の外、魔法のランプのけっこう明るい光の中、『パワー・ショット』などの練習をしているようだった。

「トーマ殿！　何かあったのですか？」

　ルマールさんが俺たちに気がついた。それに答えたのはジュナンだ。

「暴れ大岩グマ用の魔法の矢ができたんだよ！　ヨシュア君にこいつを使って、どっかの岩に『パワー・ショット』を放ってもらいたいんだけど」

「おおっ、わかり申した！　何発でも放ちますぞ！」

　ジュナンの矢を受け取りながら、ルマールさんが気軽にうなずいている。実際に『パワー・ショット』を使うのはヨシュア君だが……

「あっ、僕の出番ですか？」

　俺たちの会話を聞きつけた彼が嬉しそうにしているな。問題ないのだろう。

　そうして、みんなで実験の用意を整えた──




「じゃあ、矢を使いますよーっ！」

　魔法のランプに照らされる人間の大きさの岩を狙ねらい、弓を引きしぼるヨシュア君。

「パワー・ショット！」

　彼が放った矢は、岩に当たる。──そして岩が爆発した……

「おうっ!?」

「当たったら、岩が粉砕されましたな」

「思ったより威力がある……」

「すごいーっ！」「きゅっ！」

　作り手のジュナンが一番驚いていて、他のみんなもざわめいている。

「これなら、あの岩のクマも簡単に倒せそうですな！」

「僕のほかにも、何人か『パワー・ショット』を使えるようになっている獣人がいますから、彼女たちのぶんもほしいですね……」

「よっしゃ、明日の朝までに増産しとくぜ！」

　ジュナンが、そんな宣言をしていた。

　個人的には、そんな急がなくてもいいとは思ったんだが──

「わーい、ポイントがいっぱい入るーっ！」「きゅーっ！」

「ジュナンががんばるなら、我々獣人も負けていられません！　明日のため、用意をいたしますぞ！」「「はい！」」

「……早朝に魔物狩りに行く予定の兵たちがいますね。いっしょに行かせましょう」

　なんか彼女の勢いに呑のまれたのか、みんながすごくやる気になってしまった……




　──そして彼女のやる気に比例するように、ジュナンの矢や霊薬は、翌日の魔物狩りで猛威を振るった。




　ヨシュア君の『パワー・ショット』と一緒に使えば、ジュナンの作った矢は、二発か三発で暴れ大岩グマを倒してしまう。

　暴れ大岩グマは複数いたが、強力に足元を凍らせる新しい霊薬を最初に使ったため、全員、最後まで動くことができず倒されていた。

　他の雑魚の魔物も、広範囲を凍らせる霊薬で足止めをされ、ついでに凍ったことによるダメージを受ける。とどめにいつものカミナリを落とす矢を使われて一いつ掃そうされていた。

　誰も攻撃を受けなかったから、防御力を上げる俺の『戦の角笛』の必要が無かったんだ……

　こうして俺たちは何の問題も無く、そろそろ暗くなるころ、『城』へと帰還した──

「うわーっ、あの岩の魔物がいっぱいいる！」

　暴れ大岩グマのことだ。あいつらは、ちっちゃな小屋ぐらいあるため、イェタじゃないと『倉庫』に入れられない。

　そのため皆で台車に乗せ、かなりの距離をエッチラオッチラと引っ張って帰ってきた。

「すごいですね。結局、どのぐらいの魔物を倒せたんでしょうか？」

　城の外、広場に積まれたクマの魔物をぽふぽふと叩たたきながらユイさんが聞いてきた。

「百ポイントの暴れ大岩グマは四体、二十ポイントのトカゲの魔物も二十体以上いて全部を倒していますね」

　前に戦った暴れ大岩グマはトカゲの魔物が近くにいるのを嫌がっていたが、今回のやつらはうまく共生していたため、それだけの数を倒せている。

「他の魔物もいたので千ポイントかそれ以上のポイントがとれるはずです……」

「……兵たちにも『弓兵』などの職業を与えられそうですね」

　そうだな。

「その魔物のたまり場での狩りをしていたというころの、この町の記録があるのですが、そのころ狩られていたトカゲの数も二十から三十ぐらいでした」

　へー。

「そうなんですか」

　俺の言葉に「ええ」と、うなずくユイさん。

「暴れ大岩グマは、あそこのたまり場にいるのが珍しいそうなのであまり手に入らないかもしれません。ですが四、五日ほどの期間を置けば、他の魔物は常にそのぐらいの数が手に入ったと記録にあります」

　なるほど。

「ただ、たまり場での狩りを積極的にしていたのは、『秘術使い』様がご存命のころ……かなり大昔の話なので、本当にそうなるかはわかりませんが」

『秘術使い』というのは、この領地の初代領主。この国の建国の英雄の一人だから、大昔に違いない。

「……暴れ大岩グマがいたのは、日ひ照でりやら魔動タンクが近場をウロウロしていたので、魔物の生息場所がちょっと変になっていたせいですかね」

　ジュナンの作った武器が良く効きいたし、ポイントも大きいしで、あの魔物は狙い目なんだが。

　それを伝えたところ、ユイさんから情報が来る。

「……泊り込みになりますが、奥地のたまり場に行けば、暴れ大岩グマがたくさんいる場所もありますが──」

「おおっ！　良いですな！　是非、狩りましょう！」

　ルマールさんが反応した。

　強い敵を倒せば、そのぶん力などがちょっとずつ強化されていくと言われている。皆の強化のためにも狙うのはいいかもしれない。

「……この分なら、兵士たちに『弓兵』などの職業を与えるのも、すぐに終わりそうですね」

「『パワー・スラッシュ』などの練習のしかたもコツがつかめてきましたからな！　あれを使える兵がたくさんいれば、魔物狩りもずいぶん楽になりますぞ！」

　……『パワー・ショット』や『パワー・スラッシュ』は、それだけでもけっこう強力だ。

「ポイントがいっぱいあれば、『魔動投石器』とかもいっぱい作れるねーっ！」

「きゅーっ！」

　……イェタも嬉しそうなんだが、彼女の勢いだと『城』が兵器で埋め尽くされそうなんだよな。

　ダークエルフの集落近くにある『城』では、魔物が強すぎて死し骸がいがうまく手に入らないためポイントを節約していたのだが、ここでは魔物は簡単に手に入る。

「……あんまり兵器ばっかり作っても問題だから、ある程度設置したら、少し抑えようか。一日一個ぐらいで」

「わかったー！」

　聞き分けの良いイェタの言葉。良い子だ。まあ、一日一個ペースで作っても、一年後ぐらいには、すごいことになっている気はするのだが。

　兵器は、『城下町』であるカルアスの町や領内の村にも置けるから、いざとなればそっちに置けば良いだろうか。

　そのうち『城レベルアップ』で、新しい施設が作れるようになるかもしれないしな。

　ダークエルフの集落の『城』では『城レベルアップ』はできるようにならなかった。だが、こちらの『城』では『城下町』などが栄えることで高くなる『繁はん栄えい値ち』が見られるようになっている。

　その上昇などで、『城レベルアップ』ができるようになる可能性があった。

「とりあえず、しばらくは魔物狩りですね」

　その言葉に皆が、うなずく。

「……魔物を多く倒すことで、魔物が生まれない場所、魔物が侵入を避けたいと思う場所が増えます」

　ユイさんが言う。

「鉱山の近くにも、そうなりそうな場所があるので、あそこに村ができそうなぐらいには魔物を倒したいですね。かなり時間がかかると思いますが……」

　狩りすぎとかに注意しなくて良いので楽である。

「まあ、何はともあれ、がんばりましょうか」

「「はい！」」「了解ですぞーっ！」

「がんばるっ！」「きゅーっ！」

　俺の声かけに皆が答えを返し、こうして魔物を倒す日々が始まったんだ。

　武器のおかげで狩りの効率も良く、『城』の住人である兵たちに『職業』が行き渡るのもすぐだったよ。




「午前の分は終わったか……」

「きゅー……」「たいへんだったね！」












　俺は今日、『城』で書類仕事をしていた。

　といっても報告書を読んでサインをするだけの簡単なお仕事だ。ただ量が多く、手続き上、責任者のサインがないと続けられない仕事とかもある。

　最低限のものだけで、けっこうな時間と労力をとられていた。

「トーマ様、ルマールさんが帰還されました」

「ただいま帰りましたぞ！」

　執務室にユイさんとルマールさんが入ってきた。

　泊りがけで魔物のたまり場へ狩りに行っていた獣人たちと兵士たちが帰ってきたようだ。

「皆、無事でしたか？」

　俺が行けば『戦の角笛』を使えるため、かなり安全に狩りができるんだが、『城』での仕事があり一緒に行けないことが多くなっていた。

「怪我一つありませんな！」

　朗ほがらかに笑うルマールさん。

「エルナーザ殿の従魔で魔物の位置はわかりますし、いただいた『職業』の力、それに魔法の矢などでどんな数の魔物もこちらに近づく前に倒すことができますから」

「そうですか……。倒した魔物の持ち運びも大丈夫でしょうか？」

　俺がいないと『倉庫』も使えないのだが。

「ええ！　ゴーグ兵士長が率いる兵たちの人手がじゅうぶんある上に、トーマ殿が、ダークエルフたちから荷運び用の従魔を借りてくださいましたからな！　そちらも問題はありません」

「それは良かったです」

　ホッとする。

　隣国の村で、ダークエルフたちが使っていたトカゲ型の従魔。あれと同じ種類のものを、荷運び用の目的でダークエルフたちから期間限定で借りていた。

　エルナーザさんが、この『城』に来たときに交渉したのだ。例のダークエルフの裏切り者の魔法に対抗する護符なんかも一緒に作ったりしているな。

　ルマールさんたちの戦闘に、余裕はあるようだが……

「くれぐれも気をつけてくださいね」

　防御力を高める『戦の角笛』がないと、攻撃を受けたときに危険だから。

「なーに、私も『ソルジャーズ・シールド』という技を新しく使えるようになりましたからな！　何かあれば、それを使って時間を稼ぎますぞ！」

　魔物を倒していたら、『パワー・スラッシュ』以外に『ソルジャーズ・シールド』という技も開放されたのだとか。自分の前面に大きなバリアを短時間だけ出す新しい能力だ。

　ヨシュア君も『アーチャーズ・シールド』という似たような能力を得ていた。

『城』の住人になり『職業』を得た兵士たちも、ほとんどが『パワー・ショット』や『パワー・スラッシュ』を使えるようになっていて、全体的な戦闘力は高まっている。

　大体のことには対応できると思うのだが、ちょっと心配は残る。

　うーん、と考え込んでいると、ちょんちょんと体をつっつかれる感触がして……

「ねーっ、トーマ！　魔物、ポイントにして良い!?」

　イェタだ。

「……魔物は、いつも通り『城』の外に置いてあるんですよね？」

　ルマールさんへの質問に、彼が「ええ！」と返答する。

「じゃあ、そこに行こうか」

　イェタが「うん！」とうなずき、俺たちは『城』の外へと出た。

「おー、トーマさんか！」

　ジュナンか。

「暴れ大岩グマの素材を採っていたのか……」

　手元にある石の山を見て、そう判断する。

　あのクマの岩からは希少な鉱石がとれることがある。

「ああっ、もう終わったけどな！　なかなか良いのが採れた！」

　それは良かった。

「もう作業はしていなさそうだし、全部ポイントにしちゃって大丈夫かな……」

「そうだな！」

　うなずく彼女。

「わーい！　ポイントにするーっ！」

「きゅーっ！」

　それを聞いたイェタが喜び、積んである魔物の間を元気に駆け回った。

「ポイントにしたーっ！」

「きゅっ！」

　手早くポイント化を終えたようだ。といっても、このポイントの使い道がないんだが。

『城』の住人となれた兵士全員に、もう『職業』を与えてしまった。作れる施設も作っている。今はイェタの楽しみのため、一日一個ペースで兵器を増やしているところだ。

　今日も、それを求めてくるはずだが……

「今日は『魔動投石機』を作りたいーっ！」

「きゅっ、きゅーっ！」

　予想通り。

「良いんじゃないかな」

「こっちに作るーっ！」

　グイグイと引っ張られるまま兵器が集まっている壁の方向に行き、『魔動投石機』を設置したのだ。

「今さらですが、ずいぶんと増えましたね……」

　ユイさんの感想に、「そうですね」とうなずく。

『城』に設置した『魔動投石機』『魔動大型連れん弩ど』などの数は全部で六十ほど。そのうちの三十が、この方向の城壁に集まっているから特にそう思うのだろう。

　イェタの目を楽しませるため、ここの壁に兵器を集めている。

　大昔に大規模な魔物の襲撃があったという方向で、隣国の方向でも町の方向でもない。

『城』以外にも、『城下町』であるカルアスの町や領内の村にも兵器を設置していた。

「けっこうな数の魔物を倒しているはずだからな！」

　そう言ったジュナンが、何を思ったのか首をかしげる。

「……そういえば、鉱山のあたりに村を作るって話はどうなったんだ？　なんか、魔物をいっぱい倒せば、魔物が近寄りたがらない場所があそこらへんにできるって話だったろ」

「あー……まだ、しばらくはかかるはずだな」

　一年ぐらいだったかな？

「早くて一年。三、四年あれば村を作れるほどになるのではと予想しています」

　ユイさんが補足してくれる。俺も報告書で読んだ情報を伝える。

「なんか、鉱山付近よりも、街道付近のほうに影響が出ているらしいぞ。魔物が少しずつ出なくなってきているとか」

　人が多い場所、人がよく通る場所は影響が出ることが多いようだな。

　まあ、あくまでも『影響が出やすい』というだけなので、いくら経たっても影響が出ないという場合もけっこうあるようだが。

「そのおかげで、食糧の輸送がちょっと楽になりましたね。他の町に薬草を売りに行って、ジュナンさんが必要とされる鉱石を購入して帰ってくる。そういう行為も簡単になり始めています」

「それは重要だな！」

　ユイさんの言葉に、ジュナンがうなずいた。

「魔物などの心配が少なくなった分、有力貴族への付け届けなども、ずいぶんと気軽に送れるようになっています」

「貴族への贈おくり物か。そんなこともしていたんだな」

　ユイさんの言葉にジュナンが感心していたが、付け届けに使っているのはジュナンが作った高価な霊薬とかだ。

　言われたから作っただけで、その他の細かいことは気にしてなかったのだろう。

「王の密偵など、ちょっと気になる情報があったので、少し対策をしていますね」

　そう言った彼女が、何かを思い出したようで俺を見る。

「そういえば、追加の付け届けを贈るつもりでした。それに関する書類をトーマ様にお渡しします。内容を見て問題がないようならばサインをいただきたいのですが……」

　聞きたくない情報が、ユイさんから来たな……

「あれ、まだ増えるんですか……」

　書類を読むのが全然、終わっていないのに。

「トーマ、元気出して！」

「きゅーっ！」

　ガックリしているとイェタがなぐさめてくれる。

「わたし、この前、作った『ぷりん』今日も作るからっ！」

「きゅーっ！」

　おおっ、あのお菓子か。『調理場』のレシピブックを見て、イェタが作ってくれたものだ。料理がうまい獣人と一緒に作ってくれたのだが、俺も初めて見た食べ物だった。

「今日は、わたし一人で作ってみるからね！」

　……それは、ちょっと心配だが。

「イェタが作ってくれるってだけで嬉しいな！」

　なんとなく元気が出たぞ。

　そう思いながら、彼女の頭をなでたんだよ。

　レシピは火を使うから、誰か大人の人に近くにいてもらおうかな……

　それから俺は『城』の中に戻りがんばって仕事を終え、イェタは、約束どおりプリンを持ってきてくれた。

「トーマー、作ったーっ！」

「きゅっ、きゅーっ！」

　おおっ。

「あいかわらずおいしそうだな！」

　プルプルしてる。

「たべてーっ！」

「きゅーっ！」

　スプーンをわたされたので、すくって食べる。

「んっ！　この前のより、うまい気がする！」

　なんでだ？

「入ってる疲労を回復する薬草、変えたーっ！」

　……そんなものが入っていたのか。

「甘い草入れたよーっ！」

「きゅーっ！」

　そして、そんな言葉が。うん……

「カーマ草を入れたのか……」

　体力を回復してくれるが、男性の下半身も元気にしてくれる甘い草である。

　出会ったときからもらっているから、今さらいらないとも言えない俺だった。

「わたしも、ちょっと食べるーっ！」

「きゅーっ！」

　一皿しか作らなかったのかな？　イェタも食べたい様子。

「じゃあ、みんなで分けようか」

　イェタとウニにもスプーンですくって食べさせてあげた。女性には体力回復の効果しかないから、安心して食べさせられる。

　量が減ったのはラッキーだったぜ！

　そんな、平和な日々──

　事態が動いたのは、この翌日だった。








[image: ]







「トーマ様、エルナーザ様から小鳥の従じゆう魔まが飛んできています」

　執務室に入ってきたユイさんは、俺の机に小さな紙を置く。多分、小鳥の足に巻きつけられていたものだな。

「ダークエルフたちからの連絡ですか……」

「ええ。魔動タンクたちの様子や、その周囲の魔力の状況に変化があったみたいですね。彼らの『中央管理施設』が地表に出てくる予兆ではないかと」

　手紙の小さな文字を読んでいくと、イェタにそれを確かめてもらいたいと書かれていた。

「今日は獣じゆう人じんたちは『城』にいましたよね……」

　魔物狩りには行ってない。つまり、今からでも出かけられるはずだが。

「イェタも、今からダークエルフたちのところに出かけても大丈夫だよね？」

「大丈夫ーっ！」「きゅーっ！」

　問題なさそうか。

「獣人や兵士に連絡をして、出かける準備をしましょう」

　そう告げたのだ。

　待ち合わせの場所などは、エルナーザさんの従魔を通して連絡を取れば良いだろう。

『中央管理施設』が近々地表に出てくるのはわかっていたから、ある程度柔軟に対応できるように準備はすすめていた。

「わかりました。ルマール様やゴーグ兵士長に、小鳥の従魔を飛ばしましょう」

　エルナーザさんから借りた従魔だが、ユイさんは、それをずいぶんと活用している様子だ。こうして俺たちは、用意を整えた。

　連れて行くのは、獣人たちのみで十人ちょっと。兵士たちには町と『城』の守りを固めてくれるようお願いする。

　イェタもいるが、少な目の人数でダークエルフたちとの待ち合わせ場所へと向かう。

　場所は荒野のど真ん中だが、エルナーザさんの鳥の従魔が案内をしてくれるため、迷うことはない──

「きゅーっ！」

「エルナーザさんだよーっ！」

　ウニが見つけてくれたようだ。

「おおっ、トーマ君、さっそく動いてくれたか！」

　待ち合わせの場所には、エルナーザさんの他、四人のダークエルフがいた。

　荷物を持っている者はいるが、騎乗用のトカゲの従魔などは連れていない。

「前に『城』で打ち合わせをした通り、人数は少なめにしました。……このぐらいで大丈夫ですか？」

「ああ」

　うなずくエルナーザさん。

「トーマ君たちからもらった大量のシルバーサフ……それと聖せい樹じゆさまの枝の助けを借りて、皆に魔法をかける。魔動タンクたちの縄張りの中に潜入するのに必要な魔法だが、このぐらいの人数なら魔力も大丈夫なはずだ」

　聖樹さまの枝の助けを借りるということで、町の兵士ではなく、聖樹さまと親しいルマールさんたち獣人を連れてきている。そのほうが魔法がかけやすいんだとか。

「んじゃ、魔法をかけるぞー」

　ダークエルフの男性が一歩前に出る。

　この前、魔動タンクたちの真ん中で出会った彼だな。戦士を名乗っているが魔法を担当する様子。身長の半分ほどもある枝を持ち、ぶつぶつと何かつぶやくと、「ほいっ！」と気合を入れた。

　魔力が動く感覚──

「かかったぞー！　トーマ君も知っている、周囲の生命や存在に警戒されにくくなる魔法だ。聖樹さまの力で、持続時間もその力も格段にアップしているぜ！」

　前に会ったとき、自分自身にかけていた魔法だ。

「この魔法がかかっている時は小声でしゃべってくれよ！　そのほうが気分が出るからな！」

「小声でしゃべるーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタが彼に同意していたが──

「……魔動タンクが相手なら、大声でしゃべっても小声でしゃべっても、魔法の効果はあまり変わらないぞ。危険そうなら言うから、それまでは普通にしゃべっていい」

　エルナーザさんが訂正していたよ……

　小声でしゃべるのは本当に、単に気分が出るからという理由だけらしい。

　任務直前と言うのに、緊張感を感じさせないダークエルフだ。

「こちらの用意は終わりだな……。トーマ君たちは？」

「わたした霊薬や魔法のアイテムに不足がないなら、問題ないですね」

　前にダークエルフたちが『城』に来たときにわたしたものだ。

「大丈夫だな」

　なら問題ない。俺は、横を向く。

「イェタ、メッセージは出ているかな？　どっちに行ったら良いかわかる？」

「うん、出てるーっ！　魔動タンクたちの中央管理施設が現れそうな場所がわかるよー！　そこに行けば、施設がいつ浮上してきそうかとか、もっと詳しいこともわかるって！」

「じゃあ、そこに向かおうか。案内を頼むよ！」

「わかったーっ！」

　こうして荒野を歩き始めた。

「腕が鳴るな！」

　話しかけてきたダークエルフの彼に、「ええっ、そうですね」とうなずく。

　中央管理施設がいつ浮上してくるかはわからないので、腕を振るうのがいつになるのかはわからないのだが……

「前に『城』に行ったときに聞いたが、トーマ君たちの不ふ思し議ぎな能力も増えたんだろ？　あれから、また新しい能力を得たのか？」

　エルナーザさんに聞かれたので、「いえ」と首を横に振る。

「ルマールさんたちの『ソルジャーズ・シールド』と、それに類する能力……。あと『城』の外で使えそうな戦闘関係の能力は、俺の『戦いくさの角つの笛ぶえ』が城の住人以外にもかけられるようになったぐらいですね」

　地味に他の能力も増えているんだが。

『魔動投とう石せき機き』などの兵器に魔力を込め、能力を上げる力の強化。魔力で、連れん弩どや投石機の矢などを補充したりなど……

　そこら辺は、今回は使わなそうか。

　そんな会話をしながら進み、いつの間にか目的地についていたようだった。

「あそこだよーっ！」

「きゅーっ！」

　指差す彼女。

「……魔動タンクたちが多い以外は、他とあまり変わりませんな」

　周囲を見回しながらのルマールさんの言葉に首を振ったのはエルナーザさんだ。

「いや、今日は魔力に少し違いがあるぞ」

　違いがわかるのか。

「中央管理施設がいつ出てくるかとか、メッセージは出ているのかな？」

　俺の質問に「うん！」と元気良くうなずいたイェタ。

「ちょうど今日だって！」

　おおっ、今日か。急いで来て良かった。

「でも、ちょっと来るの早すぎたって！」

　……ん？　どういうこと？　一日遅れていたほうが良かったってことじゃないよな？

　首をひねっていると……

　──ボゴーン、という地面が爆発する音。

　その爆発のあと、バラバラバラバラ、という音とともに細かい土が降ってきた……

「もう二分遅かったら、土かぶらなくて完璧なタイミングだったって書いてあるーっ！」

　土まみれのイェタが、元気良く教えてくれたが……うん……服の中に小さな石が入っていて気持ち悪いな。大きな石が飛んでこなくて良かったが。

「あれが魔動タンクたちの中央管理施設だよーっ！　緊急浮上してきたから、地面が爆発したみたいになっちゃったみたい！　普段は、もっと静かに登場するんだって！」

　緊急浮上……

「なんか、施設から煙が出ている……」

「侵入者があったんじゃないかなって書いてある！」

　そいつが何かをして、中央管理施設は緊急に浮上することになったって感じか。

「……アイツに先を越されたか」

　エルナーザさんが舌打ちをする。

　ダークエルフの裏切り者、ゲルグ。そいつが、この地域にいた可能性が高い。

　呪じゆ気きを使った儀式をしたい彼にとって、あの中央管理施設は邪魔になる。中央管理施設は、呪気を魔力に変換する、この土地の能力を元に戻してしまう。呪気が欲しい彼にとって、その能力は邪魔になるんだ。

　彼が、あの施設に攻撃を仕掛けている可能性があった。

「大地を泳ぐ魔法か、その他の魔法を使って、まだ土の中にいた中央管理施設に侵入したんだろう」

　ダークエルフの一人のつぶやき。

　ダークエルフたちも、そういう魔法は使えるのだが、大地の奥深くに潜伏している中央管理施設を発見するのは困難。たどり着くにも魔力が足りないと考えていた。

　魔法に関しては、向こうのほうが上のようだ。

「外側に穴があるから、侵入者は、あそこから入ったみたいだけど……」

「入り口はあっちだよーっ！」

　俺のつぶやきにイェタが答える。

「チーム毎に分かれるぞ！」

「「おう！」」

　ダークエルフたちの言葉。

「トーマ君たちは正規の入り口に向かってくれ！」

　そう告げた彼らが、施設に向かって走っていく。施設に開けられた穴から入るつもりか。

「では我々は、その正規の入り口に向かうか」

　俺たちと行動を共にするらしいエルナーザさんに「はい」とうなずいた。

「こっちだよーっ！」

　土中を泳ぐ、円盤型の巨大な船……その下部には四角く開いた家ほどの大きさの入り口があった。

　外にいた魔動タンクの半分ほどが消えている。多分、この中に入っていったんだろう。

　俺たちも中に入る。

「あのわき道に入れば、階層の転移ができる部屋に行けるって！　うまくやれば、わたしたちなら使えるかもって書いてある！」

　魔動タンクたちがすれ違えるような、大きなわき道だが……

「階層の転移……まるでダンジョンみたいだな」

　魔物のたまり場などが変化してできる、魔物を大量に産み出す不思議な場所だ。

　どんな仕組みになっているのか、お宝が落ちていることもあるとか。

「うまく制御できれば良い防衛力になるし、階層の転移ができれば移動も簡単だからダンジョン化してみたんだって！」

　……ダンジョンって人間が作ったり、ましてや制御したりできるものじゃないんだが。

「人間だったころのサク様が、ダンジョン化したのかな？」

「そうみたい！」

　神様になる人間は一味違う。

「……何か魔法陣に魔力を込めている魔動タンクがいるな」

　わき道の先。そこに魔法陣が書かれた大きな部屋があり、魔動タンクが三台いた。

　ちっちゃな小屋ほどもある魔動タンクたちだが、あと五台か六台は入れそうな大きな部屋だ。

「あっ、早く中に入ったほうがいいって！」

　イェタに急せかされ、何があっても良いように『戦の角笛』の準備をしながらも皆で中へ。

　ピカッと部屋が光った。

「無事転移できたってーっ！」

　おう……

「ダークエルフさんがかけてくれた魔法のおかげで、魔動タンクたちから友人判定を受けているみたい！　だから一緒に転移できたって書いてあるー！」

「……ダンジョンの転移魔法陣は、自分が一度行った階層ではないと転移できないからな。魔動タンクたちに連れて行ってもらわなければ、我々ではここには転移できなかっただろう」

　エルナーザさんの説明。

　それはラッキーだったが。

「ここは、どのあたりなんだ？」

「深層だって！　かなり奥のあたりだよ！」

　イェタが教えてくれた。

「ここから、この施設の制御室に行く道が二つあるよーっ！　一つは魔物を倒していく道！　ダークエルフさんがかけてくれた魔法の効果が維持できない可能性が高いって！」

　俺たちには、周囲の存在に警戒されなくなる魔法がかかっている。それが効かないらしい。『戦の角笛』があるとはいえ、強制的に戦わされるのは大変そうだ。

「もう一つは、この施設をプレゼントされた神が遺のこした、高難度の魔術儀式について問う試験が連続する道だよーっ！」

「……どちらも面倒そうだ。ここからが本番というわけだな！」

　エルナーザさんがキリッとした表情になる。

「ちなみに、後者の試験の答えは、順番に『赤青黒緑白白緑』『テクノール石』『一兆と百二』『右に三回転、左に二回点、真ん中をおもいっきりパンチ』、最後の試験はこの魔法がかかっていれば自動的にクリアになるんじゃないかって書いてあるーっ！」

　……試験の答えは、イェタのメッセージに全部出ているみたいだな。

「あんまり本番じゃなかったな……」

　肩透かしを食らった様子のエルナーザさん。ヘニョリとした表情になっていたよ。




「ここが制御室だよーっ！」

　昔、この施設を管理していたという神が遺した試験。それに無事合格した俺たちは、『中央管理施設』の制御室へとたどり着いていた。

　最後の『ここの管理者が知らない、新しい魔法を見せろ』という試験も、問題なかったな。

　ダークエルフたちにかけてもらった、周囲の生命や存在に警戒されにくくなる魔法が『新しい魔法』と認定された様子だ。

　イェタのメッセージによると、ダークエルフなら、この試験を突破するのはけっこう簡単なのだとか。

　ここの管理者である神が死んだのがかなり前だったため、それ以降に開発された魔法を使えば合格になるのだそうだ。

「制御室か……不思議な見た目だな」

「『えすえふ』に出てくる宇宙船っぽい感じのデザインにしてみたって書いてあるよ！　波動砲もつけたかったけど技術力が足りなかったんだって！」

　よくわからないが、けっこうこだわりがあったことはわかった。

「じゃあ、施設を乗っ取るよーっ！　このボタンを押して『たーみなる』を起動！　『ぱすわーど』を入力して、船長にトーマを指定！　副船長は……二人指定できるから、わたしとウニちゃんで！」

　ぽっちぽっちとボタンを押すイェタ。

「できたーっ！」

　その言葉とともに、部屋全体がピカッと光った。

「この中央管理施設を乗っ取ったよーっ！　施設への指示とかは、思念波でもできるみたい！　ウニちゃんが思念波での操作得意そうだから、ウニちゃんにも任せられるようにしたよ！」

「きゅっ！」

　施設に何か指示を出したいときは、彼女へお願いすれば良いらしい。

　さっきのイェタみたいに、ボタンを押すことでも、施設へ指示をできるんだろうが、この魔法の装置の操作は複雑そうだからな。

　文字みたいなのも出ていたが、知らない文字だったし……

「侵入者や我々の仲間がどうなっているかわかるか？」

　エルナーザさんの質問に応こたえるように「きゅっ！」とウニが鳴いた。

「ディスプレイに質問の結果が表示されたよー！」

「……我々の仲間は、誰かを探しているようだな」

『でぃすぷれい』という不思議な魔法の装置には、警戒をしながら、施設の通路を歩く彼らの姿が見えていた。

「彼ら、この中央管理施設の外殻に穴をあけた侵入者と、一度戦ったみたいだね！　侵入者もダークエルフだったって！」

　やはり例の裏切り者、ゲルグが侵入者なのだろうか。

「侵入者は、今どこに？」

「もう外に逃げているって書いてある！　仲間のダークエルフさんは、途中で侵入者の姿を見失ったみたい！　今は、こちらに向かって進んでいるよ！」

「逃げられたか」

　エルナーザさんが悔しそうにしている。

「侵入者は、この施設にあるいくつかの装置、そのパーツを持ち逃げしたみたいだよ！　ここら辺の土地の調整をする、呪気関連の装置とかのパーツみたい！」

　ここら辺は『呪気』が出る土地だ。その『呪気』を『魔力』に変換する能力が土地自体に備わっていた。しかし、今はその能力が動いていない。それを、この『中央管理施設』が元に戻してくれるはずだったのだが……

「この土地の状態を、元に戻すための装置を持ち逃げされたのか」

「うん！　持ち逃げされたのは装置のパーツだから、修理可能な範囲だけど……。一応、そのパーツを取り戻すための追跡用飛行ドローンを出しているって書いてある！」

　なるほど。飛行する何かで追跡しているのか。

「仲間のダークエルフさんは、どうする？　こっちに誘導する？」

　エルナーザさんを見ると、うなずかれた。こっちに来てもらうので良さそうだ。

「頼むよ！」

「わかったーっ！　罠わなとかを解除して……、マイクはこれだから……、じゃあ、音声で制御室まで誘導するよーっ！」

　ぽっちぽっちとボタンを押すイェタ。

　こうして他のダークエルフたちも、俺たちに合流したんだ。

「トーマ君たち！　エルナーザも無事だったか！　良かった！」

「侵入者は、やはり例の裏切り者だったぞ！」「逃げられた！」

　ドヤドヤと部屋に入ってきた彼ら。

「この施設の外に逃げたという話だったが、もう見つかったのか？」

　一人の問いかけに「きゅっ！」とウニが反応する。『ディスプレイ』という魔法の装置に、岩山と文字らしきものが表示された。

「ドローンからの『映像』が出たよ！　あの岩山まで魔力の痕こん跡せきが延びているみたい！　かなり遠くにある岩山だって！」

「……何か、あそこに人影がある気がするな」

　エルナーザさんがディスプレイを指差す。

「きゅっ！」

「ズームするよーっ！」

　人影が大きくなった。

「ゲルグだ！」「本当に外にいる！」

「中のほうに逃げたとばかり……」「だまされた！」

　ダークエルフたちが口々に悔しがる。人相描きをもらっていたが、その通りの顔だ。

　そして、その顔が、こちらを見る。ディスプレイが真っ暗になった──

「ドローンが撃墜されたよーっ！」

　さっきの『映像』というのをこちらに送っていたドローンというのがやられたんだろうか。

「他のドローンから映うつした画像に切り替えるよーっ！」

　かなり遠くからの映像になってしまった……

「……彼の周囲に、何か魔法陣のようなものが見えた気がしましたが」

　岩山の頂上に立つ彼の周囲に、うっすらと光る複雑な紋様が描かれていた。

「あいつは『超生物』というものになるための魔法儀式を研究していたようだ。そのための魔法陣だろう」

　なるほど。その儀式のために『呪気』も必要なのだろうが……

「ディスプレイに、あれは『魔王』になるための魔法陣じゃないかって予想が書かれていたよ！　魔法陣の周囲に『呪気』が集まっているとも書かれていた！」

　イェタの情報。魔王というのは、伝説の存在だが。

「『魔王』は人々の苦しみなんかを糧かてに生き、強くなる存在なんだって！」

　あの彼は、それを知って、そんなものになろうとしているのか？　だとしたら止める必要がありそうだが……

「……彼がやっている儀式が、どのぐらいで終わるかはわかるかな」

　それによって対応も微妙に違ってくる。

「うーんと、けっこう時間がかかるみたいだけど……でも、あの魔法陣、この施設から盗んだ『呪気』を操るための部品がうまく配置されていたみたい！　それも流用して儀式を強化しているみたいだから、正直わからないって書いてある！」

　……すごく早く終わる可能性もあるわけか。もともと、その装置が狙いで、この中央管理施設を狙ねらったのかもしれない。

「アイツがいる場所は、どこなんだ？」

　エルナーザさんの質問に「きゅっ！」とウニが反応する。

　ディスプレイに地図が出た。

「かなり遠いな……」

「魔法で移動したのか？　我々の足でも一日以上かかる」

　ダークエルフたちの声。

「彼、目立つところにいたけど……」

　なんとなく気になっていたことを聞く。

「なんか、あの岩山の上、魔力が集まる場所みたいだよ！　大量の魔物を生み出す可能性がある場所なんだって！」

　イェタが答えてくれた。

　そういえば大昔、大量の魔物に、町が襲われたことがあったと聞いたことがある。その魔物たちが現れた方向と、ゲルグがいた位置は一致した。

　あの場所から生じた魔物だったのかもしれないな。

「『魔王』というのが産まれたら危険そうだな……」

　その俺の言葉に答えてくれたのはエルナーザさんだ。

「……ゲルグは人の苦しみをなんとも思わない性格だからな。あの儀式は邪魔したほうがいい」

　といっても距離が遠いから。

「……イェタ、ドローンっていうのを飛ばせるなら、そいつに魔法陣を攻撃してもらうとかはできるのかな？」

　彼女が首を横に振る。

「ドローンは探知とステルス性能に特化しているから無理みたい！　この施設の攻撃手段も『大崩壊』のときに壊れて、そのままだって！　防御力も含めて、かなり弱体化してる！」

「じゃあ、魔動タンクたちはどうかな？　まだ俺たちの支配下に置けていない？　攻撃するように命令できないかな」

「彼らは半自動で行動しているみたいだよ！　あんまり細かい命令はできないみたいだけど……もう奪われたパーツを取り返しに行っている一団もいるって！」

　ゲルグのほうに向かっている魔動タンクたちもいるようだ。

「魔動タンクに細かい命令ができないのが面倒だな……」

「時間をかけて、彼らのプログラムを書き換えれば、細かい命令も聞くようになるよ！　この中央管理施設を『城』の施設にすれば、そのプログラムの書き換えも簡単になるって書いてある！」

『城』の『管理室』か。

　あれで、カルアスの町を『城下町』にしたり、町近くにある鉱山を『城下鉱山』に指定することができた。

　同じことを、この魔動タンクたちの中央管理施設に対してもできるらしい。

「『城』の施設にすれば、ポイントを使って魔動タンクを産み出したりできるようになるから、戦力の増加にもなるよーっ！」

「……じゃあ、それをお願いしようか」

　ポイントはじゅうぶんあるはずだ。

「わかったーっ！　『城』と、この中央管理施設の距離が遠いから、もっと近づかないとダメみたい！　侵入者に推進機関を壊されていたみたいだけど……修理は終わっている！」

　イェタが俺を見る。

「中央管理施設を『城』に向かって移動させるよーっ！」

　彼女に「頼むよ」と、うなずいた。

「我々はゲルグのもとへと向かいたいのだが……」

「この施設で向かえないかな？」

「……この中央管理施設は防御力などが弱っているそうだから、こいつで近づくのは危ないだろう」

「あいつは、この施設を狙っていたみたいだしな」

　そんなダークエルフたちの声。

「……『城』の従魔を借りて、そいつに乗っていくのが良い気がするが」

　エルナーザさんがディスプレイにうつる外の景色を見ながら、そんな意見を言う。

　けっこうな速度で動いているようだから、『城』に着くのはすぐだ。

「だが、用意していた予備の部隊には現状を伝えたいな……」

「直接、声を届ける機能は死んでいるみたいだけど、ドローンに音声を録音して飛ばすことはできるみたいだよーっ！」

「ならば、それを頼もうか」

「わかったーっ！　こっち来てーっ！」

　そんな風に、イェタがエルナーザさんを『マイク』とやらのところに誘導しようとした。そのときだった──

「なんだ？」

　エルナーザさんの歩みがピタリと止まる。

「今、変な魔力の波動が──」

　彼女が、そこまで言いかけたときだ。

「きゅっ！」

　ウニのあせったような声。

　どうしたんだ？　と問いを発する間もなく、ゲルグのいる岩山を映していたディスプレイが赤黒い光を放つ。




　ゴゴゴゴゴ




　そんな地鳴りの音。

「地震みたい！」

　イェタがボタンを押すと、ドローンからの映像だろうか。町や村の様子がうつる。

「うん！　『城下町』や『城下鉱山』になっているところは全部、大丈夫みたい！　エルナーザさんのいた村も、家が丈夫になっていたから問題なかったみたいよ！」

　エルナーザさんたちは、魔物対策で、村人の家を頑丈にしたと言っていた。

「きゅっ！」

　ウニの鳴き声。

「ゲルグのいた岩山か！」

「魔物があふれてきているぞ！」

　どこからか現れた大量の魔物が、岩山から周囲に散らばっている。

「魔物の作成をする『魔王』の能力じゃないかってディスプレイに書かれてるよーっ！」

「……もう、魔法儀式が完成したのか」

　エルナーザさんがつぶやく。

　けっこうかかるはずだった『超生物』……『魔王』になるための魔法儀式が終わってしまったようだ。しかも、あの魔物……

「なんか、あの魔物たちの移動速度が異様に速いぞ」

　ゴブリンみたいなのもいるが、馬の全力疾走並みの速さな気がする。

「魔物たちに、黒い霧みたいなのがまとわりついているな」

　エルナーザさんの指摘。あの速度は、その効果だろうか。

「トーマ！　まだ時間はあるけど、あの勢いだと町や村にも来るよ！」

　ならば、対策をする必要がありそうだ。

「……『城』や町、村に警告を送ろうか。ドローンだっけ、あれを使いたい！」

「わかった！」

　ぽっちぽっちとボタンを押すイェタ。二つ目のマイクが現れた。

　あれに伝えたいことを話せばいいはず。

「トーマ！　エルナーザさんのいた村は、どうする？」

「隣国だしな。あっちはエルナーザさんたちのドローンに警告を送ってもらおうか。あの村も『城下町』にできるけど……」

　そうすれば、バリアで守れるようになるな……

「うん、あの隣国の村も『城下町』にしよう」

「わかったーっ！」

「じゃあ、まずは警告の送付からだな」

『城下町』はバリアを出していられる時間に制限がある。

　バリアを使うのは、できるだけ魔物が町の近くまで来たときが良い。

「あとは、町や村の外にいる人たちだけど……」

『城下町』の近くにいるならバリアの中に入ってもらうこともできるのだが、遠くにいる人はどうすれば良いのか。

「ドローンのステルス機能で守ったり、守ってくれそうな魔動タンクの近くに誘導したりもできるよーっ！　ドローンの数が足りるかわからないけど！」

　なるほど。まあ、魔物が強いこの地域で、遠出をしている人はあまりいないはず。

　少し賭けになるが、彼らにもドローンを飛ばせば、どうにかなるはずだ。




　そんな風に対処をし、どうやら無事、俺たちは『城』までたどり着いたようだ。

　ディスプレイにカルアスの町や『城』の姿が見える。

「バリアを中央管理施設のほうまで延長するよーっ！」

　こちらに向かっている魔物対策のため、この施設をバリアで包むみたいだな。

　ドローンからの映像により、ものすごい速度で、谷とかを跳び越えたりしながら魔物たちがせまっているのがわかっていた。急がなくては。

「外に出るには……」

「こっちだよーっ！」

　制御室の隣の部屋に、転移用の魔法陣があったようだ。この中央管理施設の内部を移動するためのものだろう。それで外に移動できるのだとか。

　転移用の魔法陣に乗る俺たち。気がつけば、『城』の門の前にいた。

　直接、外に転移できるのか……

「トーマ様！」

「すごいな、あれ！」

　ドローンで知らせていたからだろう、門のところでユイさんとジュナンや獣人、兵士たちが出迎えてくれる。

　ジュナンが中央管理施設を見て目をきらめかせている。

「魔物たちへの対策は進んでいますか？」

『城壁』の上に移動しながら質問する。

「はい。町の守りはゴーグ兵士長にかためてもらっています。村にも応援の兵士や獣人を派遣し、すでに守備についてもらいました。鉱山の人員にもトカゲの従魔を派遣。避難を完了しています」

　さすがだ。早い。遠くの場所は、エルナーザさんから借りた鳥の従魔などで連絡を取ったのだろう。

　馬車などを引けるトカゲの従魔も、鉱山の人員の避難に役立ったようだ。それなりに数を借りていたし、あいつは馬よりも早く走れるから。

「『魔動投石機』などを操作できる権限を与えた獣人や兵士たちも……？」

『城壁』の上にたどり着いた俺は、念のために聞く。

　信頼度などの条件を達成したのか、一部の『城の住人』には、兵器の発動などをコントロールできる権限を与えられることがわかっていたのだが……

「はい。彼らも町や村に移動し、すでに守備についています」

　彼らがいれば万全だ……。イェタの兵器は、命令を与えればゆっくりとだが動くこともできる。ユイさんたちは、じゅうぶんな対処をしてくれた。

　そんな確認をしていると、横からの新しい質問が。

「トーマ！　この中央管理施設、『城』の施設にしていい!?」

　イェタからの質問だ。

「そうすると、ポイント使って、城製の魔動タンクとか作れるようになるんだってーっ！　城製のタンクは神力が入るから、魔法生物を破壊するアイテムや魔法の影響を受けなくなるって書いてあるよーっ！」

　おおっ、スゴいな。魔動タンクを簡単に破壊できる爆弾の影響も受けないのか。

「それは頼もしいな。お願いするよ！」

「わかったー！」

　俺の言葉に、元気に返事をしたイェタ。だが「あっ……」と言ったまま、その動きが止まってしまう。

「城と城壁の間に設置するタイプだから、少し時間がかかるって出た……。……良い？」

　上目遣いで聞いてくる彼女。

「……『城』と『城壁』の間ってことは、『兵舎』とか『宿舎』と同じところに施設を移動させる感じなのかな？」

　中央管理施設は、カルアスの町と同じぐらいある巨大な施設だ。『城壁』の中におさまらないんだけど……

「いったん光に変換して、『城』に取り込むんだって！」

　そうすれば、小さな施設になるんだろうか。

「その間、ドローンとかへの命令はできるのかな？」

「うん！　『タブレット』を通して、ドローンとか魔動タンクへの命令は、そのままできるって書いてあるよ！」

　イェタが中央管理施設から持ってきた、映像がうつる不思議な板を見せてくれる。

　あれを使って命令はできるらしい。

　じゃあ、問題なさそうか……

「わかった、取り込んでくれ！」

「うん！　えいっ！」

　イェタが『城壁』の上からも見える中央管理施設を指す。

　巨大な施設が、一瞬で光の粒子になった。

「早いな……」

　ジュナンのつぶやき。

　というか、あの内部はダンジョン化していて魔物とかもいたはずなんだけど、そいつらはどうなったんだろう。

　光の粒子が飛んでいった『城』の方向を見つつ、そんな疑問を思う。

「施設化をしたよーっ！　さっきも言ったけど、施設を使えるようになるまで、ちょっと時間がかかるーっ！」

　なるほど。

「あと領地の村、攻撃意図を持つ魔物の大群が近くにいるってメッセージが出た！　襲われそうだよーっ！」

　タブレットというのを両手に持ったイェタが教えてくれた。

「村にバリアを展開してくれ！」

「わかった！」

　離れていても問題なく操作できるようだ。

「今、村はどんな感じなんだ？」

　ジュナンがたずねてくる。

「様子がタブレットに映ってるよーっ！」

　四角い板を俺たちに見せてくれる彼女。

「ゴブリンとかがたくさんいるな」

　ジュナンの感想。

「向こうには、あんまり強くなさそうな魔物が行っているみたいだね！　オーガや暴れ大岩グマ中心の主力部隊は、こっちの『城』の方向に進んでいるみたい！」

　映像を見る限り、村を攻めている魔物たちは『大型魔動連弩』の槍やりのような矢で次々とやられているようだ。

「バリアのところに来ちゃった魔物もいたみたいだけど問題なかったみたい！　ダメージが入ってない！」

　あいかわらずのバリアの強さ。よくバリアのところまでたどり着けたなと、魔物に驚きもしたが。

　でも、村はほうっておいても大丈夫かとホッとする。

「敵の主力部隊はどうなっているんだ？」

　こちらに向かっているやつだが。

「こんな感じ！」

　タブレットの映像が切り替わった。

「こちらに攻撃意図を持ってるみたい！　もうすぐ『城壁』の上からも見えるよーっ！」

　イェタの発言どおり、『城壁』の上で周囲を見張る獣人たちから声が上がった。

　続いて、カルアスの町からも鐘を打ち鳴らす音が……

「ああ。あれが敵か……」

「大群だな」

　俺のつぶやきに、ジュナンがうなずく。

　戦争になれていないからか、敵の数が地平を埋め尽くすような、そんな錯覚を感じる。普通は怖がる状況なんだが……

「トーマさん、そろそろだぜ！」

　了解。

「イェタ、バリアを展開してくれ！」

「わかったー！」

　敵は迂う回かいしたりせず、まっすぐこちらへと向かってくる。

　こちらは大昔に魔物の大群が襲来したという方向。イェタを楽しませるため、大量の兵器を配置してあった方向だ。

　黒い霧のようなものがまとわりついているあの魔物たちの移動速度は速い。

　町や『城』にバリアを展開した俺は、兵器たちに指令を出した──

「魔動兵器、第一陣、撃て！」

『魔動投石機』から爆発する石が射出され、『魔動大型連弩』からは一秒に三発以上の速度で槍のような大きさの矢が次々と射出される。

　遠くにいた魔物が投石の爆発で打ち上げられ、他の魔物も矢に貫かれ後ろに吹き飛んでいく。

　こちらの射程距離に入った途端、倒されていく魔物たち。

『城主』としての能力で、爆石や矢の補充もできるし。──正直、負ける気がしない。




「大丈夫そうですね」

『城』の魔動兵器に撃ち倒されていく魔物を見て、ユイさんが話しかけてきた。

「なんか連弩の攻撃から生き残る魔物もいるけど……」

「まとっている黒い霧を盾のような形にして、連弩の攻撃に耐える魔物がいるようだね」

　そうジュナンに答える。

　そういうやつは『魔動投石機』の爆石で問題なく排除できていた。

「『パワー・ショット』放ちます！」

　ヨシュア君の号令で、『弓兵』の職業を持つ住人から強力な矢が放たれる。

　今はある程度敵を『城』の近くに引きつけているし、あれはもともと飛距離の長い技だ。問題なく敵まで届いている様子。

　この距離だと、小さな『魔動速射型連弩』の矢も届く。──大型連弩は槍ほどの大きさの矢を放つが、こちらは普通程度の大きさの矢を一秒に十二発の速度で放つ。

「こちらも、うつぞ！」

　ダークエルフたちも、矢を放っている。ジュナンの魔法の矢に飛距離を伸ばす魔法をかけ、それを射ているようだ。

「魔力回復薬です！」

「追加の矢を持ってきました！」

　その他の『城』の住人は、必要な消費アイテムを『弓兵』の住人やダークエルフたちに届ける役目をしていた。魔動兵器の監視役などもいるが。

　魔動兵器は半分自動で動いてくれるようだが、ほうっておくと全部の矢や爆石を使い尽くしてしまう。人のアドバイスがあったほうが、効率よく動いてくれるみたいだ。

「いざというときの訓練が役に立ちましたね」

　ユイさんの言うとおり、人間に攻められたときや、魔物の大軍に襲われたとき。そういったときの訓練もしていたからな。

　他の場所でも兵士が配置につき、魔物が『城』のバリアを破ったときの白兵戦の用意や、回り込んでいる魔物がいないかの監視をしているはずだった。

「……ただ、こうやって見てるだけってのは、あんまり慣れませんけどね」

　訓練のときも思ったのだが、ただ立ってるだけってのは。

　最初の命令以外は、『城下町』にした隣国の村の様子を見てバリアを展開したぐらいだ。

　俺も、魔動兵器に魔力を込めたり、矢を届けたりしたい……

「トーマさんは司令官だし、魔動兵器の矢や爆石を補充する役目もあるからな」

　確かに、ジュナンの言う通り、そんな能力が『城主』にはあった。

　魔力を使って、兵器の矢などを補充する能力は、魔物狩りをしていたときに目覚めた新しい能力だ。魔力を投石機などに込めたとき、爆石などの攻撃力を高める能力も強化されているが……

「魔力回復薬も材料があまってヒマだったときに大量に作ってあるし、このままなら問題なく魔物を一掃できるんじゃないか？」

　彼女の言う通りだと良いんだが、気がかりがあるんだよな……

「きゅっ！」

　俺の不安に応えるような、ウニの警告の声。

「トーマ、あそこ！　姿が変わってるけど、来たみたいだよっ！」

「あれか？　肌が、黒っぽい木の皮のようになっている……」

　黒い木が、そのままダークエルフの形になったような生き物だ。

　周囲にまとわりつく影のようなものが他の魔物に比べてあきらかに多い。

「そうだ！　魔力の波動を隠していない！　あいつがゲルグだ！」

　近くにいたエルナーザさんが、推測を肯定してくれた。

「あれが『魔王』か……」

　こいつの存在が不安だった。

「放て！」

　ダークエルフたちがいっせいに、ゲルグへと魔法の矢を使ったが。

「まったく効きいていないな」

　彼の前面に、大きな半円形の目に見えない盾があるようで、全すべての攻撃がはじかれている。

「あの目に見えない盾……バリアかな？　だんだん巨大になっているみたいだけど」

「後ろにいる魔物を、矢や爆石から守るつもりだろうな」

　ジュナンに答える。

　魔物たちが、彼の後ろに集まっていた。

　盾がイェタの『城』ほどの大きさになったようだな。ゆっくりと、こちらに歩いてくる。

「ニヤついているな……」

　何が楽しいのか。こちらの攻撃が彼に届かないことが楽しいのだろうか。

「なら、これはどうだ？」

　俺が魔力を込めていた『魔動投石機』。それに爆石を投げさせた。

　爆発音──

「防がれたか……」

　魔力を込め、爆発力を強化していたのだが。

「……でも爆発したのは、見えない盾のところじゃなかったぞ」

「空中で魔力を当てて爆発させていた！　前見たときよりも威力が格段に上がっているな！　警戒しているぞ！　もっと撃ってくれ！」

　ジュナンが俺の言葉に答え、エルナーザさんが投石を促す。

　敵は見えない盾に爆石が当たるのを恐れたようだ。

　ゲルグからも何か赤い光の弾が飛んできたが……

「ダメージはあったけど、耐えられそう！」

　こちらのバリアには問題がない様子。

　いまいましそうな顔をして、彼がこちらに向かってくる。

　俺も投石機からの爆石を当てようとするのだが、こちらが魔力をこめた攻撃だけ、ヤツは空中で爆発させる。見分けがつくのか……

「神じん器ぎをわたせ！　そうすれば苦しめずに殺してやる！」

　近くに来たゲルグの言葉。魔法でも使っているのか、『城壁』の上と下という距離、そして爆発音の中でもハッキリと聞こえる声量だ。

「誰が！」

　返答代わりに爆石をお見舞いするのだが、防がれた……

「我がもとに来い！」

　ニヤつくヤツの手に、どこからか槍があらわれた。

　召喚魔法か？

「気をつけろ！　槍に異様な魔力が集まっているぞ！」

　ダークエルフの警告。

「爆弾を投げてください！」

　兵たちに、用意させていたジュナンの爆弾を投げさせる。

　魔術を打ち消し、魔法を使えなくする爆弾だが……

「ダメだ！　効果がない！」

「魔法を打ち消す効果が、打ち消されている！」

　ダークエルフたちの悲鳴。

「来るぞ！」

　エルナーザさんが警告し、魔王ゲルグが手に持った槍を投げた。槍がバリアに当たるが──

「突き刺さった!?」

　空中でバリアに突き刺さったままの槍を中心に、『城』のバリアにヒビが入っていく。

「ゲルグから槍に、魔力が流れ込んでいる！　大元を倒せ！」

　ヒビが拡大しているのは、ゲルグが槍に魔力を流し込んでいるからなのか。

　魔法を打ち消す爆弾を投げたり、エルナーザさんの指摘に皆がゲルグを狙うのだが。

「ぜんぜん効果がないのかよ！」

　目に見えない盾も、大半の方角を覆っているようだ。

　攻撃は防がれ、俺が魔力をこめた爆石も軌道をそらされた。

「……でも盾は小さくなっているみたいだぜ」

　ジュナンの指摘。

　確かに、槍に魔力を流しているせいかな。見えない盾は、ヤツと、その周囲数メートルを守る程度。

　今や大半の魔物たちが、こちらの兵器の効果範囲だった。

　ただ、できれば魔物はほうって、魔王ゲルグだけを攻撃したいのだが……

　──ドン！　という爆発音。

「何だ！」

「生命力を使った魔物の自爆だって！　魔王の近くにいる魔物はこれができるみたい！　バリアを壊せるように調整もされてるよ！」

　魔物たちは、変な影をまとっていた。その能力の一つだろう。バリアに取り付いて、それを壊そうと自爆をしている様子。

　バリアを壊せるように調整したのはゲルグ自身だろうか。村にいる魔物が、これをできないのは幸運だが。

「バリアに取り付こうとする魔物を狙ってください！」

　すでにそうしているから、意味のない命令だ。

　それに他にも問題があるんだよな……。連弩の射撃に耐えられる魔物が、だんだん増えている。

　能力に慣れたのか、まとっている影を盾のような形にして、身を守れるものが増えてきていた。

　バリアのヒビも、どんどん広がっていて……

「あきらめろ！」

　こちらの苦悩を知るかのように、やつがにやけた顔で語りかけてくる。

　人々の苦しみを糧に生きるそうだから、こちらの苦しみを楽しんでいるのかもしれないが……

　どうする。

　悩んでいると、イェタの明るい声が聞こえてくる。

「トーマーっ！　兵器のコントロール権を借りるよ！」

　疑問に思う間もなく、連弩や投石機のゲルグへの攻撃が止まる。

「何を──」

　驚いて、彼女に問いただそうとしたときだった。

　ボゴーン、という音。

「あれは、魔動タンクか！」

　ゲルグのすぐ近くに、大地の下から数十台の魔動タンクが現れたのだ。

　トンネルの出口のようなものが見えるから、地面をモグラのように進んできたのかもしれない。

　魔動タンクはゲルグに襲いかかろうとする。だが……

「ダメだったー……」

　しょんぼりした声のイェタ。

　魔動タンクたちは周囲の魔物に攻撃され、最後に魔王ゲルグの魔法を受けて全滅してしまった。

「……でも、なんかゲルグの動作がおかしかった気がするな」

　俺の言葉に周囲のダークエルフたちもうなずく。

「異様にあせっていた……」

「槍への魔力注入も止まっていたぞ」

「……そういえば魔動タンクたちも、魔法を邪魔するような能力を持っていたな」

　そんな記憶を思い出すが。

「あれ、もともとは魔王対策の機能なんだって！」

　そんなイェタの情報が来てしまった。

「イェタ……魔動タンクの中央管理施設って今、どうなっているかな？」

　たしか時間をかけ、『城』の施設にしている最中だった。

「まだ終わってないよ！　途中だけど、無理やり外に出せるみたい！　ポイントでの魔動タンクの生産とかもできる！　他のところで、ちょっと問題は出るかもだけど……」

　それは、しかたない。

「味方の魔動タンクが出せるなら問題ない。出してくれ！」

「わかったーっ！」

　彼女がピッと指を差す。俺からも見える『城』の敷地内に、石で作られた四角い建物ができた。

「『ゴーレム工場』だよーっ！」

　でっかい出入り口がポッカリと開いている以外は、普通の外見だ。町とかで食料を保存するのに使われていそうな。

「魔動タンクたちは、どのぐらい作るー？」

「全部のポイントを使ってくれ！」

「全部……良いの？」

　イェタが聞き返した。

　かなりのポイントになるはずだから……




　ルマールさんたち獣人は泊りがけで魔物狩りに行くと、大体二十体の暴れ大岩グマを倒していた。

　一体百ポイントの魔物を、二日で二十体だ。それだけで二日で二千ポイント。一日千ポイントの計算。

　一日一個の約束で作っていた魔動投石機などの兵器の数は六十以上だから、魔物のたまり場での狩りは六十日以上が経過している……

　多分、大岩グマだけで六万ポイント以上！　他の魔物も大量に倒しているから──




「良いぞ！」

　俺の言葉にイェタもうなずく。

「わかったー！　十万ポイントちょっとあるから、全部使うよーっ！」

　彼女が「えい！」と気合を入れ、できた建物の入り口から、大量の魔動タンクが流れ出してきた。

「五百三台作ったよーっ！」

　十万ポイントを使って五百台。一台二百ポイントってところか。

　そいつらが垂直の『城壁』を駆け上がり、俺たちのいるところまで到着した。

「魔王ゲルグを倒せ！」

　魔動タンクたちが、そのままの勢いで『城壁』を駆け下り、ゲルグに襲い掛かった。

「兵器は……」

「『城』製の魔動タンクと兵器なら、連携もとれる！　そのままで大丈夫だよーっ！」

　再開させていた兵器での攻撃は、このままで良いようだ。

「あいつ、あせってるな」

「魔動タンクが数十台だった時点でビビってたからな……」

　近くのダークエルフたちが、弓を射ながら会話している。

　ゲルグは魔動タンクを簡単に破壊できる魔法も使えるはずなのだが……

「魔法生物を破壊する魔法は効果ないのか」

　エルナーザさんによると、うちの魔動タンクには効果がなかったようだ。

　神力が入っているせいで、効果がないとイェタのメッセージに出ていた通りだ。

　最初は迎撃する構えを見せていたゲルグは、魔動タンクの様子と数を見て逃亡を決意したようだ。

　逃げようとしたのだが──

「あっ捕まった」

　蜘く蛛も型がたの金属ゴーレムである魔動タンクたちは、前足の先から白いイカヅチみたいなのを出して、それをゲルグに当てた。

　ふわりと空中に浮かんでいた彼が、ぽてっと地面に落ちる。そこに魔動タンクたちが取り付いた。

「あの白いイカヅチは……」

「魔王対策の能力だよーっ！」

　そんなユイさんとイェタの会話に、思わずつぶやいてしまう。

「ちょっと距離があっても使えたんだな……」

　近づかないと使えないような話を聞いた記憶があるのだが。

「アップデートしてるから、『城』製の魔動タンクは能力も強化されてるって！」

　そうなのか。

「イカヅチは魔法とかを打ち消すだけだから、この後、魔王を攻撃する必要があるよ！」

「トーマさん！　見えない盾も消えているようだぜ！」

　ジュナンの言うとおり、連弩の矢が、今まで盾のあったところを通り抜けている様子。

「投石機を使いたいんだけど、魔動タンクたちは……」

「そのまま撃てば、大丈夫だよ！」

　魔王ゲルグに抱きついているやつがいるんだが、そう言うなら試してみるか。魔力は、魔動投石機に込めている。

「撃て！」

　俺の投石機への命令にあわせ、二台を残して他の魔動タンクたちがゲルグから遠くに逃げた。

　着弾──

　直後に、他の魔動タンクたちが再びゲルグに飛びつきヤツを押さえつける。

「犠牲を最小限にしながら、敵を葬ほうむるスタイルか……」

　いかにもゴーレムらしい戦い方だ。

　他の皆がゲルグの周囲の魔物を排除してくれているから、ゆっくりと狙える。

「ただ、魔動タンクたちは大丈夫なのかな……」

　なんか、白いイカヅチを使い続ける魔動タンクの中に、途中で力尽きてそのままバラバラになってしまうものがいるのだが。

「あの能力は、もともと長く使い続けるものじゃないし、魔王が激しい抵抗をしていて機体に負担がかかっているんだって！　一体ずつやられてる！」

　そうなのか……

「このままで倒せるかな」

　俺が魔動投石機に魔力を注入し、その爆石が発射される間に二十台ぐらいの魔動タンクが力尽きている感じだが。

「大丈夫だよ！　まだまだ増えるから……！」

　増えるって……？

「魔動タンクのことか？」

　新しい爆石を発射しながら、イェタに聞く。

「そう！」

　どういうことだ？　もうポイントは全部使ってしまった。

　今まで倒した魔物たちをポイント化して、新しい魔動タンクを作るつもりなのか？

　兵器の攻撃力が強すぎて、死し骸がいがバラバラになったりしているのだが。

　イェタはバラバラになった死骸をポイントにできないはず……

「あっ、新しい魔動タンクが来るよーっ！」

　考えていると、イェタの楽しそうな声が聞こえてきた。

　そしてジュナンの悲鳴も。

「トーマさん！　あの新しい施設から、なんか魔物がーっ！」

「『魔物タンク』だよーっ！　魔動タンクたちの『中央管理施設』の中にいた魔物たちを改造したサイボーグ魔物だって！」

　……魔動タンクじゃなくて、魔物タンクか。

　さっき魔動タンクが出てきた『ゴーレム工場』という『城』の施設から、体のところどころが金属になった魔物たちが出てきた。

　普通の魔動タンクもいるが……こっちは中央管理施設の中に残っていた魔動タンクか？

　門から出て、『城』の魔動タンクに加勢するようだ。

「中央管理施設の施設化が中途半端だったから、完成までちょっと時間がかかったって書いてある！　旧型の魔動タンクを新型に改造したのも含め、五百台ちょっといるよ！」

　多いな……

「あと、国境に集まっていた旧型の魔動タンクたちももうすぐこちらに着くから、ここに来れば『城』の魔動タンクたちに協力してくれるはずだよ！」

　イェタが言う。

「新型とデータを共有して、魔動兵器との連携もとれるはずだって！」

　そうなのか……

「あと、『城』の新型魔動タンクは、エネルギーを使い尽くした時点で、魔王の抵抗に負けてバラバラになってるんだけど……」

　崩れ落ちている魔動タンクを指す彼女。

「旧型の魔動タンクは千台はいるから、彼らがエネルギーを供給してくれれば、ずいぶん助けになるって書いてあるーっ！」

　おおっ、それは頼もしい。

　新型の魔動タンクがバラバラになるのを、エネルギーを供給することで防いでくれるとか。

「……数十台の魔動タンクにビビっていたヤツに、二千台以上の魔動タンクをけしかけるのか」

　まあ、そんなジュナンの声も聞こえてきたが……

　──安全に倒せるなら、それで良いと思うよ！

　そんな会話をしながらも、魔動投石機に魔力を込め爆石をゲルグにぶつける──




　それを十度ほど繰り返し、俺たちは魔王ゲルグを倒したんだ……




「魔王を倒したよーっ！」

　イェタの嬉うれしそうな声。

「灰になっちゃったな……」

　魔王ゲルグは、しばらくは死骸として残っていたようだが、急に灰になって崩れ去ってしまった。

　ゲルグに抱きついて動きを止めていた魔動タンクが、がっちゃんがっちゃん音を立てて、自分の体についた灰を落としている。

「魔動タンクが、あんまり壊れなくて良かったな！」

　途中、旧型魔動タンクの助けが入ったこともあり、『城』の魔動タンクも二割程度──二百台以下の被害ですんだようだ。

　俺は「そうだな」とジュナンにうなずいた。

　自信があったのか、敵は真っ正面からこちらに挑んできた。そのため、あまり被害を出さずに倒すことができたんだ。

「トーマ！　メッセージが出てるよ！」

　イェタの声。

「魔王を倒したトーマとかには、いくつか特典があるって！」

　おお。

「神様へ声が届きやすくなったりするんだってよーっ！」

　それはスゴい。

「神頼みが楽しくなりそうだな」

「あと、あの魔王の死骸？　灰なんだけど、それもすごくって、珍しく呪のろいがかかってない純粋な魔力でできている灰だって書いてあるよーっ！　豊かな大地を作ったりしてくれるみたい！」

　なるほど。

「できれば回収したいんだけど……」

　ジュナンの言葉に灰の様子を見る。

「……灰をかぶっていた魔動タンクの関節とかに、ちょっと残ってるかなー」

　風に乗って、ほとんどが飛んでいってしまったようだ。

「……まあ、肥料になるみたいだから、荒野になっていたこの土地にはちょうどいいかもしれないが。効果は劇的だろうな……」

　そんなエルナーザさんの言葉。

　この言葉の意味を知ることになるのは、翌日だった──




「トーマーっ！　お外すごいーっ！」

「きゅーっ！」

　魔王ゲルグを倒した次の朝、俺は興奮するイェタに起こされた。

「どうしたんだ……？」

　そう言いつつ着替え、彼女に促されるまま外に行くと……

「おおっ、これは、すごいな」

『城壁』の外。あたり一面、荒野だった場所が緑になっていたのだ。












　乾いた土や枯れ葉で茶色一色だった場所に、草や小さな木が生えている……

「一晩で、こんなになるのか」

　魔王の灰のおかげだろう。肥料になると聞いていたが、まさか、こんな不思議な効果が出るとは思わなかった。

「『繁はん栄えい値ち』も百になったよーっ！　土地の状態が元に戻ったことと、町のみんなの喜びも換算されてるってーっ！」

「そうか、やったな！」

　魔王の攻撃にあった町や村もまったく被害はなかったみたいだし、めでたいこと続きだ。

「次の『城レベルアップ』も解放されたーっ！」

　予想していた通りだ。

　多分、繁栄値が百になったことで、城レベルアップができるようになったんだろう。

「今日は『城レベルアップ』だな！」

　その言葉にイェタが「わーい！」と喜びの声をあげ、「きゅーっ！」と嬉しそうな鳴き声をウニがあげた。

「あっ、トーマ様……」

　三人で喜んでいると、俺に呼びかける声が後ろから聞こえてきた。

「ユイさんですか。外、すごいですよ！」

「ええ。私も確認しました。あの魔王の灰の効果ですね。あっ……それで、ちょっとお話があるのですが」

　彼女が手紙を俺に渡す。

　これは……ベルフォード王子のものか？　俺に、この領地の運営を任せた人物だ。

　ぱらっと中を見ると──

「今日、こちらにいらっしゃるのですか……。魔王の件を知って、こちらに来たというわけではないですよね？」

「それとは別件ですね。多分、魔王の件も知らせは行っているとは思いますが」

　非公式の訪問とは書いているが、用件は書いていない。手紙によると、予定は今日の午後か。

「……歓迎の用意をしたいから『城レベルアップ』は王子と会ったあとでいいかな？」

　大丈夫かな、と思いながらイェタに聞く。

「わかったーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタが元気良くうなずいてくれた。そして午後、彼が来訪する──

「やあ、トーマ君！　魔物との戦いの跡を見たよ……。大変だったね」

　ベルフォード王子だ。

「はい。魔王ゲルグとの戦いは、なかなか激戦でした」

『城壁』にある門で、ユイさんと一緒に彼を迎えたのだが、外にはポイント化できないほど破損した魔物の死骸なんかが残っている。片付けきれなかった……

「あまりおもてなしもできないんですが」

「僕は、そういうのはいらないよ。急な訪問だったしね」

　そう笑ってうなずく彼を、俺は『城』の中へと迎え入れた。

「トーマさん！　紅茶入れてきたぜ！」

「入れてきたーっ！」

　ユイさんと一緒に、王子を一室に誘導すると、そこにジュナンとイェタ、ウニが紅茶を持って入ってくる。

「クッキーも持ってきたーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタから「ありがとう」と、それを受け取り、ベルフォード王子に勧める。

　……そういえば毒見とかしないで良かったのかな、と思っていると彼がそれを受け取り食べた。

「おいしいね」

　問題なかった……のか？

「王子さん、今日も一人なんだな！　何の用事で来たんだ？」

　興味津々といった様子のジュナンが椅子にドカリと座り、ベルフォード王子に訊たずねる。

「ああ。ちょっと王族のほうで動きがあったからトーマ君には事前に伝えておきたくて」

「何かあったんですか？」

　俺の質問に、彼が答える。

「うん。今の王が多分、隠居することになる。それで僕が王位を継ぐことになる可能性が高いんで、あらましを伝えたくて……」

　それは。

「……おめでとうございます」

　……なのか？

「王は大変、ご壮健でしたが。……この状態での王位継承ですか？」

　ユイさんは考え込んでいる様子。

「うん。どうも王がユモン・スカルシアにそそのかされたようでね」

　王子がユイさんを見る。

「魔の森のダークエルフたちとの戦いになりそうだったので、クスノギ大臣が動いたんだよ」

　その言葉に少し驚いた様子の彼女。

「ダークエルフたちとですか……？」

　つい出てしまった、俺の質問。それに彼が「うん」とうなずく。

「君が、この領地に出立した後ぐらいに、ダークエルフたちから使者があってね。正当な理由なくトーマ君に敵対するようなら、魔の森のダークエルフも敵に回る……そんなことを言われていたんだ」

　おおう、そんなことをしてくれていたのか。

「それにもかかわらず、ユモンにそそのかされた王が、君に手を出そうとしていたんだよ。……ほら、この近くにある隣国の村をダークエルフが助けていたじゃない」

　彼が言う。

「その事実を彼の密偵が見つけたようでね。君に嫌けん疑ぎをかけようとしていたんだ」

　えっ。

「……トーマ様が、ダークエルフたちを使って隣国を手助けしている。わが国の者のフリをしているが、実際は隣国の手のものじゃないか……そのような嫌疑をかけるつもりだったんでしょうか？」

「うん。そんな感じだね」

　ユイさんの質問に、ベルフォード王子がうなずいた。

「ユモンに会わないように手配していたにもかかわらず、王は、受け継いだ神器の精霊の力を使って彼と会っていたようでね」

　ユモンというのは、イェタの『城』に攻め込んで、それを奪い取ろうとしていた貴族だ。王をそそのかしたということだが……

「僕ら王族は、聖剣の精霊の感情も受け継いだせいで、スカルシア家のような、聖剣の英雄王の庶子が興した貴族家の当主……彼らに愛情を感じるんだけど、王も政治的判断はできていたからね」

　そう言う王子。

「ユモンが関わったときの行動は問題視していて、王をいさめたりしていたけど、さすがにダークエルフたちやトーマ君との関係を悪くするのはおかしすぎて……」

「もうろくしたのか？」

　ジュナンの失礼な言葉に彼がうなずく。

「うん、ちょっと違うんだけど……。どうも、例の魔王になった……ゲルグだっけ？　彼が残した魅了の効果がある霊薬を、ユモンが王に何十本も飲ませていたみたいなんだよ」

　おう。

「僕たちも、魅了を解こうとしたんだけど王に拒否されてね……。人間のトーマ君にはわかりにくいかもしれないけど、剣の精霊の愛情って麻薬のような感じで癖になるんだ。うちの決まりだと、あの依存症を持つものは王座にすえておくことができないことになっていて……」

　それで引退してもらうことになったのか。

　まあ、同じ聖剣の英雄王の庶子が興した貴族家もある。その誰かが同じ霊薬を手に入れれば似たことができるから、安全のためそんな決まりになっているんだろう。

　もうろくって感じではなかったけれど。

「それで、もっと問題なのはクスノギ大臣なんだよ！　依存症になった王の面倒を見られるのは自分しかいないって言って、職を辞してクスノギ家の当主の座も息子にゆずるって言ってるんだよ！　今やめられると困るんだ！　ユイ君どうにかしてよ！　君のパパだろ!?」

　……驚きの事実発覚。ユイさんってクスノギ家の娘さんだったのか。どこかの貴族の娘の可能性は考えていたが。

　クスノギ家は、黒こく神しんサクが伝説の時代に興したと伝わる家。何千年か何万年の後、子孫がこの国の聖剣の英雄王に協力し、その子孫は、彼の側室となり子供を作ったと聞いている。

「お、お父様はいつ引退されてもいいように準備していたので、ちょっと難しいかもしれませんが……」

「たしかに準備は進んでいるみたいだけど、ただ、急な話だったからここ百年でできた新しい貴族家は取り込みがすんでいないんだよーっ！」

　王子は頭を抱えていた。

「……あっ、それでしたら問題ないかもしれませんが」

　ベルフォード王子が「えっ」という顔でユイさんを見る。

「実は、王が何かおかしな動きをしているという連絡が兄からあったので、そこらへんの貴族には付け届けを贈おくっていて……トーマ様が手紙を送ったり、さらなる霊薬の送付を約束すれば取り込めるかもしれません」

　王子の顔が輝く。

「トーマ君。君は僕の天使だ」

　うん……その言葉は女の子を口説くときに使ってください。

　そして「これからも力を貸してくれ！」と言う彼に、笑いながら「もちろんです」とうなずいたんだ。
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　そうして王国のために力をふるうはずだった俺は、今、国外にいた……

「俺は、何でこんなところにいるんだろうな……」

　サラサラと白い砂が流れる、ここは魔の砂漠と言われている場所である。

　魔力はほとんどが魔物や鉱石になり、人が魔法として活用できるものはわずかしか残らない。オアシスの周囲には薬草がたくさん生えていると言うが、それ以外の植物はほとんど無い、乾燥した大地だ。

「トーマさん、国外追放されたからってションボリすんなよ！」

「追放されてませんっ！　ベルフォード王も別れのとき、泣きながらトーマ様にすがりついていたじゃないですか！　追放じゃないです！」

　ジュナンの言葉にユイさんがフォローをしているのだが、むしろその必死さが追放説に真実味を与えているな。

　実際は、一時的にここに避難しているだけだからユイさんのほうが正しいが。

　神じん器ぎの持ち主として王子……今はベルフォード王か。彼に対抗する勢力として担ぎ上げられそうになったため距離をとっただけだ。どうもイェタの『城』の能力がすごすぎて、王になったばかりの彼の地位を脅かしてしまったらしい。まだ地盤が安定していなかったから……

　それはわかっていても、何でこんなところにいるんだという気持ちは変わらないが。

「でも、まあ、たしかに『秘術使い』の残した魔法装置とかがないのは少し寂しいからな。トーマさんの気持ちはわかるぜ！」

　……逆に、そのジュナンの気持ちは、わからないかな。

　彼女は、カルアスの町をずいぶんと楽しんでいたようだ。

　あそこも、まだ俺の領土ということになっている。管理はゴーグ兵士長とか、彼らに丸投げだけれど。

　ゴーグ兵士長には、俺が『秘術使い』の子孫ではないことは、もう話してある。

　それでも彼の命を助け、そして領民を助けてくれたことに変わりはないと、新たに忠誠を捧げてくれた。

　神器の主であり、魔王を倒した英雄ということで、むしろ信奉されるような感じになっていたぞ。ありがたいことだ。

　旧型の魔動タンクを人間の味方である魔動タンクに直す作業も、多分だが、順調に進んでいる……

　旧型のもとに『城』の魔動タンクを派遣するだけで、あとは『城』の魔動タンクがどうにかしてくれるらしい。大量に作って、あとはそいつらに全部任せていた。

　カルアスの地周辺に、魔王が産み出した魔物もけっこう残っていたのだが、この魔動タンクたちが倒してくれていた。




　──ここはカルアスの町から、さらに魔物の強いほうにずっとずっと進んだ土地。どの国の土地でもないところだ。

　カルアスの地にある『城』を強化したためか、この遠い地にも『支し城じよう』を作れるようになった。

　魔動タンクを作れる『ゴーレム工場』も、この『城』に移してある。

　魔物の強さや、魔法がつかえないこともあり、誰も手をつけていない砂漠だが、昼間はとっても暑い場所で……。──『城レベルアップ』のために支城を遠くに作る必要があったり、貴重な鉱物や薬草を手に入れるためなどの理由でここに来たんだが、人の住む場所じゃなかったな……

　そんなことを考えながらボーっと砂を見ていると、イェタの元気な声が聞こえてきた。

「トーマーっ！　砂でお城作ったーっ！」

「きゅーっ！」

　イェタは、どこでも変わらず楽しそうだ……

　ウニと一緒に、かわいらしい砂のお城でも作ったのだろう。

　そう思って、声のほうを振り返ったのだが、そこには小屋ほどもある砂の城が……

「でかっ！」

　思わず声が漏れてしまった。

「アッシュちゃんに作ってもらったーっ！」

　自分の横に立つ、魔動タンクを指す彼女。

　でかいのも、みょうにリアルなのも、そのためか。

　こいつは魔王ゲルグの灰をかぶっていた魔動タンクで、灰の効果か、ちょっと性能が高い。

　いつもはイェタの護衛をしてもらっている。

「これはスゴいな！」

「芸術的ですね！」

　ジュナンとユイさんにも好評のようだ。

「あっ、『城壁』の外の『交こう易えき所じよ』が反応してるよーっ！　誰か物々交換に来たみたい！」

　イェタの言葉。

『城レベルアップ』で作れるようになった『交易所』という施設が反応したらしい。

　といっても、何もないただの広場なんだが……

　これを作っておくと、いろいろなことがわかる。

『城』のほうで用意しておくと良い商品とか。これは黒こく神しんサク様の情報なのかな？　あくまでも参考になる程度の性能ということだが、未然に流は行やり病やまいを防いだりした。

　あと、相手が商品に法外な値段をつけていないかなどもわかるそうだ。この能力は、一度も使ったことが無いのだが……

　ちなみに『城レベルアップ』のため、繁はん栄えい値ちを百にする作業は、ここではしなくてすんでいる。すでにカルアスの地で、百まであげているからかな。一度どこかであげてしまえば、それで良いみたいだ。

「物々交換って、近くの集落の人たちかな！　楽しみだ！」

　喜びの声をあげるジュナン。

　魔の砂漠の周辺部は、せまい範囲だが、魔物が弱い地域になっていた。

　そこに大昔にどこかから来た人が住み着いていたんだ。

　人間とほとんど同じような外見だが、体の首から下に爬は虫ちゆう類るいのようなうろこがある獣じゆう人じんの一種など。

「商品を出しておきましょうか……」

　そう言って、カルアスの町の住人が『倉庫』に入れてくれる町の品や、ここら辺では採れない薬草で作った霊薬を用意。こういうのを、彼らの珍しい鉱石や薬草と交換する。

「あれだな！」

　ジュナンが指す先、ゾロゾロと近くの集落の人がこちらに歩いてくるのが見えた。

　もうすぐ夕方だから、一晩をこの近くで過ごし、帰るのだろう。

「あっ獣人さんたちも一緒ですよ！」

　ユイさんが、ルマールさんたちを見つけた。獣人や数台の魔動タンク。

　彼らは、近くの遺跡の探索をしに行っていたのだが、帰る途中などにあの集落の人と会ったのかな。

「また金属板とか見つけてますかねーっ！」

　もともと黒神サク様の神殿だった建物……そういうのが、ここら辺では遺跡として残っている。ユイさんは、彼女の知らないサク様の伝説や、その子孫の話を見つけるのが嬉うれしいのだとか。

　彼女の『クスノギ家』は、サク様が興おこした家と伝えられている。かなり思い入れがあるようだった。

「おっ、今日はトーマ君が休みの日だったのか」

　もうすぐ夕方だからだろう、エルナーザさんも帰ってきたようだ。

　ここら辺に、神々が呪じゆ気きを封じた場所があるかもしれないということで、ダークエルフたちのいく人かが調査団として派遣されている。

　魔王を倒したときに得た加護のおかげか、それとも単純に仲良くなったせいか、ダークエルフたちも城の住人にできるようになっているため、彼らも『城』を拠点にしていた。

「お帰りなさい、エルナーザさん。問題はなかったですか？」

「ああっ！　君たちからもらった『魔法使い』という職業のおかげでな！」

『魔法研究所』という施設を作ったあと、城の住人に与えられるようになった職業だ。

　その職業のため、ここでも魔法が使えるらしい。

「難しい魔法も使いやすくなって、すこぶる楽しいぞ！　……それで、ジュナンに相棒たちのチューニングを頼みたいのだが」

　横には彼女の従じゆう魔まもいるが、ジュナンに頼んでいるのは魔動タンクや魔物タンクのことだな。

「わかった！　あの人たちが持ってきた商品とかを見て、それから『ゴーレム工場』に行こう！」

『ゴーレム工場』では、技術が必要だが、魔力を使った魔動タンクの改造もできた。

　エルナーザさんは魔動タンクなどの構造がわからないため、ジュナンががんばっている。『プログラム』の書き換えなど、けっこう難しいことが多いようで、チャレンジするのが楽しいそうだ。

『プログラム』の書き換えは、あれでも簡単になっているそうなんだが。

「あっ、トーマ様……何か集落の人がざわめいていますよ」

　ユイさんの言葉にそちらを見ると……本当だな。

　ルマールさんたちも指を差していて……

「おおっ!?」

　彼らが見る方向を見て、驚きの声が漏れた。

「魔動タンクたち……洞どう窟くつ竜りゆうを倒してきたんですね……」

　ユイさんの言うとおり。

　体表に『わーっちょい、わーっちょい』という文字を点滅させながら、魔物狩りに行った彼らが洞窟竜の死し骸がいを運んできていたのだ。

「トーマーっ！　あれスゴいーっ！」

　イェタが興奮している。

　半自動で行動する魔動タンクたちは、わりと破壊されることもあるが、今回のように大物を取ってきてくれることもある。

　何で、こんなところに来てしまったんだろうという思いはあるが……

「ポイントにしよーっ！」

　嬉しそうな彼女。

　──まあ、みんなもイェタも、ここでの生活を楽しんでいるようだし、それでいいかな。

　俺はユイさんやジュナンに後を託すと、彼女に手を引っ張られながら、魔動タンクたちの方向へと歩き出した。




　さて、この地でも『城』を育てましょうか！









あとがき






　この本を手にとっていただき、ありがとうございます。

　どうにか本が完成しました……

　今回は、ひどいスランプになってしまい大変でしたが、スケジュールに時間があったことと、書きためがあったことでなんとかなった気がします。イラストレーター様や終わりのほうの作業に関かかわってくださった方にしわ寄せがいった気がして申し訳ないですが。柴しば乃の様には、今回も魅み力りよく的てきな表紙を描いていただきました。ありがたい限りです。




　最後になりましたがもう一度、読んでくださった方に感謝を。一巻に引き続き、二巻を読んでいただけた方がいるのならば、ご縁えんがあったということで嬉うれしいですね。どこかでまたお会いできれば幸いです。

　それではー。





富とみ哉やとみあ
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